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評価調査結果要約表 

1. 案件の概要 

国名：インドネシア 案件名：国家防災庁及び地方防災局の災害管理

能力強化プロジェクト 分野：防災 

所轄部署：JICA 地球環境部防災第 2 チーム 協力形態：技術協力プロジェクト 

協力期間：2011 年 11 月～2015 年 11 月 協力金額：約 4.6 億円（4 年間） 

日本側協力機関：国土交通省、気象庁、 

鹿児島県、石巻市、墨田区など 

先方実施機関：国家防災庁、北スラウェシ州・

西ヌサトゥンガラ州の地方防災局、及び対象

州内の県市の地方防災局 

1-1 協力の背景と概要 

インドネシア共和国は、人口約 2.27億人、国土面積約 190万 km2、1人当たりGNI2,010US$（2008

年時点）で、18,000 を越える島々からなる。国土のほとんどは乾季と雨季に分かれ、乾季には

旱魃被害や森林・林野火災、雨季にはスコールや大雨による浸水や洪水被害が頻発する。さら

に、太平洋プレート、ユーラシアプレート、オーストラリアプレート、フィリピン海プレート

の境界上にあり、地震や火山噴火、地震による津波被害など自然災害の常襲国である。近年で

は、2004 年 12 月のスマトラ沖地震・津波及び 2006 年 5 月に発生したジャワ島中部地震災害な

どにより甚大な被害を受けた。 

インドネシア国政府は、近年の災害を契機に 2007 年に防災法 24 号の制定、2008 年の国家防

災庁（Badan Nasional Penanggulangan Bencana：BNPB）設立等を行うことで防災体制の強化に

取組んでいる。これらの体制強化は、2005 年に設置された「日本・インドネシア防災に関する

共同委員会」が取り纏めた提言を踏まえたもので、インドネシア国政府は、我が国に国・地域

レベルの総合防災計画策定と自然災害管理能力強化のための協力を要請し、これを受けて、

JICA は 2007 年 3 月から 2009 年 3 月まで「インドネシア国自然災害管理計画調査（開発調査）」

を実施した。同開発調査では、国と地域（パイロット地域 3 箇所）の両レベルにおける防災計

画（案）の策定、地域におけるハザードマップ・リスクマップの策定、さらに国と地域の両レ

ベルの防災関連機関及びコミュニティの災害対応能力強化を支援し、国及び地域における防災

体制を整備した。 

しかしながら、設立されて間もない BNPB は組織体制、予算、技術やノウハウ等が不足して

おり、地域防災局（Badan Penanggulangan Bencana Daerah：BPBD）設立や地域防災計画の策定

（ハザードマップ、リスクマップの作成、災害情報の蓄積・管理・活用など含む）等を地方自

治体に対して十分に指導・支援することが困難な状況にある。また、災害が多発するインドネ

シア国の防災対応能力を強化するためには、新設された BNPB の能力向上が喫緊の課題となっ

ていることから、本プロジェクトの要請があったものである。これらの状況を踏まえ、本プロ

ジェクトの協力内容に関し BNPB と基本的に合意し、2011 年 7 月 11 日に討議議事録（Record of 

Discussions：R/D）の署名交換を行った。 

プロジェクトは、北スラウェシ州 BPBD と、その中の全県・市 BPBD を対象とし、これら機

関の防災能力向上を目的として 2011 年 11 月に開始された。また、プロジェクトの中間地点と

なった 2013 年 8 月には中間レビューが実施された。2014 年 3 月には北スラウェシ州での活動

が終了し、2014 年 6 月からは第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州で活動が実施されている。
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1-2 協力内容 

1) 上位目標 

パイロット対象地域以外の州及び県・市に BPBD が設置され、本プロジェクトで作成され

た資料と手法を用いて災害対応能力が強化される。 

2) プロジェクト目標 

BNPB、パイロットプロジェクト対象州 BPBD、同対象地域内の県・市 BPBD の災害対応能

力が向上する。 

3) 成果 

1. 対象地域の県・市地方防災局の災害リスク管理の基礎となる災害に関するデータ・情報の

収集能力・蓄積精度が向上する。 

2. 対象地域の県・市におけるハザード・リスクマップ作成能力が向上する。 

3. 対象地域の県・市の地域防災計画策定能力が向上する。 

4. 対象地域の県・市の防災訓練実施能力が向上する。 

5. 全国展開活動が実施される。 

4) 投入（終了時評価調査時点） 

（日本側）専門家派遣： 2011 年 11 月より 2015 年 4 月までで、短期専門家 18 名派遣 

資機材供与： オフィス機器、衛星画像、標高データ、GIS ソフトウェア、プロッタ

ー等 

本邦研修： 2012 年 8 月～9 月、2014 年 8 月の 2 回実施。 

現地活動費： 2011 年 7 月～2015 年 3 月の間で 6,430 万円（活動費、資機材、本邦研

修等） 

（インドネシア側） 

カウンターパート： プロジェクト・ダイレクター（BNPB）、4 名のプロジェクト・

マネジャーと職員（BNPB）、北スラウェシ州 BPBD および同州

内 15 県市 BPBD、西ヌサトゥンガラ州及び同州内 10 県市 BPBD

の職員 

カウンターパート予算：カウンターパート機関（BNBP、BPBD）は通常予算から活

動費を支出 

5) プロジェクト対象地域 

パイロット州の 2 州（北スラウェシ州および西ヌサトゥンガラ州） 

2. 合同終了時評価調査団の概要 

調査団構成 1. Dr. Raditya Jati 

2. 大槻 英治 

3. 新屋 孝文 

4. 伊良部 秀輔 

5. 秋山 慎太郎 

6. 奥田 浩之 

国家防災庁（BNPB） 

JICA 地球環境部参事役 

JICA 総合防災行政専門家（BNPB） 

JICA 地球環境部防災第二チーム 

JICA 地球環境部防災第二チーム 

合同会社適材適所 

調査期間 2015 年 4 月 5 日～2015 年 4 月 25 日 調査種類：終了時評価 
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3. 進捗の確認 

3-1 成果レベルの実績 

1) 成果 1 

・ 国家防災庁長官令 2011 年第 8 号（災害データの標準化）を踏まえて、災害データを収集し

共有するための 5 種類の独自フォーマットが、北スラウェシ州で州・県市 BPBD 職員との

ワークショップを通じて作成された。また、上述の 5 つのフォーマットを含む「県・市災害

データ・情報収集・蓄積技術ガイドライン」が作成された。 

2) 成果 2 

・ 国家防災庁長官令 2012 年第 2 号（防災計画づくりのための災害リスク評価ガイドライン）

に従い、北スラウェシ州の 15 県市で、9 災害（洪水、鉄砲水、地すべり、強風、干ばつ、

森林火災、地震、津波、火山）に関するハザード・リスクマップが作成された。上述のハザ

ード・リスクマップの作成と並行して、「県・市ハザードマップ作成技術ガイドライン」が

作成された。また、現在、西ヌサトゥンガラ州の 10 県市で、ハザード・リスクマップの作

成に向けて同様の活動が進められている。 

3) 成果 3 

・ 国家防災庁長官令 2008 年第 4 号（防災計画策定ガイドライン）に基づき、北スラウェシ州

の対象 14 県市で地域防災計画（Regional Disaster Management Plan：RDMP）が策定され、

2014 年 11 月までにその全てが BPBD 長の署名により法制化された。BPBD カウンターパ

ート自身の作業による RDMP の作成と並行して、「県・市地域防災計画策定技術ガイドラ

イン」が作成された。現在、西ヌサトゥンガラ州の 10 県市で、RDMP の作成に向けて同様

の活動が進められている。 

・ 北スラウェシ州で一連のワークショップを通して、「応急対応手順書（Standard Operation 

Procedure：SOP）策定技術ガイドライン」が作成された。プロジェクトの中で合わせて「カ

ランゲタン火山の噴火を対象にしたシタロ県 SOP」等が作成された。 

4) 成果 4 

・ 北スラウェシ州の対象県市において、図上訓練（Table Top Exercise：TTX）や指揮所訓練

（Command Post Exercise：CPX）など計 15 回の防災訓練が実施された。こうした活動を踏

まえ「県・市防災訓練実施技術ガイドライン」が作成された。 

・ コミュニティ防災活動（Community-Based Disaster Risk Management：CBDRM）については、

北スラウェシ州ではコタモバグ市モヤグ村、シタロ県ベバリ村の 2 村を対象村落として、

防災啓発ワークショップ、村落防災計画・ハザードマップの作成などの活動が実施された。

これらを踏まえて「災害に強いコミュニティプロジェクト 実践例のとりまとめ～優良事例

として～」が作成された。現在、西ヌサトゥンガラ州の中部ロンボク県クタ村を対象コミ

ュニティとして同様の活動が進められており、2015 年 4 月 18 日には子供を含む多数の村

民、州・県市 BPBD 職員、インドネシア国軍やインドネシア赤十字等の関係団体が参加し

て、津波を想定した防災訓練も実施された。 

5) 成果 5 

・ RDMP 策定技術ガイドラインの全国展開については、これまで、2014 年 10 月 14 日の BNPB
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年次総会での発表、2015 年 1 月 8-9 日のセントゥールのインドネシア災害救助訓練場

（Indonesia Disaster Relief Training Ground：Ina-DRTG）で BNPB 職員に対する研修など、3

活動が実施された。 

6) 成果レベルの指標の達成度 

終了時評価調査での進捗・実績の程度は、まずプロジェクト・デザイン・マトリクス（Project 

Design Matrix：PDM）に記載された指標に基づいて判断される。プロジェクトは 2015 年 4 月

時点で、成果レベルに設定された 8 指標のうち、3 指標を「達成」、4 指標については「部分

的に達成」、1 指標については「未達成」の状態である。「部分的に達成」の 4 指標について

は、第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州での成果 2（ハザード・リスクマップ）、成果 3-1

（地域防災計画及び活動計画）、成果 4-2（コミュニティ防災活動）の活動、及び中央政府レ

ベルでは成果 5（全国展開活動）に関する活動が、現在も進行中であるためである。また、「未

達成」とされた 1 指標について、RDMP 策定技術ガイドラインは今後最終化され BNPB にお

いて適切な手続きをもって承認された後に、国家防災庁の参考文書として活用されることと

なる。これらの活動は現在スケジュールどおり特段の障害なく実施されており、予定どおり

2015 年 11 月までに終了することで、すべての指標も達成されることが見込まれる。 

3-2 プロジェクト目標に向けた達成度 

PDM で記載のプロジェクト目標に関する 2 指標については、現時点ではまだ西ヌサトゥンガ

ラ州での活動が継続していることから、共に「部分的に達成」の状況である。指標 1 について

は、第 1 対象地域（北スラウェシ州）では対象の全 14 県市において既に地域防災計画が承認さ

れており、第 2 対象地域（西ヌサトゥンガラ州）でも対象の 10 県市で地域防災計画の最終化と

BPBD 長による承認が見込まれることから、2015 年 11 月までに達成が予想される。指標 2 に

ついては、終了時評価調査でのカウンターパートに対するインタビューで（プロジェクトに参

加した全ての県市 BPBD にインタビューしたわけではない）、少なくとも 6 件の自主的な防災

活動の実施が確認できた（2013 年 10 月の北スラウェシ州 BPBD による防災訓練、2014 年 5 月

のビトゥン市 BPBD による防災訓練など）。現在活動が進んでいる西ヌサトゥンガラ州でも、

今後このような自主的な防災訓練が実施されることが期待される。 

4. 評価 5 項目の概要 

4-1 妥当性 

プロジェクトの妥当性は高い。 

1) 2014 年 11 月の新大統領の就任に伴い発表された「国家中期開発計画（Rencana Pembangunan 

Jangka Menengah Nasional：RPJMN）（2015～2019）」は、政治的主権、経済的自立、文化的

個性を有するインドネシアの実現を掲げている。RPJMN は、防災についても、国家開発は

環境の質の向上、自然災害および気候変動に対応していくことを明記している。RPJMN

（2015～2019）に合わせて、新たな「国家防災計画（2015-2019）」が発出される予定である。

2) プロジェクトは、法律 2007 年第 24 号や現行の「国家防災計画（2010-2014）」と整合してお

り、その妥当性は 2011 年の詳細計画策定調査から一貫して高いと評価されている。さらに、

2011 年のプロジェクト開始以降、関係する国家防災庁長官令が発効されているが、プロジ

ェクトはこれらに合わせて成果品の位置づけや活動内容を BNPB と協議・調整しており、

プロジェクト成果の高い妥当性は維持されている。 
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3) プロジェクトは災害応急対応だけでなく災害予防・準備を含めた災害管理能力強化を必要と

しているカウンターパート機関（北スラウェシ及び西ヌサトゥンガラ州・県市 BPBD）の期

待とニーズに合致しており、対象地域の選択は適切である。 

4) プロジェクトは、2015 年 2 月に閣議決定された「開発協力大綱」や、対インドネシア国別

援助方針（2012 年 4 月）などの日本の援助政策とも整合している。また、日本は 2015 年 3

月 18 日に採択された「仙台防災枠組（2015-2030）」のもと、国際社会における防災協力の

一層の推進を約束しており、仙台防災枠組の 4 つの優先行動、すなわち 1 災害リスクの理

解、2 災害リスク管理のための災害リスクガバナンス、3 強靭化に向けた防災への投資、4 効

果的な応急対応に向けた準備の強化と「より良い復興（Build Back Better）」、とも合致して

いる。 

4-2 有効性 

プロジェクトの有効性は高い。 

1) プロジェクトは、目標の達成に向けて計画どおり活動を進めることにより所期の成果を出しつ

つあることから、その有効性は高い。現在プロジェクトは、第 2 対象地域である西ヌサトゥン

ガラ州で全 10 県市 BPBD を対象にして着実に活動が進んでいる。現行のとおり活動を進める

ことで、プロジェクトは 2015 年 11 月の終了時までにその目的を達成することが見込まれる。

2) 対象地域の州・県市 BPBD カウンターパートの、個人レベルの能力強化は著しい。一連の

ワークショップとその後の技術的なフォローアップを通して、県市 BPBD カウンターパー

トは、防災の各段階（予防、災害応急対応と準備、復旧・復興）への理解と講ずべき対策の

知識、災害リスク評価の技術等を習得し、そうして学んだことを自身で RDMP を作成する

ことで実践した。また、BPBD カウンターパートが地域防災機関としての役割・責任を認識

したことは更に重要であり、それが業務に対する自信や動機付けに繋がった。 

3) プロジェクトの実施により、対象地域の県市 BPBD は、RDMP、ハザード・リスクマップ、

技術ガイドライン等の計画・手続き、執務資料を所有することとなり、組織レベルの能力

強化も行われた。また、RDMP に含まれる防災に係る活動リストを参照しながら、BPBD

カウンターパートが、地方政府実施計画（Rencana Kerja Pemerintah Daerah：RKPD）及び

予算執行文書（Dokumen Pelaksanaan Anggaran：DPA）を効果的に作成するようになった。

例えば、ビトゥン市 BPBD は、地方議会、市長、地方会計監査委員会（Baden Pengawasan 

Keuangan dan Pembangunan：BPKP）、その他ステークホルダーと RDMP について積極的に

コミュニケーションをとり、良好な関係を築いて、2013 年から防災活動のための予算確保

に成功している。これは、災害管理能力強化が１つの組織レベルを超えて、関係機関を巻

き込んだ体制レベルで起こっている例として挙げることができる。 

4) こうした県市 BPBD の努力もあり、終了時評価調査でインタビューした BPBD の予算につ

いては増加傾向にある。また、地方自治体の所管官庁である内務省は、地方レベルの防災へ

の取組み強化に向けた法令整備を進めている。昨年の法律 2014 年第 23 号により、防災は地

方政府が取り組むべき責務となった。さらに内務省令 2014 年第 27 号には、避難や応急対応

など防災に関する説明があり、2015 年予算準備について地方政府に検討を促す内容となっ

ている。 
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5) ハザード・リスクマップについては、対象地域の県市レベルでは最初の正式なハザードマ

ップであり、北スラウェシ州・県市 BPBD から高く評価されるとともに、地域の公共事業

省（Kementerian Pekerjaan Umum：PU）、インドネシア国軍（Tentara Nasional Indonesia：TNI）、

火山地質災害軽減センター（Pusat Vulkanologi dan Mitigasi Bencana Geologi：PVMBG）、気

象・気候・地球物理庁（Badan Meteorologi, Klimatologi, dan Geofisika：BMKG）等の関係機

関とも共有された。北スラウェシ州での活動は 2014 年 3 月に終了し、GIS 機材は 2014 年 3

月 28 日付で北スラウェシ州 BPBD に供与された。 

4-3 効率性 

プロジェクトの効率性は高い。 

1) プロジェクトは、計画が大きく影響を受けるような障害（PDM に記載の外部条件など）に

遭遇することなく、概ねスケジュールどおり効率的に実施された。2014 年 4 月の合同調整

委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）で、第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州

ではハザード・リスクマップ、RDMP、CBDRM に活動を集中させるとともに、これら成果

の全国展開を新たに活動に加えることが合意された。こうした PDM の変更に伴い派遣専門

家も調整され、供与資機材も含めたプロジェクト投入要素の管理は適切であった。 

2) プロジェクト事務所を対象地域の州 BPBD 事務所（北スラウェシ州マナド市、西ヌサトゥ

ンガラ州マタラム市）内に置いたこと、また通訳・翻訳を含む連絡調整を行うローカルコ

ンサルタント及びスタッフの貢献もあり、日本側プロジェクトチームとインドネシア側カ

ウンターパートとのコミュニケーションは良好であった。JCC もこれまで 4 回開催されて

いる。日本側プロジェクトチームはジャカルタの BNPB を適宜訪問して報告と協議を行っ

ており、BNPB のプロジェクト・マネジャーにもプロジェクトの進捗はよく伝えられている。

3) 本邦研修（2012 年 9 月及び 2014 年 8 月）は、カウンターパートの意識啓発に特に効果的で

あった。本邦研修の参加者からは、災害応急対応だけでなくその準備や災害予防の重要性

について初めて目を開かされた、防災について市民・住民グループがいかに独自に活動で

きるかを認識した等、多くの肯定的な意見が聞かれた。 

4-4 インパクト 

プロジェクトの現時点でのインパクトは中程度である。 

1) プロジェクトに期待される最も重要な正のインパクトは、プロジェクトの成果に基づく上位

目標（対象地域以外の州・県市 BPBD の災害管理能力の強化）に向けた取り組みの進展で

あるが、これについては終了時評価の時点では記載すべものはまだ観察されなかった。これ

までのところ、プロジェクトは対象地域（北スラウェシ州、西ヌサトゥンガラ州）内では順

調に成果を出しつつあるが、対象地域を超えたインパクトはまだ発現していない。 

2) 成果 5（全国展開活動）がプロジェクト目標と上位目標の間のギャップを埋めるために中間

レビュー後に追加された。BNPB はプロジェクトのガイドライン等の成果品を高く評価して

おり、それらが最終化・承認された後は他州にも普及させることを約束している。BNPB の

こうしたコミットメントを踏まえて成果 5 の活動を今後進めていくことにより、将来的にイ

ンパクトが発現してくることが期待される。さらに、プロジェクトは BNPB の取り組み（全

県市での地域防災計画の策定、災害に強いコミュニティづくりプログラム等）と並行・補完

しながら動いていることから、将来的には多くのインパクトが出てくることが期待される。
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4-5 持続性 

持続可能性は、前提条件はあるものの、総じて高いと見込まれる。 

1) 終了時評価調査の期間中にインタビューした BPBD（北スラウェシ州、ビトゥン市、トモホ

ン市、マナド市、西ヌサトゥンガラ州、中部ロンボク県、東ロンボク県、マタラム市）に

ついては、プロジェクト成果の持続可能性は高いと判断される。プロジェクトを通して、

これら BPBD の災害対応能力は、個人・組織のレベル、さらには関係機関とも連携して自

治体の体制レベルで強化された。しかしこうした見込みは各 BPBD のキャパシティにより

異なる。さらに持続可能性の見込みは、特に組織の長のリーダーシップや意図によって大

きく影響を受けるものであり、そのリスクを管理するのは困難なことから、前提条件とし

て記載されておくべきである。 

2) 制度的観点：国内・国際的な政策環境は、防災への取り組みとプロジェクト活動・成果を

推し進めていくのに適したものとなっている。2015 年 3 月の第 3 回国連防災世界会議では、

インドネシア副大統領が、インドネシアは災害予防、軽減および準備に投資してきており、

いまやそれが優先事項の一つとなっているとの発言があった。中期国家開発計画

（2015-2019）では、防災は公共投資として優先事項に挙げられている。中期国家開発計画

（2015-2019）に合わせて現在改定中の国家防災計画（2015-2019）は、現存する災害リスク

の削減、新たな災害リスクの防止等について具体的な目標が掲げられることとなっている。

このように、国家防災庁長官令、関連する内務省令の発出を含め、インドネシア国内の防

災に関する法制は近年整備が進んでいる。また、国レベルと州・県市レベルの防災にかか

る連絡調整確保については、BNPB と BPBD は年 3 回定期的な会合を開催し、また州 BPBD

と県市 BPBD についても、州 BPBD で年 2 回技術調整会合が開催されている。こうした体

制を通じて BNPB と BPBD 間のコミュニケーション・調整が図られている。 

3) 技術的観点：地域防災計画については、プロジェクトの中で BPBD カウンターパート自身

が作成していることから、今後も維持・更新されていく可能性は高い。自主的な防災訓練

の実施、災害発生時の円滑な応急対応、地域防災計画に係る予算確保など、今後の持続性

を示唆する活動も行われている。GIS データ処理によるハザードマップ作成はプロジェクト

が契約した GIS 技術者が行ってきたため、それが今後どのようにして州 BPBD 職員に引き

継がれ実施されていくか、中間レビュー時から懸念の一つであった。2014 年 3 月に北スラ

ウェシ州 BPBD に正式に移管された GIS コーナーについては、州 BPBD により職員の配置

や予算措置が行われている。また、地方開発企画庁（Badan Perencanaan Pembangunan 

Daerah：BAPPEDA）や PU など幾つかの機関は BPBD よりも GIS データ処理の技術レベル

は高いと想定され、今後のハザード・リスクマップの作成・更新の協働に向けて、州 BPBD

はこれらの機関と収集データ・情報を共有していくことも検討していく必要がある。 

4) 人材的観点：プロジェクトを通して、BPBD カウンターパートの災害管理能力は顕著に向上

した。BPBD 職員の異動は頻繁にあることから、カウンターパートであった職員がプロジェ

クト終了後も継続して関わっていくことは期待できない。しかし、BPBD の職務・業務の明

確化、防災に関する職員の総体的な意識向上、地域防災計画など基本文書の充実は、人材

的な観点からの持続性の向上に貢献するものである。 

5) 予算的観点：財政的な観点からは、法律 2014 年第 23 号及び内務省令 2014 年第 27 号など、
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内務省による県市 BPBD のための制度が整いつつあり、見通しは明るい。各自治体ごとに

財政の制約はあるものの、ビトゥン市 BPBD のように地域防災計画の策定を効果的に予算

確保につなげていく例も、今後は増えていくものと期待できる。 

4-6 プロジェクトの効果発現を促進・阻害した主な要因 

1) 促進要因 

プロジェクトチームのローカルコンサルタントの貢献は著しい。ジャカルタの BNPB と連携

しつつ北スラウェシ州の全 15 県市、西ヌサトゥンガラ州の全 10 県市の BPBD と協働するには、

連絡調整、協議、フォローアップ等多大な労力が必要である。2 州内の全県市 BPBD を対象と

したことで、カウンターパートの総数は 400 名に近く、ローカルコンサルタントの努力がなけ

れば、プロジェクトの実施は困難であった。 

2) 阻害要因 

カウンターパートの頻繁な異動は、プロジェクト実施に大きな影響を与えることはなかった

が、阻害要因として広く言及があった。プロジェクト・ダイレクターは BNPB 災害予防準備局

次官の異動にともない 2 度交代（2013 年 8 月、2014 年 10 月）した。特に第 1 対象地域（北ス

ラウェシ州）の BPBD 長については多くの異動があり、後任者への活動説明やプロジェクトに

対する継続的な関与などに追加的な努力が払われた。 

5. 評価調査結果の要約 

5-1 結論 

プロジェクトは、法律 2007 年第 24 号、国家中期開発計画（2015-2019）、既存の国家防災庁

長官令、これまでの国家防災計画（2010-2014）を始めとする防災関連政策と整合しており、そ

の妥当性は高い。プロジェクトは着実に成果を出しつつあり、現在の活動を計画どおり実施し

ていくことで 2015 年 11 月の協力期間終了時までにプロジェクト目標を達成する見込みが高い

ことから、その有効性は高いと判断される。プロジェクトはその実施を大きく阻害するような

特段の障害に遭遇することなく概して円滑に実施されてきており、その効率性は高い。プロジ

ェクトのインパクトは現時点ではまだ中程度であり、プロジェクトの成果に基づく上位目標達

成に向けた取り組みの効果はまだ見られないものの、成果の全国展開に向けた活動は進行中で

あり、上位目標に向けた BNPB のコミットメントも表明されている。プロジェクトの成果・効

果の持続可能性の見込みについては、BNBP と内務省は防災活動の地域レベルでの定着に努力

しており、前提条件はあるが対象地域の州・県市 BPBD レベルでは概して高いと判断される。

5-2 提言 

1) 全てのプロジェクト活動の完了 

プロジェクトは現行のどおり活動を進めつつ、次の事項に留意して予定どおり 2015 年 11 月

までにプロジェクト活動を完了する。 

・ 2015 年 9 月に西ヌサトゥンガラ州で予定されているラップアップ・ワークショップは、西

ヌサトゥンガラ州だけでなく北スラウェシ州も含む BNPB と州・県市 BPBD でプロジェク

トの経験・知識が共有されるよう効果的に計画されること。（例えば、関係機関とメディア

への広報・情報発信のために、噴火 200 周年となるスンバワ島タンボラ火山を開催場所の

一つのオプションとして考慮すること。） 

・ プロジェクトで作成した技術ガイドラインについては、対象地域外の県市 BPBD の能力強
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化のための普及・活用に向けて、関連する国家防災庁長官令との関係を踏まえた BNPB に

よる正式な承認が行われること。 

・ 2015 年 10 月の BNPB 年次総会は成果 5 に係る活動のための良い機会である。技術ガイド

ラインの配布と合わせた研修セミナーの実施、対象県市 BPBD の優良事例の共有、内務省

令に基づく防災活動・予算に関する講義などの活動が検討されること。 

2) 県市の地方防災計画の普及・実行 

地方防災計画の実行については、幾つかの BPBD の優良事例を参考にして、例えば次の活動

を州・県市 BPBD において進めていくこと。 

・ 地方議会、市長・県知事、保健や公共事業に関する地方行政機関、インドネシア国軍、警

察、NGO 等の協力機関と、地方防災計画の実行に向けたコミュニケーションを向上させる。

・ 関係する内務省令を踏まえて、関係機関と連絡をとりつつ地方防災計画の実行のための予

算の確保に努める。 

・ 災害リスク評価を受けたハザード・リスクマップの作成・更新に向けて、GIS 技術を持っ

ている機関（地方開発企画庁、公共事業省、気象・気候・地球物理庁、大学など）との連

携を図る。 

3) 上位目標の達成にむけた BNBP との協議 

上位目標に向けた今後の道筋については、成果 5 の活動に加えて BNPB との協議が求められ

る。BNPB カウンターパートは業務多忙のため、プロジェクトに対する関与は当初想定よりも

限定的であった。しかし、プロジェクトの残り期間で上位目標への道筋について BNPB と合意

しておくことは、プロジェクト成果の持続可能性の観点からも重要である。技術ガイドライン

やハザードマップ作成手法の活用は、BNPB や BPBD の防災能力強化のために必須であり、そ

れは長期的な視点と多面的なアプローチがなくては維持できないものである。 

・ 技術ガイドラインについては、Ina-DRTG における研修モジュールの一部での活用も検討す

ること。 

・ BNPB は、BPBD が地域防災計画を地方開発計画に反映させていくことを支援する。また、

BNPB は内務省と連絡をとり、BPBD が防災のための予算を措置することを支援する。 

・ SOP 策定技術ガイドライン等についても、対象地域以外の活用が可能である。同様の事態

を想定しての防災訓練が、関係するステークホルダーを巻き込んで実施されること。 

・ 災害に強いコミュニティについては、弱者・女性の視点がコミュニティ防災と防災訓練に

おいて一層取り入れられること（2015 年 4 月 18 日に西ヌサトゥンガラ州中部ロンボク県

クタ村でプロジェクトが実施した防災訓練には、多数の女性・子供の村民が参加した）。 

・ コミュニティ開発関連組織と民間企業を含む全ての地方ステークホルダーの関与を進める

こと。 

・ 国家中期開発計画に示されているとおり、中期開発の期間において、災害リスクの大幅削

減のための評価ツールの一つとして、リスク削減インデックスが活用されるべきである。

5-3 教訓 

1) 本邦研修は極めて有用であったとの発言が広く参加者から聞かれた。参加者の中には日本

の取り組みに非常に触発されて、帰国後、州・県市で防災活動の推進にリーダーシップを

発揮するカウンターパートも少なくなかった。防災分野の技術協力においては、第 3 国研
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修よりも本邦研修の比較優位が大きいと思われる。 

2) 第 1 対象地域（北スラウェシ州）のカウンターパートが第 2 対象地域（西ヌサトゥンガラ

州）での活動に積極的に参加し、自らのプロジェクトでの経験を踏まえて西ヌサトゥンガ

ラ州で指導を実施し、自治体間での横の経験共有につながった。プロジェクト・デザイン

の段階で、先行する対象地域のカウンターパートについては、その経験を踏まえてリソー

スとして活用することを検討しておく必要がある。 

3) 本プロジェクトでは、BPBD カウンターパートの努力に特記すべきものが多かった。地方に

おけるパイロット活動をプロジェクトに組み込む際に、地方のイニシアティブやオーナー

シップのサポート、また地方の優良事例を全国レベルで展開する仕組み等を、仮説として

でも事前に検討しておくことは有効となる。 

4) 中央と地方で防災を担当する行政機関の関係が、インドネシアのように中央政府機関

（BNPB）と地方自治体（BPBD）、フィリピンのように中央政府機関（Office of Civil Defence：

市民防衛局）とその地方出先機関の場合、の 2 とおりがある。防災行政機関の能力強化に

おいては、事前にこの点を確認し、中央と地方をどのようにつなげていくのか、プロジェ

クト・デザインに反映させることが望まれる。 
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第１章 合同終了時評価調査の概要 

１－１ 背景 

インドネシアの特徴の一つは島礁国という点であり、その領土の大部分は海洋である。海洋は、

インドネシアに海洋国家としてのアイデンティティを与える一方で、島嶼間のコミュニケーショ

ンや調整、国としての統一性等などの課題も課している。インドネシアにとって海洋は戦略的、

経済的、文化的な資源であるが、その管理には大きな困難が伴う1。災害を受けやすい開発途上国

のなかでも、特に後発国、小島嶼国、内陸国等については、各々の災害対応・復興能力を超えて

発生する災害への脆弱性やリスクの高さを考慮し、特別の注意が向けられる。同様の配慮と適切

な支援が、島礁国や広大な海岸線を持つ等のその他の災害を受けやすい国々にも広げられるべき

である2。インドネシアは島礁国としての特徴から、多くの自然災害と高いリスクを有しており、

地方政府レベルで災害リスクを管理し、防災政策・計画に取り組んでいくことが重要である。 

インドネシア共和国は、人口約 2.27 億人、国土面積約 190 万 km2、1 人当たり GNI 2,010 US$（2008

年時点）で、18,000 を越える島々からなる。国土のほとんどは乾季と雨季に分かれ、乾季には旱

魃被害や森林・林野火災、雨季にはスコールや大雨による浸水や洪水被害が頻発する。さらに、

太平洋プレート、ユーラシアプレート、オーストラリアプレート、フィリピン海プレートの境界

上にあり、地震や火山噴火、地震による津波被害など自然災害の常襲国である。近年では、2004

年 12 月のスマトラ沖地震・津波（死者 165,708 人、被害額約 44.5 億 US$）及び 2006 年 5 月に発

生したジャワ島中部地震災害（死者 5,778 人、被害額約 31 億 US$）などにより甚大な被害を受け

た。 

インドネシア国政府は、近年の災害を契機に 2007 年に防災法 24 号の制定、2008 年の国家防災

庁設立等を行うことで防災体制の強化に取組んでいる。これらの体制強化は、2005 年に設置され

た「日本・インドネシア防災に関する共同委員会」が取り纏めた提言を踏まえたもので、インド

ネシア国政府は、我が国に国・地域レベルの総合防災計画策定と自然災害管理能力強化のための

協力を要請し、これを受けて、JICA は 2007 年 3 月から 2009 年 3 月まで「インドネシア国自然災

害管理計画調査（開発調査）」を実施した。同開発調査では、国と地域（パイロット地域 3 箇所）

の両レベルにおける防災計画（案）の策定、地域におけるハザードマップ・リスクマップの策定、

さらに国と地域の両レベルの防災関連機関及びコミュニティの災害対応能力強化を支援し、国及

び地域における防災体制を整備した。 

しかしながら、設立されて間もない国家防災庁は組織体制、予算、技術やノウハウ等が不足し

ており、地方防災局設立や地域防災計画（Regional Disaster Management Plan：RDMP）策定（ハ

ザードマップ、リスクマップの作成、災害情報の蓄積・管理・活用など含む）等を地方自治体に

対して十分に指導・支援することが困難な状況にある。また、災害が多発するインドネシア国の

防災対応能力を強化するためには、新設された国家防災庁の能力向上が喫緊の課題となっている

ことから、本プロジェクトの要請があったものである。一方、我が国は円借款による洪水対策等

                                                        
1 Indonesia beyond the Water’s Edge. Managing an Archipelagic State. Robert Cribb and Michele Ford. ISEAS. 2009. 
2 Sendai Framework for Disaster Risk Reduction 2015-2030. UN Document on SFDRR-A/CONF.224/CRP.1. 2015 
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ハードの支援を行ってきており、本プロジェクトは今後実施予定の円借款プロジェクトを含め、

これらのハード面の支援の成果との相乗効果も期待しうる。 

これらの状況を踏まえ、本プロジェクトの協力内容に関し国家防災庁と基本的に合意し、2011

年 7 月 11 日に討議議事録（Record of Discussions：R/D）の署名交換を行った。プロジェクトは、

北スラウェシ州地方防災局（Badan Penanggulangan Bencana Daerah：BPBD）と、その中の県・市

BPBD をカウンターパートとし、これら機関の防災能力向上を目的として 2011 年 11 月に開始さ

れた。プロジェクトの中間地点となった 2013 年 8 月には中間レビューが実施された。また、プロ

ジェクト終了予定（2015 年 11 月）の 6 カ月前の 2015 年 4 月に、JICA とインドネシア側の双方

で合同終了時評価調査を実施することとなった。 

１－２ 調査の目的 

終了時評価調査の目的は次のとおりである。 

1) 「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版」に基づき、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率

性、インパクト、持続性）の観点から、プロジェクトが順調に成果達成に向けて実施され

ているかを評価する。 

2) 中間レビュー以降の活動と中間レビューにおいて指摘された検討事項に対する進捗を確認

する。 

3) プロジェクトの残り期間における成果達成及びプロジェクト終了後の成果の活用・持続性

にかかる提言を取りまとめる。 

4) 上記の評価結果及び提言を取りまとめ、先方実施機関と協議の上、合意形成を図り、ミニ

ッツにより確認する。 

１－３ プロジェクトの概要 

プロジェクトの R/D は 2011 年 7 月 11 日に署名された。2014 年 4 月 3 日の第 4 回合同調整委員

会（Joint Coordinating Committee：JCC）で承認されたプロジェクト・デザイン・マトリクス（Project 

Design Matrix：PDM）ver.2 に基づくプロジェクトの概要は次のとおり。（添付 1） 

  (1) プロジェクト期間 

2011 年 11 月～2015 年 11 月（4 年間）  

  (2) 対象地域 

ジャカルタ市及びパイロットエリア（北スラウェシ州、西ヌサトゥンガラ州） 

（対象県市数は、北スラウェシ州はマナド市を含む 15 県市、西ヌサトゥンガラ州はマタラム

市を含む 10 県市） 

  (3) 対象グループ 

国家防災庁（Badan Nasional Penanggulangan Bencana：BNPB）、2 州（北スラウェシ州、西

ヌサトゥンガラ州）の BPBD および対象地域（パイロット州）内の県市 BPBD 

  (4) 上位目標 

パイロット対象地域以外の州および県・市に BPBD が設置され、本プロジェクトで作成された
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資料と手法を用いて災害対応能力が強化される。 

  (5) プロジェクト目標 

BNPB、パイロットプロジェクト対象州 BPBD、同対象地域内の県・市 BPBD の災害対応能力

が向上する。 

  (6) 成果 

1. 対象地域の県・市地方防災局の災害リスク管理の基礎となる災害に関するデータ・情

報の収集能力・蓄積精度が向上する。 

2. 対象地域の県・市のハザード・リスクマップ作成能力が向上する。 

3. 対象地域の県・市の地域防災計画策定能力が向上する。 

4. 対象地域の県・市の防災訓練実施能力が向上する。 

5. 全国展開活動が実施される。 

１－４ 調査団の構成 

終了時評価調査は次の団員により実施された。 

  (1) インドネシア側 

名前 担当 所属 

Dr. Raditya Jati 評価 国家防災庁（BNPB） 

  (2) 日本側 

名前 担当 所属 

大槻 英治 総括 JICA 地球環境部参事役 

新屋 孝文 防災政策 JICA 総合防災行政専門家（BNPB） 

伊良部 秀輔 コミュニティ防災 JICA 地球環境部防災第二チーム 

秋山 慎太郎 調査企画 JICA 地球環境部防災第二チーム 

奥田 浩之 評価分析 合同会社適材適所 

 

１－５ 調査日程 

終了時評価調査の日程は添付のとおり。（添付 3） 

１－６ 調査の手法  

終了時評価調査は、インドネシア国から選出された評価メンバーと日本からの調査団と合同で

実施する。JCC において関係者間で評価結果を共有し、合意を得て、最終的には評価結果を合同

評価報告書として取りまとめ、インドネシア国側代表との間で署名・合意する。評価実施の際の

基礎ツールとなるのは、本プロジェクト R/D 中のマスタープランに沿ってプロジェクト目標、成

果、指標などが要約された PDM（2014 年の JCC で承認された最新版のもの）である。調査事項

は次のとおり。 

1) プロジェクトの実績（プロジェクト目標、アウトプットの達成度、投入実績等）や実施の
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プロセスを含むプロジェクト情報を整理し、実施状況の把握・分析を行う。 

2) 評価調査に必要な評価設問を検討し、評価 5 項目ごとに具体的な評価設問を設定し、評価

デザインとして評価グリッド（添付 12）を使用して評価する。 

3) 質問票に対する回答、現地調査（プロジェクトサイト視察、関係者へのインタビュー等）

を行い、評価グリッドに基づき、各分野の評価・分析とともにプロジェクトの総合的な評

価を行い、合同評価報告書案を作成する。 

4) 中間レビューでの提言に係る取組状況を確認する。 

5) プロジェクト合同調整委員会の場において、合同評価結果を報告し合意事項を協議議事録

（Minutes of Meetings：M/M）に取りまとめ署名する。 

6) その他の事項として、昨年 11 月の大統領交代後の基本政策、実施体制等について確認を行

う。 

7) 「防災行政機関の能力向上」を目的とした事業として、教訓を整理の上、取りまとめる。 
 

JICA のプロジェクト評価では、評価における価値判断の基準として「評価 5 項目」が採用され

ている。評価 5 項目は、1991 年に経済協力開発機構開発援助委員会（Organization for Economic 

Co-operation and Development - Development Assistance Committee：OECD-DAC）で提唱された開発

援助の評価基準であり、次の 5 項目からなる。 

項目 評価の主な視点 

妥当性 相手国やターゲットグループの政策・方針、優先度やニーズと、プロジェクトの目標・上

位目標との整合性の度合い。 

有効性 プロジェクト目標の達成度合いを測り、活動・成果・目標の関係など、プロジェクトが有

効に組み立てられていたかどうかを検証。 

効率性 プロジェクトが期待する成果（アウトプット）を達成するために効果的に資源（インプッ

ト）を使っているかどうかをみる。 

インパクト 上位目標への進捗度合のほか、プロジェクトによって意図的または意図せずに生じる正・

負の変化を評価する。環境・貧困削減・ジェンダー等の開発指標にもたらす影響を含む。

持続性 プロジェクトによる支援が終了しても成果・便益が継続するかどうかについて、制度、技

術、人材、財政の各視点からの見込み。 
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第２章 プロジェクトの進捗 

２－１ 投入実績 

（日本側） 

 ２－１－１ 専門家の派遣 

プロジェクトは 2011 年 11 月の 7 名の短期専門家（総括/総合防災、副総括/地域防災計画、

防災体制・組織・制度、応急対応計画、災害対策、キャパシティ・デベロップメント、業務調

整/コミュニティ防災支援）の派遣により開始された。それ以降 2015 年 4 月までの間で、計 18

名の短期専門家が派遣されている（3,126 日間）。また、プロジェクトはこれまで、北スラウェ

シ州と西ヌサトゥンガラ州で計 18 名のローカルスタッフ（4 つの成果を担当する 4 名のローカ

ルコンサルタント、アシスタント、通訳/翻訳、GIS 作業者、運転手）を現地契約雇用している。

（添付 5） 

 ２－１－２ 資機材供与 

日本側から提供された資機材は、プリンターや PC といったオフィス機器のほか、衛星画像

や標高データ、GIS ソフトウェア、プロッター等で、これらは北スラウェシ州 BPBD の GIS コ

ーナーおよびプロジェクト事務所で使用された後、2014 年 3 月に北スラウェシ州 BPBD に供与

された。同様の資機材が、西ヌサトゥンガラ州 BPBD に設置され、現在プロジェクト活動に使

用されている。(添付 6) 

 ２－１－３ 本邦研修 

本邦研修は次のとおり 2 回実施された。（添付 7） 

期間 参加者の内訳 主な訪問先  

2012 年 

8 月 25 日～9 月 8 日 

（19 名）BNPB より 2 名、北スラウェシ州

BPBD より 2 名、北スラウェシ州の県・市

BPBD より 15 名 

国土交通省東北地方整備局、石巻

市、墨田区、気象庁など 

2014 年 

8 月 16 日～8 月 30 日 

（20 名）BNPB より 5 名、西ヌサトゥンガラ

州 BPBD より 3 名、西ヌサトゥンガラ州の

県・市 BPBD より 10 名、北スラウェシ州 BPBD

より 1 名、北スラウェシ州の市 BPBD より 1

名 

桜島火山活動研究センター、鹿児

島県、国土交通省九州地方整備

局、石巻市、気象庁など 

 

 ２－１－４ 現地活動費 

日本側はプロジェクト活動実施のための活動費の一部を負担している。2011 年 7 月から 2015

年 3 月までの現地活動費の合計は約 6,430 万円で、その内訳は一般業務費、資機材等購入費、

カウンターパート研修費となっている。（添付 9） 
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（インドネシア側） 

 ２－１－５ カウンターパートの配置 

署名された R/D では、BNPB 災害予防準備局次官がプロジェクト・ダイレクター、BNPB 災

害リスク軽減部長がプロジェクト・マネジャーとなっている。 

実際のプロジェクト実施においては、BNPB から 5 つの成果に対応して 4 名のプロジェクト・

マネジャー（災害リスク軽減部長、災害準備部長、データ情報センター長、コミュニティ強化

部長）が任命されている。 

成果 BNPB でのプロジェクト・マネジャー 

成果 1 災害データ・情報 データ情報センター長 

成果 2 ハザード・リスクマップ 災害リスク軽減部長、データ情報センター長 

成果 3-1 地域防災計画および活動計画 災害リスク軽減部長 

成果 3-2 応急対応手順書（Standard Operation Procedure：

SOP）及び緊急時対応計画 
災害準備部長 

成果 4-1 防災訓練の実施 災害準備部長 

成果 4-2 コミュニティ防災活動 コミュニティ強化部長 

成果 5 全国展開活動 災害リスク軽減部長 

 

州レベルでは、北スラウェシ州 BPBD 長が州チーム・ダイレクターとなった。県・市レベル

では、北スラウェシ州内の全 15 県市の BPBD 長が、各県市内での活動を推進するためのチー

ム・ダイレクターであった。現在活動を実施している第 2 対象地域の西ヌサトゥンガラ州にお

いても、同様の実施体制であり、西スラウェシ州 BPBD 長および州内全 10 県市の BPBD 長が

チーム・ダイレクター、その下の職員がカウンターパートとなっている。（添付 8） 

 ２－１－６ カウンターパート予算 

プロジェクト実施に使われたカウンターパート予算（BNPB 及び BPBD）は、これらの経費

支出が別途に記録されていたわけではないため、終了時評価調査中には明確に出来なかった。

（添付 9） 

 ２－１－７ プロジェクトのための設備・施設  

プロジェクト事務所スペースは、2012 年 10 月から 2014 年 3 月までの期間は北スラウェシ州

BPBD が、2014 年 6 月以降は西ヌサトゥンガラ州 BPBD が提供しており、そこで日本人専門家、

ローカルコンサルタント、ローカルスタッフから成るプロジェクトチームが業務にあたってい

る。 

２－２ 各成果の達成状況 

プロジェクトの進捗とこれまでの実績については、詳細は成果グリッド（添付 10）に記録・整

理した。2014 年 4 月の第 4 回 JCC で、第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州ではプロジェクト

活動を成果 2、3-1、4-2 に集中させることが合意された。それに従って PDM が ver.2 として改訂
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されている。 

成果 
北スラウェシ州 

2012 年 10 月-2014 年 3 月 

西ヌサトゥンガラ州 

2014 年 6 月 – 現在 

成果 1 災害データ・情報 ○ 実施せず 

成果 2 ハザード・リスクマップ ○ ○ 

成果 3-1 地域防災計画および活動計画 ○ ○ 

成果 3-2 SOP 及び緊急時対応計画 ○ 実施せず 

成果 4-1 防災訓練の実施 ○ 実施せず 

成果 4-2 コミュニティ防災活動 ○ ○ 

成果 5 全国展開活動 中間レビュー後に新たに追加され、主にジャカルタで実施 

 

第 1 対象地域である北スラウェシ州では、州 BPBD と 15 県市 BPBD が活動の対象グループ（カ

ウンターパート）である。第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州では、州 BPBD と 10 県市 BPBD

が活動（成果 2、3-1、4-2）の対象グループ（カウンターパート）である。  

レベル 北スラウェシ州（Sulawesi Utara：SULUT） 西ヌサトゥンガラ州（Nusa Tenggara Barat：NTB）

州 1 州 BPBD 1 州 BPBD 

県・市 4 市 BPBD 
Manado、Tomohon、Bitung、Kotamobagu 

11 県 BPBD 
Bolaang Mongondow、北 Bolaang 
Mongondow、 
南 Bolaang Mongondow、東 Bolaang 
Mondondow、Minahasa、北 Minahasa、南

Minahasa、 
南東 Minahasa、Kepulauan Sitaro、Kepulauan 
Sangihe、Kepulauan Talaud 

2 市 BPBD 
Mataram, Bima 

8 県 BPBD 
北 Lombok、西 Lombok 、中部 Lombok、 
東 Lombok、Bima、Dompu、Sumbawa、西 Sumbawa

 

 ２－２－１ 成果 1：災害データ・情報（SULUT） 

・ 国家防災庁長官令 2011 年第 8 号（災害データの標準化）を踏まえて、災害データを収集

し共有するための 5 種類の独自フォーマットが、州や県市 BPBD 職員とのワークショッ

プを踏まえて作成された。2013 年 2 月にマナド市で発生した洪水時にローカルコンサル

タントがフォーマットを試験的に使用し、災害情報・データの収集に関する適切性と有用

性を検証し、これを踏まえてフォーマットが改善された。 

・ 上述の 5 つのフォーマットを含む県・市災害データ・情報収集・蓄積技術ガイドラインが

2013 年 9 月に作成された。 

 ２－２－２ 成果 2：ハザード・リスクマップ（SULUT、NTB） 

・ 国家防災庁長官令 2012 年第 2 号に提示されている災害リスクアセスメントに対する多面

的アプローチ（ハザード、脆弱性、キャパシティ）に従い、2014 年 3 月までに北スラウ

ェシ州の 15 県市で 9 災害（洪水、鉄砲水、地すべり、強風、干ばつ、森林火災、地震、

津波、火山）に関するハザードマップ、脆弱性マップ、リスクマップが作成された。各県

市 BPBD のカウンターパートは、過去の災害実績情報の収集と地形図への災害履歴の書き
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込み（ハザードマップ）、基礎統計データの収集・蓄積（脆弱性マップ）等を担当した。

一方 GIS プロセスについては、州 BPBD に「GIS コーナー」を設け、主にプロジェクトが

各県市から収集されたデータ・情報を一元的に集約してデジタル化、マップ化の作業を行

った。GIS 資機材は、2014 年 3 月 28 日付けで北スラウェシ州 BPBD に贈与された。 

・ 上述のハザード・リスクマップの作成と並行して、県・市ハザードマップ作成技術ガイド

ライン（Ver.2）が 2013 年 9 月までに最終化された。 

・ 現在、第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州の 10 県市で、ハザード・リスクマップの

作成に向けて同様の活動が進められている。マップ作成の基礎データとなる各種 GIS デー

タや統計データの収集・整理が進み、西ヌサトゥンガラ州 BPBD に設置された「GIS コー

ナー」で、ハザードマップ、脆弱性マップ、リスクマップ等の作成はほぼ終了した。災害

管理キャパシティ評価については、プロジェクトが再委託したローカル NGO により、2014

年 9 月までに全 10 県市でフォーカス・グループ・ディスカッション（Focus Group 

Discussion：FGD）が実施された。各県市ごとの災害リスク評価マトリックスはカウンタ

ーパートが作成し、各県市の地域防災計画に添付される予定である。 

 ２－２－３ 成果 3-1：地域防災計画および活動計画（SULUT、NTB） 

・ 国家防災庁長官令 2008 年第 4 号に基づき、北スラウェシ州の対象 14 県市で RDMP（地

域防災計画）が策定され、2014 年 11 月までにその全てが BPBD 長の署名により法制化さ

れた。その策定にあたっては、プロジェクトが一連のワークショップのなかで、分割した

作成過程にそって RDMP 策定技術ガイドライン案、RDMP 雛形案を用いながら各県市カ

ウンターパートに説明し、次回ワークショップまでにカウンターパート自身が段階的に

RDMP を書き進めていく方法がとられた（2012 年 10 月のキックオフ・ワークショップか

ら 2014 年 3 月のラップアップ・ワークショップまで、計 7 回実施）。 

北スラウェシ州の県市 策定状況 
署名（法制化） 

BPBD 長 県知事・市長 
1 Manado 市 済(RDMP 雛形として作成) 2014 年 8 月 ○ 
2 Tomohon 市 済 2014 年 10 月  
3 Bitung 市 済 2014 年 2 月 ○ 
4 Kotamobagu 市 済 2014 年 3 月  
5 Minahasa 県 国家防災庁長官令 2008 年第 4 号に基づく BNPB プロジェクトで作成 
6 北 Minahasa 県 済 2014 年 3 月 ○ 
7 南 Minahasa 県 済 2014 年 10 月  
8 南東 Minahasa 県 済 2014 年 8 月 ○ 
9 Bolaang Mongondow 県 済 2014 年 10 月  
10 北 Bolaang Mongondow 県 済 2014 年 10 月 ○ 
11 南 Bolaang Mongondow 県 済 2014 年 11 月 ○ 
12 東 Bolaang Mongondow 県 済 2014 年 10 月 ○ 
13 Talaud 県（島嶼県） 済 2014 年 3 月  
14 Sangihe 県（島嶼県） 済 2014 年 11 月 ○ 
15 Sitaro 県（島嶼県） 済 2014 年 3 月 ○ 

 

・ BPBD カウンターパート自身の作業による RDMP の作成と並行して、県・市地域防災計

画策定技術ガイドライン（Ver. 1.5）が 2014 年 8 月までに最終化された。 
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・ 現在、第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州の 10 県市で、RDMP の作成に向けて同様

の活動が進められている。2014 年 4 月 16 日には 8 県市 BPBD が参加して第 4 回ワークシ

ョップが開催され、2015 年 9 月には最終回となるラップアップ・ワークショップが予定

されている。 

 ２－２－４ 成果 3-2：SOP（応急対応手順書）及び緊急時対応策（SULUT） 

・ SOP 策定技術ガイドラインの素案が 2012 年 5 月までに作成され、それに基づき一連のワ

ークショップが州及び県市カウンターパートに対して実際された。その中で、カランゲタ

ン火山の噴火を対象にしたシタロ県 SOP が作成された。またトモホン市にはプロジェク

ト開始前に既に SOP が存在していたが、プロジェクトの中でそれを 2014 年 9 月に改訂し

た。SOP 策定技術ガイドラインは、2014 年 3 月に最終化された。  

 ２－２－５ 成果 4-1：防災訓練の実施（SULUT） 

・ 第 1 対象地域である北スラウェシ州において、計 15 回の防災訓練〔災害図上訓練（Disaster 

Imagination Game：DIG）1 回、図上訓練（Table Top Exercise：TTX）13 回、指揮所訓練

（Command Post Exercise：CPX）1 回〕が実施された。こうした活動を踏まえ、県・市防

災訓練実施技術ガイドラインが 2014 年 3 月に最終化された。 

 活動 日付 内容 

1) DIG 2012 年 10 月 10 日、マナド市 成果 3 も合わせたキックオフ・ワークショップで DIG を

実施。 

2) TTX 2012 年 10 月 18 日 - 12 月 6 日、

13 の各県市 

プロジェクトチームが 13 県市を訪問して TTX を実施。

3) CPX 2013 年 9 月 18 日、マナド市 

（シタロ県でも並行して実施）

BNPB、州 BPBD、マナド市、ビトゥン市、シタロ県の BPBD

が参加し CPX を実施。 

 

 ２－２－６ 成果 4-2：コミュニティ防災活動（SULUT、NTB） 

・ コミュニティ防災活動（Community-Based Disaster Risk Management：CBDRM）について

は、第 1 対象地域である北スラウェシ州ではコタモバク市モヤグ村、シタロ県ベバリ村の

2 村をパイロット村落として、防災啓発ワークショップ、村落防災計画・ハザードマップ

の作成などの活動が実施された。これらの活動は、2012 年より国家防災庁が推進してい

る「災害に強いコミュニティプログラム」の内容も踏まえたものである。2014 年 3 月の

第 1 対象地域での活動終了に伴い、これら 2 つのパイロット村落の村落防災計画およびコ

ミュニティハザードマップを含む「災害に強いコミュニティプロジェクト」実践例のとり

まとめ～優良事例として～（Ver 1.0）が纏められた。 

・ 第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州では、現在 1 つのパイロット村落（中部ロンボク

県クタ村）で、同様のコミュニティ防災活動が進められている。2014 年 6 月 19～20 日の

キックオフ及び導入ワークショップに続いて、コミュニティリーダー研修、4 回のコミュ

ニティワークショップが実施された。これらを踏まえて、2015 年 4 月 18 日には、クタ村
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で津波を想定した防災訓練が実施され、子供・女性を含む多数の村民、BPBD 職員（西ヌ

サトゥンガラ州 BPBD、中部ロンボク県 BPBD、9 県市 BPBD から成果 4-2 の担当カウン

ターパート）、インドネシア国軍やインドネシア赤十字等の関係団体が参加した。 

 ２－２－７ 成果 5：全国展開活動 

・ RDMP 策定技術ガイドラインの全国展開については、これまで次の 3 活動が実施された。 

1) 西スマトラ州パダンで実施された大規模防災訓練（2014 年 3 月 19 日）のサイドイベ

ントでの発表。 

2) BNPB 年次総会で、RDMP 策定技術ガイドラインに関する発表とパネルディスカッシ

ョンを国家開発企画庁（Badan Perencanaan Pembangunan Nasional：BAPPENAS）と

BNPB と共同で実施（2014 年 10 月 14 日）。 

3) セントゥールのインドネシア災害救助訓練場（ Indonesia Disaster Relief Training 

Ground：Ina-DRTG）で約 30 名の BNPB 職員に対し、RDMP 策定技術ガイドラインに

関する研修を実施（2015 年 1 月 8-9 日）。 
 

 ２－２－８ 成果レベルの指標の達成度 

プロジェクトの各成果の進捗は以上の要約のとおりである。終了時評価調査での進捗・実績

の程度は、まず PDM に記載された指標に基づいて判断される。プロジェクトは 2015 年 4 月時

点で、成果レベルに設定された 8 指標のうち、3 指標を「達成」、4 指標については「部分的に

達成」、1 指標については「未達成」の状態である。「部分的に達成」の 4 指標については、第

2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州での成果 2（ハザード・リスクマップ）、成果 3-1（地域

防災計画及び活動計画）、成果 4-2（コミュニティ防災活動）の活動、及び中央政府レベルでは

成果 5（全国展開活動）に関する活動が、現在も進行中であるためである。また、「未達成」と

された 1 指標について、RDMP 策定技術ガイドラインは今後最終化され BNPB において適切な

手続きをもって承認された後に、国家防災庁の参考文書として活用されることとなる。これら

の活動は現在スケジュールどおり特段の障害なく実施されており、予定どおり 2015 年 11 月ま

でに終了することで、指標も達成されることが見込まれる。 

No. 指標 2015 年 4 月時点のアセスメント 
1-1 対象地域の災害に関するデータの蓄積量 

(現在はないデータのため新たに蓄積される) 
達成 

1-2 対象地域の災害に関するデータ内容の充実度 
(定型フォーマットに沿い、不足なく蓄積される) 

達成 

2-1 対象地域で、ハザード・リスクマップが策定された県・
市の数 

部分的に達成 
（西ヌサトゥンガラ州の活動が継続中） 

3-1 対象地域で地域防災計画が策定された県・市の数 部分的に達成 
（西ヌサトゥンガラ州の活動が継続中） 

4-1 対象地域で実施された防災訓練の実施回数 達成 
4-2 対象地域で実施された CBDRM の実施回数 部分的に達成 

（西ヌサトゥンガラ州の活動が継続中） 
5-1 国家防災庁の参考文書として地域防災計画策定技術ガ

イドラインが活用される。 
未達成 
（今後ガイドラインの最終化と承認が必要） 

5-2 地域防災計画策定の全国展開活動イベントの参加回数 部分的に達成 
（今後もさらに活動を予定） 
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２－３ プロジェクト目標の達成見込み 

 ２－３－１ プロジェクト目標の達成に向けた進捗 

プロジェクト目標は、BNPB、パイロットプロジェクト対象州 BPBD、同対象地域内の県・市

BPBD の災害対応能力の向上である。 

第 1 対象地域である北スラウェシ州では、災害データ・情報の収集・蓄積に必要な定型フォ

ーマットの利用（成果 1）、災害リスク評価の実施とハザード・リスクマップの作成（成果 2）、

BPBD 職員自身による段階的な地域防災計画の策定（成果 3）、関係機関を含めた防災訓練の実

施とコミュニティ防災活動（成果 4）が行われ、これらの活動は 2014 年 3 月に予定どおり終了

した。第 2 対象地域である西ヌサトゥンガラ州では、2014 年 6 月より成果 2、成果 3-1、成果

4-2 に絞って同様の活動が実施されている。上述のように、各成果の活動は現在スケジュール

どおり着実に進んでおり、これら活動の終了により、プロジェクト目標が達成されることが見

込まれる。 

 ２－３－２ プロジェクト目標レベルの指標の達成度  

PDM で記載の 2 指標については、現時点ではまだ西ヌサトゥンガラ州での活動が継続してい

ることから、「部分的に達成」の状況である。 

No. 指標 2015 年 4 月時点のアセスメント 
1 本件策定の地域防災計画を承認手続きした県・市の

数・承認事例 
部分的に達成 
（西ヌサトゥンガラ州の活動が継続中） 

2 対象地域内のコミュニティで自主的に実施された防

災訓練の数 
部分的に達成 
（西ヌサトゥンガラ州の活動が継続中） 

 

指標 1 については、第 1 対象地域（北スラウェシ州）では対象の全 14 県市において既に地

域防災計画が承認されており、第 2 対象地域（西ヌサトゥンガラ州）でも対象の 10 県市で地

域防災計画の最終化と BPBD 長による承認が見込まれることから、2015 年 11 月までに達成が

予想される。指標 2 については、終了時評価調査でのカウンターパートに対するインタビュー

で（プロジェクトに参加した全ての県市 BPBD にインタビューしたわけではない）、少なくと

も次の 6 件の自主的な防災活動の実施が確認できた。現在活動が進んでいる西ヌサトゥンガラ

州でも、今後このような自主的な防災訓練が実施されることが期待される。 

レベル  自主的な防災活動 

州 1) 北スラウェシ州 BPBD は、2013 年 10 月 4 日に知事フィールドオフィスにて、マナド市

BPBD、トモホン市 BPBD、インドネシア国軍、州の保健担当部署、インドネシア赤十

字その他関連組織から約 300 名の参加を得て防災訓練を実施。翌日は、それぞれの防災

関連組織が機材や設備の使用デモンストレーションを行った。    

県市 2) ビトゥン市 BPBD は、2014 年 5 月に、市の防災関係部局（保健、福祉、公共事業）や

コミュニティ組織〔災害準備青年団（Taruna Siaga Bencana：TAGANA, コミュニティ災

害準備（Siaga Bencana Berbasis Masyarakat：SIBAT）〕、インドネシア赤十字と共に防災

訓練を実施した。 

3) マナド市 BPBD は、2015 年 1 月に、これまでの 2 回の CPX（2013 年 9 月及び 2013 年

10 月）の経験をもとに、防災訓練を実施した。 

4) シタロ県 BPBD は、プロジェクトによるパイロット村落での CBDRM 活動の成果を踏ま

え、2014 年は Tatahadeng 村を対象に 2,000 万 IDR、2015 年は Dompaso 村、Ranotana 村

を対象に 4,000 万 IDR を、CBDRM 活動推進のために措置した。 
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5) シタロ県 BPBD は、RDMP の改訂に向けて、村代表者もメンバーに含む「防災フォーラ

ム」を立ち上げた。 

6)  シタロ県 BPBD は、インドネシア赤十字現地事務所が実施した 2014 年 10 月の防災訓練

に積極的に参加（シタロ県 BPBD とインドネシア赤十字現地事務所との関係は、プロジ

ェクトを通して強化）。 

村 - CBDRM のパイロット村落であったシタロ県 Kelurahan Bebali では、避難経路等のサイ

ンボード設置のための火山ハザードマップの見直しが検討されている。 
 

２－４ 実施プロセス 

BNPB では、4 名のプロジェクト・マネジャーが任命され、約 30 名の BNPB 職員がカウンター

パートとしてプロジェクトに関与した。2011 年 11 月のプロジェクト開始後、BNPB 災害予防準

備局次官の異動に伴い、プロジェクト・ダイレクターが 2 度交代した（2013 年 8 月、2014 年 10

月）。 州レベルでは北スラウェシ州 BPBD、西ヌサトゥンガラ州 BPBD がプロジェクトに従事し、

州内の全各県市 BPBD からは 6 つのサブ成果ごとに少なくとも 2 名の職員がカウンターパートと

なった。こうしたことから、2 州の対象地域を合わせて約 400 名の地方防災局（州、県、市の BPBD）

職員がカウンターパートとしてプロジェクトに関わった。 

日本側プロジェクトチームは、短期ベースでインドネシアに滞在する日本人専門家、ローカル

コンサルタント 4 名、ローカルスタッフ（秘書、通訳、GIS 作業者、運転手）10 名が共にプロジ

ェクトを実施した。プロジェクトは対象 2 州内の全県市 BPBD をターゲットとしていることから、

日本人専門家が技術移転のために各県市 BPBD を頻繁に訪問することは難しく、代わりにローカ

ルコンサルタントが必要に応じて訪問した。プロジェクト活動は定期的に BPBD カウンターパー

トを集めてワークショップを開催し、そこで防災に関する知識・技術移転を行い、BPBD カウン

ターパートは学習したことを各々持ち帰って自身で RDMP 作成など実際の作業を行う手法が取

られた。ワークショップに参加できなかった BPBD 職員については、ローカルコンサルタントが

当該県市 BPBD を訪問し、プロジェクトの進捗から大きく遅れることのないよう必要なフォロー

アップを提供した。 
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第３章 評価 5 項目によるレビュー 

３－１ 妥当性 

プロジェクトの妥当性は高い。 

(1) 2014 年 11 月の新大統領の就任に伴い発表された「中期国家開発計画（2015～2019）」は、

「Nawacita」（9 つの重点プログラム）を通じた政治的主権、経済的自立、文化的個性を有

するインドネシアの実現を掲げている。全ての人々の保護・安心、生活の質の向上、経済

的自立、村レベルの開発支援などに向けて、インドネシアの災害リスク削減も国家中期開

発計画（Rencana Pembangunan Jangka Menengah Nasional：RPJMN）の優先政策を通して取

り組まれていくことになる3。 

(2) RPJMN は 2015 年から 2019 年の総合的な開発の方向を記載しており、防災についても、国

家開発は環境の質の向上、自然災害および気候変動に対応していくことを明記している。

これは、環境の質のモニタリングの強化、汚染・環境悪化の管理、環境法制の執行、災害

リスクの削減、災害に強い人々・政府づくり、気候変動緩和策・適応策における能力強化

などを通して実施される4。 

(3) RPJMN（2015～2019）に合わせて、インドネシア政府や関係機関における防災関連の基本

政策となる「国家防災計画（2015-2019）」が発出される予定である。現在、国家防災計画

に添付される災害リスクインデックスと活動計画（Rencana Nasional Pengurangan Risiko 

Bencana：RANPRB）の取りまとめが進んでいる。プロジェクトは、法律 2007 年第 24 号や

国家防災計画（2010-2014）と整合しており、その妥当性は 2011 年の詳細計画策定調査、

2013 年の中間レビューを通して、一貫して高いと評価されている。さらに、2011 年のプロ

ジェクト開始以降、国家防災庁長官令 2011 年第 8 号（災害データの標準化）、同 2012 年第

2 号（防災計画づくりのための災害リスク評価ガイドライン）、同 2012 年第 1 号（災害に

強いコミュニティづくり活動ガイドライン）などが発効されているが、プロジェクトはこ

れらに合わせて成果品の位置づけや活動内容を BNPB と協議・調整しており、プロジェク

ト成果の高い妥当性は維持されている。さらに、国家防災庁長官令 2008 年第 4 号（防災計

画作成のためのガイドライン）については現在改訂中であり、その結果を踏まえてプロジ

ェクトの成果品の 1 つである「地域防災計画策定技術ガイドライン」も最終化される予定

である。 

(4) インドネシアの防災への取組みと現状については、BNPB による「兵庫行動枠組み（Hyogo 

Framework for Action：HFA）の実施に関する国家進捗報告書（2013-2015）」にも整理され

ている。インドネシアが掲げる HFA の 3 つの戦略的目標は、州・県市レベルでの防災計画

の強化、州・県 BPBD の能力強化、災害に強いコミュニティ開発、緊急時対応計画と応急

対応行動に関するステークホルダーの関与などに焦点を当てており、プロジェクトはこれ

                                                        
3 Indonesia’s Country Paper for 3rd WCDRR. 2015 
4 Ibid. 
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らインドネシアの HFA の戦略的目標の実現にも寄与している。 

(5) プロジェクトは災害応急対応だけでなく災害予防・準備を含めた災害管理能力強化を必要

としているカウンターパート機関（北スラウェシ及び西ヌサトゥンガラ州・県市 BPBD）

の期待とニーズに合致しており、対象地域（北スラウェシ州及び西ヌサトゥンガラ州）の

選択は適切である。プロジェクト実施期間中も、北スラウェシ州はマナド市の洪水（2013

年 2 月 17 日）、マナド市及びトモホン市の洪水（2014 年 1 月 15 日）、ビトゥン市の洪水（2015

年 2 月 3-4 日）等の自然災害が発生した。 

(6) プロジェクトは日本のインドネシアに対する援助方針とも整合している。2015 年 2 月に閣

議決定された「開発協力大綱」では、自然災害及び防災対策は、重点課題の 1 つである「地

球規模課題への取組みを通じた持続可能で強靭な国際社会の構築」に位置づけられている。

個別の国に対する支援方針は、国別援助方針により定めることとなっており、対インドネ

シア国別援助方針（2012 年 4 月）では、3 つの重点分野（中目標）の一つである「不均衡

の是正と安全や社会造りへの支援」の中に、防災・災害対策支援の実施が含まれている。

対インドネシア国別援助方針に添付の事業展開計画では、本プロジェクトは開発課題（小

目標）の 1 つである「防災・緊急事態対策」の中の防災能力向上プログラムの 1 つに位置

づけられている。 

(7) 日本は、2015 年 3 月 18 日に採択された「仙台防災枠組（2015-2030）」のもと、国際社会

における防災協力の一層の推進を約束している。プロジェクトは、仙台防災枠組に示され

た 4 つの優先行動、すなわち 1 災害リスクの理解、2 災害リスク管理のための災害リスク

ガバナンス、3 強靭化に向けた防災への投資、4 効果的な応急対応に向けた準備の強化と

「より良い復興（Build Back Better）」、へのインドネシアの取組みを支援するものである。

また A/CONF.224/CRP.1（仙台防災枠組）は、国際協力とグローバルパートナーシップにつ

いて次のように記している。「38. 各国の異なった能力、及び提供される支援レベルと本枠

組の実施可能な程度の関連性に鑑みて、開発途上国には、災害リスク削減に向けた取り組

みを強化するため、国際協力と開発のためのグローバルパートナーシップを通じた、十分

かつ、持続的、時宜を得た資源を含めた、実施手段の提供の強化が必要であり、また、持

続的な国際支援が必要とされる。」「39. 災害リスク削減の国際協力は様々な出所があり、

かつ途上国の災害リスク削減に極めて重要な要素である。」「40. 各国間の経済格差及び技

術革新・調査能力における格差に取り組むにあたり、本枠組みの実施における先進国から

途上国への技能、知識、アイディア、ノウハウ、技術の移転を可能にしまた促進するプロ

セスを含む、技術移転が必要不可欠である。」「41.・・・こういった脆弱性に対処するには、

開発途上国による自国の優先事項及びニーズに応じた本枠組の実施の支援を目的として、

国際協力の強化と、地域・国際レベルにおける真正かつ永続的な連携の確保が迅速に求め

られる。」5 

 

                                                        
5 Ibid no. 2.（原文は英語のみ。和訳は仮訳を引用） 
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３－２ 有効性 

プロジェクトの有効性は高い。 

(1) プロジェクトは、目標の達成に向けて計画どおり活動を進めることにより所期の成果を出

しつつあることから、その有効性は高い。現在プロジェクトは、第 2 対象地域である西ヌ

サトゥンガラ州で全 10 県市 BPBD を対象にして着実に活動が進んでいる。現行のとおり

活動を進めることで、プロジェクトは 2015 年 11 月の終了時までにその目的を達成するこ

とが見込まれる。終了時評価調査では、プロジェクトの目的達成を妨げるような特段の障

害は観察されなかった。 

(2) 対象地域の州・県市 BPBD カウンターパートの、個人レベルの能力強化は著しい6。一連の

ワークショップとその後の技術的なフォローアップを通して、県市 BPBD カウンターパー

トは、防災の各段階（予防、災害応急対応と準備、復旧・復興）への理解と講ずべき対策

の知識、災害リスク評価の技術等を習得し、そうして学んだことを自身で RDMP を作成す

ることで実践した。また、BPBD カウンターパートが地域防災機関としての役割・責任を

認識したことは更に重要であり、それが業務に対する自信や動機付けに繋がった。プロジ

ェクトが準備した RDMP 策定技術ガイドラインは、RDMP 策定に向けて段階的に作成手順

を示しており、執務資料として有効である。同ガイドラインには、RDMP 策定の際の間違

いや項目の抜け落ちを減らすための RDMP 策定支援アプリケーション（Excel フォーマッ

ト）も添付されている。こうした能力強化（知識、技術、経験の向上）については、終了

時評価調査中に広く BPBD カウンターパート自身からも言及があり謝意が示された。県・

市 BPBD は地方政府の機関であり、組織的に BNPB の下に属しているわけではない。BNPB

は BPBD に技術的支援を提供しているが、その BNPB からもプロジェクトが対象地域の

BPBD の能力強化に大きく貢献したことが述べられた。 

(3) プロジェクトの実施により、対象地域の県市 BPBD は、RDMP、ハザード・リスクマップ、

技術ガイドライン等の計画・手続き、執務資料を所有することとなり、組織レベルの能力

強化も行われた（後述の（4） ～ 3-2-（8）参照）。RDMP については、地方自治体規定に

なること（3-2-（6）ビトゥン市の例）、地方開発計画に組み込まれていくこと（（7）トモ

ホン市の例）が望ましい。より重要なことは、RDMP が計画に留まらず予算措置を伴って

実行されることである。 

(4) プロジェクトでは次のとおり 6 つの技術ガイドラインが作成される。BNPB はこれらガイ

ドラインが有用であるとして、最終化の後に正式に承認することを検討している。また

2015 年 10 月に中部ジャワ州ソロで開催が予定されている防災月間の機会に、成果 5 にか

かる活動の 1 つとして、県市 BPBD にこれらガイドラインを広く配布することを検討して

いる。 

                                                        
6 能力強化は個人、組織（organization）、制度・社会（institution,society）の複数のレベルで起こる - キャパシティアセスメン

トハンドブック（2008 年 9 月）JICA 
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成果 技術ガイドライン 現状 主な関連法規等 
成果 1-1 災害データ・情

報 
県・市災害データ・情報収集・

蓄積技術ガイドライン（2013 年

9 月） 

完了 Perka BNPB 2011 年第 8
号  

成果 1-2 ハザード・リス

クマップ 
県・市ハザードマップ作成技術

ガイドライン（Ver. 2）（2013 年

9 月） 

西ヌサトゥンガラ

州の活動を踏まえ

て最終化 

Perka BNPB 2012 年第 2
号 （現在改訂中） 

成果 3-1 地方防災計画

及び活動計画

県・市地域防災計画策定技術ガ

イドライン（Ver. 1.5）（2014 年

8 月） 

西ヌサトゥンガラ

州の活動を踏まえ

て最終化 

Perka BNPB 2008 年第 4
号（現在改訂中） 
国家防災計画 2015-2019
（現在策定中） 

成果 3-2 SOP 及び緊急

時対応計画 
SOP 策定技術ガイドライン

（2014 年 3 月） 
完了 （8 つの Perka BPBD）

成果 4-1 防災訓練の実

施 
県・市防災訓練実施技術ガイド

ライン 
完了 （防災訓練実施に関す

る Perka BNPB は作成

中） 
成果 4-2 コミュニティ

防災活動 
「災害に強いコミュニティプロ

ジェクト」実践例とりまとめ～

優良事例として～（ Ver.1.0 ）

（2014 年 3 月） 

西ヌサトゥンガラ

州の活動を踏まえ

て最終化 

Perka BNPB 2012 年第 1
号 
災害に強いコミュニテ

ィプログラム実施技術

ガイドライン 
 

(5) RDMP の策定に伴い、幾つかの県市 BPBD については、さらにそれを実行するための予算

措置も出来るようになった。RDMP に含まれる防災に係る活動リストを参照しながら、

BPBD カウンターパートが、地方政府実施計画（Rencana Kerja Pemerintah Daerah：RKPD）

及び予算執行文書（Dokumen Pelaksanaan Anggaran：DPA）を効果的に作成するようにな

った。 

地方自治体における計画および予算の仕組み 

地方自治体  自治体における各行政組織 

地域防災計画(RDMP)  RPJMD(地方中期開発計画:5 年)  RENSTRA(部門別戦略計画:5 年)

       

計画   RKPD(地方政府実施計画:1 年) 

      

予算   APBD〔地方自治体予算(年次予算)〕   DPA(予算執行文書) 

  SIMDA(地方財務情報･管理システム)  

 

(6) ビトゥン市 BPBD やトモホン市 BPBD は、プロジェクトで学んだことを RDMP の策定と

して実践するだけでなく、さらに実際の業務で適用して予算確保につなげている。例えば、

ビトゥン市 BPBD は、地方議会、市長、地方会計監査委員会（Baden Pengawasan Keuangan 

dan Pembangunan：BPKP）、その他ステークホルダーと RDMP について積極的にコミュニ

ケーションをとり、良好な関係を築いて、2013 年から防災活動のための予算確保に成功

している。これは、災害管理能力強化が１つの組織レベルを超えて、関係機関を巻き込ん

だ体制レベルで起こっている例である。 
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(7) プロジェクトによる BPBD 能力強化が、実際の業務において組織レベルを超えて発揮され

ている例としては、他にもトモホン市の例がある。トモホン市 BPBD は、防災が次の地方

中期開発計画（Rencana Pembangunan Jangka Menengah Daerah：RPJMD）に含まれるよう

地方開発企画庁（Badan Perencanaan Pembangunan Daerah：BAPPEDA）に働きかけて協議

を進めているところである。（2015 年 12 月にはインドネシアの半分以上の県市で首長選挙

が実施される予定であり、首長改選に伴い新たな RPJMD が策定される。）トモホン市の限

られた地方予算のなかでは、防災のための予算はこれまで必ずしも優先度は高くなかった

（中央政府の災害緊急ファンドが BPBD の申請により活用できるため）。しかし、RDMP

が策定されたことでトモホン市 BPBD は防災活動の全体像を把握し、より自信をもって活

動の優先度に関する議論を関係機関と行えるようになった。 

(8) こうした県市 BPBD の努力もあり、終了時評価調査でインタビューした BPBD の予算につ

いては増加傾向にある。北スラウェシ州 BPBD、西ヌサトゥンガラ州 BPBD も、知事の理

解が大きく予算を確保できている。州 BPBD は県市 BPBD の活動に対し資金拠出できるわ

けではないが、州 BPBD は県市で活動を行うことで、県市 BPBD の防災に関する取組を支

援することが可能である。 

1. BPBD が地方自治体規定の原案を作成し、それが最終的に 2013 年 9 月に「防災の実施に関するビ

トゥン市規定 2013 年第 25 号」として 地方議会で承認された。この規定で、ビトゥン市の全ての

関係機関が各自の活動の中で防災に考慮することが求められる。 

2. ビトゥン市長は、BAPPEDA、財務資産管理院（Badan Pengelola Keuangan dan Barang Milik Daerah：
BPK-BMD）予算課、地方官房（Sekretaris Daerah：SEKDA）開発課から構成される検証評価チー

ムを設置した。このチームは、政府関係機関からの提案で防災及び気候変動が考慮されているか

どうかを確認する。 

3. BPBD は BPKP と協議して、RDMP の中にあるプログラム・活動リストに基づいて、（BPKP が管

理する）SIMDA（地方財務情報・管理システム）のための防災活動のアカウント番号を入手（す

でにあるアカウント番号の中から該当するものを特定するか、必要であれば新たなアカウント番

号を設定）した。（内務省令 2014 年第 27 号は、地方政府が SIMDA の中に新たな活動を加えるこ

とを許可している。） 

4. いくつかの防災活動について BPBD が作成した予算提案については地方議会に承認され、したが

って BPBD の予算額は年々増加している。 

5. ビトゥン市には、市長規定 2014 年第 43 号（不測の財政支出に責任をもって対処するための手続

き）がある。2014 年 2 月の洪水の際は、災害応急対応と復旧が必要であったが、予算が準備され

ていなかった。そこで、市長、議会、予算チームが集まり、公共事業部署などから幾分かの予算

を削減して、それらを集めて応急対応活動のための予算を都合した。 
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BPBD 職員数の変化 活動予算 
(職員給与や事務所維持等の間接支出を除く)

北スラウェシ

州 BPBD 
80 名から 100 名に増加 20 億 IDR (2014)、80 億 IDR (2015)。2015 年

については、現在の敷地内に、4 階建のオペ

レーション室・備蓄室を建設予定。 

ビ ト ゥ ン 市

BPBD 
全職員数は 76 名（2012）から 68 名（2015）
に減少。しかし正職員数は同じであり、近

年はより多くのポジションが一時契約に

より外注されている。 

11 億 IDR (2012)、32 億 IDR (2013)、31 億 IDR 
(2014)、62 億 IDR (2015)。2015 年について

は、BPBD は消防車の購入、倉庫の建設、災

害準備のための活動等を予定。 

ト モ ホ ン 市

BPBD 
2012 年から 2015 年にかけ、全職員数は消

防職員を含めて 66 名（正職員 52 名、契約

職員 14 名）で不変。 

11 億 IDR (2012)、30 億 IDR (2013)、30 億 IDR 
(2014)、22 億 IDR (2015) 。2015 年について

は、給与増のため、予算が間接支出に回され

た。  

西ヌサトゥン

ガラ州 BPBD 
全職員数は 63 名（正職員 42 名、契約職員

21 名）で不変だが、正職員数の定数は限ら

れているため、近年は契約職員への依存が

高まっている。 

17 億 IDR (2014) から 65 億 IDR(2015)と約 4
倍に増加。2015 年の主な活動は、防災への

コミュニティ参加と能力強化、早期予防と被

害者管理、応急対応と準備、復旧・復興 

西スンバワ県

BPBD 
103 名（正職員 24 名、契約職員 21 名、そ

の他に契約ベースの消防職員 48名）。BPBD
は 2010 年に設立。 

20 億 IDR (2015)。職員がプロジェクトのワ

ークショップに出席するための旅費等も含

む。 

中部ロンボク

県 BPBD 
全職員 113 名で、内訳は、正職員 30 名、

消防職員 52 名（正職員 27 名、契約職員 25
名）、契約ベースの応急対応チーム 31 名。

BPBD は 2013 年に設立。   

26 億 IDR (2013)、32 億 IDR (2014)、36 億 IDR 
(2015) 

東ロンボク県

BPBD 
全職員数 82 名で、内訳は、正職員 52 名（26
名の消防職員含む）、契約職員 30 名 

給与等の間接支出も含めて全部で約 100 億

IDR（2015）。主な活動予算は、消防車の購

入（39 億 IDR）、復旧・復興費、研修費（1
億 IDR） 

 

(9) 地方自治体の所管官庁である内務省は、地方レベルの防災への取組み強化に向けた法令整

備を進めている。内務省令に基づく現在の地方自治体の活動と地方財務情報・管理システ

ム（Sistem Informasi Manajemen Keuangan Daerah：SIMDA）のカテゴリーは防災をカバー

しておらず、これが県市 BPBD が防災関連予算を確保することを難しくしている一因とも

なっている。昨年の法律 2014 年第 23 号により、防災は地方政府が取り組むべき責務とな

った（同法の付属書には防災・消防に関する中央政府、州、県市自治体の職務の区分けが

明記されている）。さらに内務省令 2014 年第 27 号（その付属書の第 19 項）には、避難や

応急対応など防災に関する説明があり、2015 年予算準備について地方政府に検討を促す

内容となっている。これら法令の記載はまだ漠然としていることから、内務省は 2015 年

中にもより明瞭な説明・指示のための省令発出を検討している。内務省はさらに、防災が

SIMDA に適切に入力されるよう、地方政府のための予算準備に係る研修実施も検討して

いる。 

(10) 国家中期開発計画（2015-2019）では、村落レベルに重点を置いた開発が言及されている。

村落に関する法律 2014 年第 6 号に基づき村落への予算が措置されることとなり、中央政

府から村落に対して今後より多くの予算が下りてくることが期待される。防災関係者はこ

うした新たな開発戦略を認識し、その機会を利用してコミュニティベースの防災活動を進

めていく必要がある7。 

                                                        
7 Ibid no 3 
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(11) プロジェクト目標の達成に向けた進捗で前述したように、プロジェクトの成果を踏まえて

自主的な防災活動が州・県市 BPBD により実施された。特に北スラウェシ州 BPBD が実施

した 2013 年 10 月の CPX は、Manado Post、Pacific-TV（マナドのローカルテレビ局）、TV 

LI（全国放送）、Metro TV（インドネシアのニュース専門放送局）などのメディアに取材

された。さらに北スラウェシ州 BPBD は、災害情報の迅速な伝達の重要性を認識し、現在

Telkomsel（インドネシアの携帯ネットワークオペレーター）との協力の可能性を検討して

いる。 

(12) 北スラウェシ州で実際に発生した災害の際には、次のようなプロジェクトの成果が活用さ

れた。 

BPBD 災害（日付） プロジェクト活動と関係した BPBD の対応 

北スラウェシ州

BPBD 
マナド市の鉄砲水

（2014 年 1 月） 
・ データ収集フォーマットを活用した。またハザードマップが

有用であった。 
・ 防災訓練を行っていたこともあり、関係機関との間の調整が

円滑に進んだ。 

ビトゥン市

BPBD 
洪水（2015 年 2 月

5-10 日） 
・ 事前に防災について啓発が進んでいたので、幾つかの村落に

ついては対応の開始が早かった。 
・ SOP に記載された責任分担が、応急対応の円滑な実施に役立

った 
・ プロジェクトが作成したデータ収集フォーマットが使われ

た。 
・ ビトゥン市の緊急対応センターが BPBD に開設され、ビトゥ

ン市は BNPB に頼ることなく、自前で予算を措置して対応に

当たった。 

マナド市 BPBD 洪水（2014 年 1 月）・ 村レベルで洪水に関する情報を収集するのに、データ収集フ

ォーマットが役立った。 
 

(13) ハザード・リスクマップについては、対象地域の県市レベルでは最初の正式なハザード

マップであり、州・県市 BPBDから高く評価されるとともに、地域の公共事業省（Kementerian 

Pekerjaan Umum：PU）、インドネシア国軍（Tentara Nasional Indonesia：TNI）、火山地質災

害軽減センター（Pusat Vulkanologi dan Mitigasi Bencana Geologi：PVMBG）、気象・気候・

地球物理庁（Badan Meteorologi, Klimatologi, dan Geofisika：BMKG）等の関係機関とも共有

された。ハザードマップの質について、BPBD カウンターパートからは、その高い精度の

ため他機関とも自信を持って共有できるとの意見がある一方で、テクニカル過ぎて理解す

るのが難しいといった意見も聞かれた。GIS データ処理によるハザードマップ作成はプロ

ジェクトが契約した GIS 技術者が行ってきたため、それが今後どのようにして州 BPBD 職

員に引き継がれ実施されていくか、は中間レビュー時の懸念の一つであった。北スラウェ

シ州での活動は 2014 年 3 月に終了し、GIS 機材は 2014 年 3 月 28 日付で北スラウェシ州 

BPBD に供与された。その後、州 BPBD は 1 名の GIS エンジニアを契約雇用し 2 名の職員

とともに GIS コーナーの担当とし、彼らは GIS 機材を使って移転地図を作成できている。

GIS コーナーはトナーや印刷紙を購入するための若干の予算も手当てされ、北スラウェシ

州 BPBD は GIS コーナー維持のために努力を続けている。将来的には州・県市の BPBD が

自身でこれら地図を作成できるようになることが望ましい。また、ハザード・リスクマッ

プは災害の恐れのあるコミュニティで周知される必要がある。  
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(14) 2013 年 9 月の中間レビューでの提言と、それに対する現時点までの取組状況は以下のと

おりである。 

分野 提言 対応 

1. 北スラウェシ

州での残りの

活動 

北スラウェシ州の県市 BPBD は、プロジェ

クトの開催するワークショップに出席し、地

域防災計画の作成を 2014 年 3 月までに終え

る。 

中間レビューの後、地域防災計画策定ワー

クショップは 2 回実施（2013 年 12 月、2014
年 3 月）され、その後プロジェクトによる

フォローアップにより対象の全 14 県市で

地域防災計画の策定が 2014 年 11 月までに

終了した。 

作成した地域防災計画が各地方政府におい

て承認されるよう努力する。 
対象の全 14 県市で、地域防災計画は各県

市 BPBD 長に承認された。また 2015 年 4
月時点で、そのうち 9 県市の地域防災計画

については県知事・市長にも承認された。

地域防災計画に基づいて実施される災害リ

スク軽減のための取り組みについては、関連

部局と BPBD の協調・連携により実施され

ること。 

例えばビトゥン市 BPBD は、2015 年の地域

防災計画に基づく活動は、関係機関との緊

密な連携のもと実施している。またトモホ

ン市 BPBD は、地域防災計画の主流化に向

けて関係機関との協議を行っている。 

北スラウェシ州で実施された活動の適切な

フォローアップのため、プロジェクトにより

必要な行動がとられること。 

プロジェクトのローカルコンサルタント

が 2014 年 5 月と 10 月に計 10 県市を訪問

して、地域防災計画の策定終了まで支援し

た。 

2. 第 2 パイロッ

ト州でのプロ

ジェクトの実

施 

BNPB による地域防災計画作成の取り組み

を支援するため、以下を検討する。 
(1) BNPB とアシスタント・チームの能力強

化のためのメカニズム確立に焦点を当

てる。 
(2) BNPBの地域防災計画策定の手法を踏ま

えて、第 2 パイロット州におけるプロジ

ェクト実施のやり方を再検討する。 

中間レビュー実施時点では、BNPB は、ア

シスタント・チームが監理するローカルコ

ンサルタントを活用して 全県市で地域防

災計画の策定を進めていた。しかし、この

アプローチによる地域防災計画の策定は、

ここ最近は中断している状況である。一方

で、プロジェクトは第 1 対象地域（北スラ

ウェシ州）と同じ手法により、第 2 対象地

域（西ヌサトゥンガラ州）で活動を進めて

いる。 

3. プロジェク

ト・デザイ

ン・マトリク

ス（PDM）の

修正 

上述の点に関連して、次の成果と活動の

PDM への追加を検討する。  
（成果）プロジェクト成果の全国的な普及の

ための仕組みを支援する。 
（活動） 
・ プロジェクトで作成された「地域防災計

画策定技術ガイドライン」の活用 
・ 地域防災計画の作成に向け、BNPB、ア

シスタント・チーム、州・県市 BPBD、

さらにコンサルタントを含む能力強化

の仕組みの支援 

該当する成果と活動が、2014 年 4 月の第 4
回 JCC 会議で PDM に追加された。プロジ

ェクト成果の全国的な普及については、特

に次の 2 点に焦点を当てている。 
1) 地域防災計画策定技術ガイドラインの

活用。 
2) 地震ハードマップ手法の活用 

4. 関係省庁・部

局との連携 
・ セクター横断的な連携を進めるため、

PU、BMKG、科学技術担当大臣府

（Kementerian Riset Dan Teknologi：
RISTEK）、評価技術応用庁（Badan 
Pengkajian dan Penerapan Teknologi：
BPPT）、インドネシア科学院（Lembaga 
Ilmu Pengetahuan Indonesia：LIPI）、火山

地質災害軽減センター（Indonesian 
Center for Volcanology and Geologic 
Hazard Mitigation：CVGHM）等の関係省

庁の JCC メンバーへの追加を検討する。

2014 年 4 月の第 4 回 JCC については、提

言に挙げられた機関を含む関係機関に案

内が出され、PU、BPPT、PVMBG、健康危

機センター（Pusat Penanggulangan Krisis 
Kesehatan：PPKK）、インドネシア赤十

（Palang Merah Indonesia：PMI）等の関係

機関が出席した。 
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３－３ 効率性 

プロジェクトの効率性は高い。 

(1) プロジェクトは、計画が大きく影響を受けるような障害（PDM に記載の外部条件など）

に遭遇することなく、概ね効率的に実施された。2014 年 4 月の JCC で、第 2 対象地域で

ある西ヌサトゥンガラ州ではハザード・リスクマップ、RDMP、CBDRM に活動を集中さ

せるとともに、これら成果の全国展開を新たに活動に加えることが合意された。こうした

PDM の変更に伴い派遣専門家も調整され、供与資機材も含めたプロジェクト投入要素の

管理は適切であった。プロジェクト事務所を対象地域の州 BPBD 事務所（北スラウェシ州

マナド市、西ヌサトゥンガラ州マタラム市）内に置いたこと、また通訳・翻訳を含む連絡

調整を行うローカルコンサルタント及びスタッフの貢献もあり、日本側プロジェクトチー

ムとインドネシア側カウンターパートとのコミュニケーションは良好であった。プロジェ

クトの目的と活動は、プロジェクト関係者間でよく理解されている。JCC 会議もこれまで

4 回開催（2012 年 1 月 18 日、2012 年 7 月 11 日、2013 年 9 月 12 日、2014 年 4 月 3 日）開

催されている。日本側プロジェクトチームは対象地域の州 BPBD 事務所をベースとしたが、

ジャカルタの BNPB を適宜訪問して報告と協議を行っており、BNPB のプロジェクト・マ

ネジャーにもプロジェクトの進捗はよく伝えられている。 

(2) 本邦研修（2012 年 9 月及び 2014 年 8 月）は、カウンターパートの意識啓発に特に効果的

であった。本邦研修の参加者からは、災害応急対応だけでなくその準備や災害予防の重要

性について初めて目を開かされた、防災について市民・住民グループがいかに独自に活動

できるかを認識した等、多くの肯定的な意見が聞かれた。また、その実施時期が、日本で

学習したことを次年度の予算準備作業に反映させるのに非常に良いタイミングだったとの

声も聞かれた。例えば、西ヌサトゥンガラ州 BPBD は、本邦研修から 2014 年 9 月に帰国

後、政策における防災主流化の重要性について州知事にレターを発出し、それを受けて州

知事が BAPPEDA に 2015 年の予算準備についてはその点を考慮するよう指示があった（西

ヌサトゥンガラ州 BPBD の 2015 年度予算は、対前年比 400%増）。2016 年度については、

NTB は州レベルの開発計画策定会議（Musyawarah Rencana Pembangunan：MUSRENBANG）

で防災を議論するよう提案している。 

(3) プロジェクトチームのローカルコンサルタントの貢献は著しく、専門家およびカウンター

パート双方から称賛があった。ジャカルタの BNPB と連携しつつ北スラウェシ州の全 15

県市、西ヌサトゥンガラ州の全 10 県市の BPBD と協働するには、連絡調整、協議、フォ

ローアップ等多大な労力が必要である。2 州内の全県市 BPBD を対象としたことで、カウ

ンターパートの総数は 400 名に近く、ローカルコンサルタントの努力がなければ、プロジ

ェクトの実施は困難であった。一方で、全県市を対象としたことの効果は大きく、州・県

市 BPBD カウンターパート間でコミュニケーションの機会を生み、情報共有や相互学習、

また前向きな競争意識も生まれた。例えば、ワークショップの機会等で、シタロ県 BPBD

とトモホン市 BPBD の職員は、火山噴火に関する防災活動につき意見交換等が行えた。 
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(4) 中間レビュー時には、複数の BPBD が、マナド市で開催されるワークショップに参加でき

ない理由として、地理的な遠さのほか地方政府の予算的な制約を挙げた。2012 年 10 月に

BPBD とプロジェクトの間で交わされた「ワークショップの開催に係るコスト・シェアリ

ングに関する覚書」に従い、各県市 BPBD は独自予算からワークショップ参加のための交

通費を捻出している。これはプロジェクト実施に対する BPBD からの大きな貢献である一

方で、交通費を都合できなかった幾つかの BPBD からは、このアレンジがプロジェクト実

施上の一つの阻害要因になっている、との指摘があった。一方で、第 2 対象地域（西ヌサ

トゥンガラ州）では、プロジェクト活動について事前準備が可能であったこともあり、交

通費が問題に挙げられることはなかった。例えば、西スンバワ BPBD は、2013 年 6 月に

プロジェクトチームから活動説明を受けたのち、2014 年から始まるプロジェクト活動に

向けて交通費等の予算を措置した。 

(5) カウンターパートの頻繁な異動は、プロジェクト実施に大きな影響を与えることはなかっ

たが、阻害要因として広く言及があった。プロジェクト・ダイレクターは BNPB 災害予防

準備局次官の異動にともない 2 度交代（2013 年 8 月、2014 年 10 月）した。特に第 1 対象

地域（北スラウェシ州）の BPBD 長については多くの異動があり、後任者への活動説明や

プロジェクトに対する継続的な関与などに追加的な努力が払われた。例えば、北スラウェ

シ州 15 県市の BPBD のうち、8 県市の BPBD 長が 2012 年 10 月（キックオフ・ワークシ

ョップ）から 2013 年 9 月（中間レビュー）の間に異動した。異動したこれら 8 県市の BPBD

長のうち、6 名は 2012 年 8 月に実施された本邦研修にも参加していたことから、本邦研

修の効果が当初想定のとおりプロジェクトに還元されたとは言えない。 

(6) 専門家チームが作成する業務計画書では、「ベーシック・アプローチ」として、プロジェ

クト運営面での基本方針が提案されている。そのアプローチの結果については以下のとお

り。 

項目 プロジェクトで行われた点 行われなかった点 

1 キャパシテ
ィ・デベロップ
メント支援の
重視とキャパ
シティ・アセス
メントの実施 

・ JICA プロジェクトチームは、ワークショッ
プとフォローアップを通じてカウンターパ
ートに基本的に助言と技術支援のみを行う
こととし、地方防災計画の策定など殆どの
実際の成果は BPBD カウンターパート自身
の作業により達成された。この手法は、カ
ウンターパートの能力強化につながった。

・ 必ずしも全てのカウンターパ
ートが積極的・意欲的だった
わけではなかったことから、
カウンターパート間で学習レ
ベルの差が生じた。 

・ カウンターパートの異動が頻
繁に起こったため、後任カウ
ンターパートに追加的に支援
を行う必要があった。. 

2 プロジェクト
終了後を見据
えた持続性の
確保 

・ プロジェクト終了時にはカウンターパート
が自身が活動を推進できる状態になる必要
があることから、地方レベルでは最も基本
的で必要不可欠な活動に絞った能力強化を
優先的に実施した。 

・ 上位目標の達成に向けて、ど
のようにプロジェクトの手法
を効果的に活用していくかに
ついては、今後 BNPB が決定
していくこととなる。 

3 各成果の関連
性を理解した
効果的な技術
移転の実施 

・ 本プロジェクトの各成果は BNPB の政策と
一致しており、それに取り組む必要性は地
方 BPBD によく理解されていた。 

・ プロジェクトの各成果は相互に関連してお
り、各成果を担当しているカウンターパー
ト間の協調もとりながらプロジェクトが実
施された。 

・ 特になし。 
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３－４ インパクト 

プロジェクトの現時点でのインパクトは中程度である。 

(1) プロジェクトに期待される最も重要な正のインパクトは、プロジェクトの成果に基づく上

位目標（対象地域以外の州・県市 BPBD の災害管理能力の強化）に向けた取り組みの進展

であるが、これについては終了時評価の時点では記載すべきものはまだ観察されなかった。

これまでのところ、プロジェクトは対象地域（北スラウェシ州、西ヌサトゥンガラ州）内

では順調に成果を出しつつあるが、対象地域を超えたインパクトはまだ発現していない。

成果 5（全国展開活動）がプロジェクト目標と上位目標の間のギャップを埋めるために中

間レビュー後に追加された。BNPB はプロジェクトのガイドライン等の成果品を高く評価

しており、それらが最終化・承認された後は他州にも普及させることを約束している。

BNPB のこうしたコミットメントを踏まえて成果 5 の活動を今後進めていくことにより、

将来的にインパクトが発現してくることが期待される。さらに、プロジェクトは BNPB の

取り組み（全県市での地域防災計画の策定、災害に強いコミュニティづくりプログラム等）

4 定期的なワー
クショップ開
催による効率
的・確実な技術
移転の実施 

・ BPBD カウンターパートへの技術移転は、
各成果ごとに内容を段階的に伝える一連の
ワークショップ開催を通じて行われ、この
方法は対象州内の全県市 BPBD のカウンタ
ーパートをカバーするのに効果的であっ
た。 

・ 西ヌサトゥンガラ州においては、同内容の
ワークショップがロンボク島とスンバワ島
の双方で開催され、それそれの島内の県市
BPBD が参加しやすいよう配慮された。  

・ 地理的に離れていることや予
算的な制約のため、幾つかの
県市 BPBD についてはワーク
ショップへの参加が難しかっ
た。（プロジェクトはこうした
BPBD を個別に訪問し、フォ
ローアップを実施した。） 

5 インドネシア
国の主幹大学
を中心とした
技術支援委員
会設置の推進 

・ プロジェクトの実施中に、対象地域の防災
関係機関と大学の巻き込みが進められ、活
動の持続性を担保するために情報・データ
や成果品の共有が図られた。 

・ BNPB は、災害別に技術支援するインドネ
シア国内主要大学の割り当てを開始。 

・ プロジェクトに学識経験者の
意見を取り入れることを目的
とした「技術支援委員会」は、
プロジェクト開始時にはまだ
BNPB の方針が定まっていな
かったため、設置されなかっ
た。 

6 分かりやすい
マニュアル作
成によるプロ
ジェクト成果
の質の確保 

・ 技術ガイドライン（インドネシアにおける
文書の呼称の通例から、「マニュアル」から
「ガイドライン」に変更）は、県市 BPBD
にとって実用的なガイドラインとなり、有
効であった。 

・ 第 1 対象地域での活動は準備された技術ガ
イドライン案にそって段階的に進められ、
2014 年 3 月の活動終了に伴い最終化され
た。最終化されたガイドラインは、第 2 対
象地域での活動に利用され、その過程で更
に見直し・改訂が行われる予定。 

・ 技術ガイドラインは、BNPB
による公式な承認が今後行わ
れる予定。 

 

7 効果的な広報
活動の実施 

・ 定期的にニュースレターが発行され、カウ
ンターパートや関係機関とプロジェクトの
内容、活動の進捗を伝えるのに効果的であ
った。 

・ プロジェクトの HP も、プロジェクトの内
容紹介に役立った。 

・ フェイスブック等の SNS は、ワークショッ
プやセミナー、その他イベント開催の情報
発信・広報に利用され、多数のカウンター
パートとの間の事前の参加確認等に役立っ
た。 

・ 特になし。 



 

－24－ 

と並行・補完しながら動いていることから、将来的には多くのインパクトが出てくること

が期待される。 

(2) プロジェクトの活動と経験に基づき、プロジェクトの枠組み（PDM）外においては、次の

イベントや発表がプロジェクトチーム及びカウンターパートにより行われた。 

 BNPB、北スラウェシ州 BPBD、JICA の主催により、「北スラウェシ州における火山活

動と防災能力強化に係る日本・インドネシア合同セミナー」（2013 年 5 月 24 日、マナ

ド市）が開催された。このセミナーは、日本側からは京都大学防災研究所火山活動研

究センター、桜島を有する鹿児島県および鹿児島市、またインドネシア側からは北ス

ラウェシ州知事、PVMBG 長、インドネシア公共事業省水資源局長、BNPB 災害事前

準備部長を始めとする多数の参加者があった。 

 第 6 回アジア防災閣僚会議（2014 年 6 月 23 日、バンコク）の JICA サイドイベント

での発表 

 第 3 回国連防災世界会議（2015 年 3 月 14～18 日、仙台）のサイドイベントで、BNPB

カウンターパートとプロジェクト専門家が、「Mainstreaming DRR into Development 

through practical DM Planning at the Local Level: Lessons Learned from BNPB and JICA 

initiatives in Indonesia」、及び「Building Resilience at the Local Level: Experiences from 

Indonesia and Japan」として発表した。 
 

(3) プロジェクトでの経験を踏まえ、北スラウェシ州 BPBD は関係機関と以下のとおり MOU

を締結し、防災活動を進めている。 

MOU 締結機関 締結日 北スラウェシ州 BPBD の活動 

家族福祉運動組織（Pemberdayaan 

Kesejahteraan Keluarga：PKK） 

（女性グループ） 

2014 年 2 月 PKK はコミュニティレベルの多くの社会活動を実施し

ており、BPBD はこうした機会を利用して防災に関する

知識を普及。 

州の教育担当 DINAS（機関） 2014 年 10 月 BPBD が高等学校で防災に関する知識を発信。その為の

特段の予算が措置されているわけではないが、当分の間

は 100 校を目標に活動。 

マナド 公務員研修所（Institut 

Pemerintahan Dalam Negeri：IPDN） 

2015 年 3 月 BPBD が IPDN マナドに赴き、将来リーダーとなる研修

生に対して防災に関し講義。 

 

(4) プロジェクトの内容とも関連して、BNPB は例えば次の活動を実施している。1) 民間セク

ターや NGO と共同で防災活動を進めていくための戦略の策定、2) 小さな島嶼を対象にし

た関係機関とのクラスター協調のためのプロジェクトの形成、3) 国家防災計画に添付さ

れる災害別マスタープラン（津波、洪水、火山噴火、地震、地滑りの 5 災害）の策定、ま

たこれらマスタープランの個々に技術支援する大学を割り当て、4) Ina-DRTG における研

修モジュールの内容開発、5) 全国の BPBD が集まる年 3 回の定期会合の開催（技術調整

会議、防災科学会議、防災月間）。 
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３－５ 持続性 

持続性は、前提条件はあるものの、総じて高いと見込まれる。 

(1) 終了時評価調査の期間中にインタビューした BPBD（北スラウェシ州、ビトゥン市、トモホン

市、マナド市、西ヌサトゥンガラ州、中部ロンボク県、東ロンボク県、マタラム市）につ

いては、プロジェクト成果の持続可能性は高いと判断される。プロジェクトを通して、こ

れら BPBD の災害対応能力は、個人・組織のレベル、さらには関係機関とも連携して自治

体の体制レベルで強化された。しかしこうした見込みは各 BPBD のキャパシティにより異

なる。（プロジェクトが 2014 年 12 月に取りまとめた北スラウェシ州の県市 BPBD キャパ

シティ評価には、各県市 BPBD のキャパシティの差が分析されている。また、現在同様の

キャパシティ評価が西ヌサトゥンガラ州でも実施されている）。さらに持続可能性の見込

みは、特に組織の長のリーダーシップや意図によって大きく影響を受けるものであり、そ

のリスクを管理するのは困難なことから、前提条件として記載されておくべきである。北

スラウェシ州の 2 パイロット村落（コタモバク県 Desa Moyag、シタロ県 Kelurahan Belali）

で実施されたコミュニティ防災活動については、終了時評価調査時には訪問されなかった

こともあり、活動の現時点での継続は明らかにできなかった。BNPB は地域レベルの政策

で防災の主流化を進めたい意向であり、今後の BNPB から BPBD への支援は国家中期開発

計画（2015-2019）と現在策定中の国家防災計画（2015-2019）に沿って進められることと

なる。4 つの観点（制度、技術、人材、予算）からの持続可能性の見込みは次のとおりで

ある。 

(2) 制度的観点 

国内・国際的な政策環境は、防災への取り組みとプロジェクト活動・成果を推し進めて

いくのに適したものとなっている。2015 年 3 月の第 3 回国連防災世界会議では、インドネ

シア副大統領が、インドネシアは災害予防、軽減および準備に投資してきており、いまやそ

れが優先事項の一つとなっているとの発言があった。中期国家開発計画（2015-2019）では、

防災は公共投資として優先事項に挙げられている。中期国家開発計画（2015-2019）に合わ

せて現在策定中の国家防災計画（2015-2019）は、現存する災害リスクの削減、新たな災害

リスクの防止等について具体的な目標が掲げられることとなっている。このように、国家防

災庁長官令、関連する内務省令の発出を含め、インドネシア国内の防災に関する法制は近年

整備が進んでいる。 

国レベルと州県市レベルの防災にかかる連絡調整確保については、BNPB と BPBD は年 3

回定期的な会合を開催し、また州 BPBD と県市 BPBD についても、州 BPBD で年 2 回技術

調整会合が開催されている。こうした体制を通じて BNPB と BPBD 間のコミュニケーショ

ン・調整が図られている。 

会議 時期 主な議題 

技術調整会議 年度初め BNPB と BPBD の間での重要事項の検討 

防災科学会議 5～6 月 各省庁の研究者とインドネシア防災専門家協会が防災

に関する科学・概念について協議 

防災月間 10 月 防災活動・結果の広報・情報発信の機会 
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BPBD と関係機関との間の調整・協力についても、対象地域の地方レベルでは強化されて

いる。災害応急対応での連携、ハザードマップの共有、予算に関する協議等その具体例につ

いては上述のとおりである。また、国レベルでも関係省庁間での調整は行われている。例え

ば、西スンバワ県では、BNBP プロジェクトにより 135 個の避難標識と 20 カ所の避難場所

が 2015 年に設けられた。それと並行して、公共事業省が 2016 年には沿岸に 3 階建のシェル

ターを複数建築する予定である。 

(3) 技術的観点 

地域防災計画については、（業務を請け負ったコンサルタント等の外部組織が作成するの

ではなく）プロジェクトの中で BPBD カウンターパート自身が作成していることから、今

後も維持・更新されていく可能性は高い。BPBD カウンターパートはワークショップに出席

して単に作成手法を学ぶだけでなく、実際に地域防災計画を作成し承認されるまで作業した。

自主的な防災訓練の実施、災害発生時の円滑な応急対応、地域防災計画に係る予算確保など、

今後の持続性を示唆する活動も行われている。 

GIS データ処理によるハザード・リスクマップの作成・更新の活動をいかに継続していく

かについては、北スラウェシ州 BPBD に GIS コーナーが移管されたものの、依然として懸

念がある。幾つかの機関は州 BPBD よりも GIS データ処理の技術レベルは高いと想定され

（例えば、地方開発企画庁については空間計画、公共事業省については洪水管理、BMKG

については気象予報、北スラウェシ州サムラトランギ大学については学術研究などで GIS

を利用していることが予想される）、プロジェクトで収集した GIS 処理のための情報・デー

タは、今後のハザード・リスクマップの作成・更新の協働の可能性に向けてこれらの機関と

共有していくことも検討していく必要がある。GIS コーナーの維持については西ヌサトゥン

ガラ州 BPBD についても同様の課題であるが、インタビューでは北スラウェシ州よりは高

い技術的キャパシティが示唆された。 

(4) 人材的観点 

プロジェクトを通して、BPBD カウンターパートの災害管理能力は顕著に向上した。BPBD

職員の異動は頻繁にあることから、カウンターパートであった職員がプロジェクト終了後も

継続して関わっていくことは期待できない。しかし、BPBD の職務・業務の明確化、防災に

関する職員の総体的な意識向上、地域防災計画など基本文書の充実は、人材的な観点からの

持続性の向上に貢献するものである。また、より多くの BPBD が研修のための予算を確保

できるようになってきていることから、例えば BNPB が中央レベルで開催する研修に BPBD

職員が参加する機会も今後増えることが期待できる。さらに、BPBD の職員数についても、

正職員・契約職員を合わせて総じて増加傾向にある。職員定員の増加は州政府や県市政府に

おける議会承認を伴うものであり、防災の重要性及びその体制の充実の重要性が理解されて

いると判断できる。 

(5) 予算的観点 

財政的な観点からは、内務省令による県市 BPBD のための制度が整いつつあり、見通し

は明るい。BNPB は BPBD の上位組織でなく、防災に関する政策・指針の設定、設備や機材

等の供与、防災に関する知識・技術の移転を通して BPBD を支援している。BPBD が属する



 

－27－ 

地方自治体の所管省庁である内務省は、中間レビュー時点では地方政府の予算の 1%を防災

活動に割り当てる省令を準備していたが、その検討を中止し、代わりに、上述したとおり、

法律 2014 年第 23 号及び内務省令 2014 年第 27 号が発出された。各自治体ごとに財政の制約

はあるものの、ビトゥン市 BPBD のように地域防災計画の策定を効果的に予算確保につな

げていく例や、予算承認に必要となる計画部局や議会に対する防災の重要性の説明や働きか

けも行われており、今後は増えていくものと期待できる。 
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第４章 提言 

４－１ 結論 

プロジェクトは、法律 2007 年第 24 号、国家中期開発計画（2015-2019）、既存の国家防災庁長

官令、これまでの国家防災計画（2010-2014）を始めとする防災関連政策と整合しており、その妥

当性は高い。プロジェクトは着実に成果を出しつつあり、現在の活動を計画どおり実施していく

ことで 2015年 11月の協力期間終了時までにプロジェクト目標を達成する見込みが高いことから、

その有効性は高いと判断される。プロジェクトはその実施を大きく阻害するような特段の障害に

遭遇することなく概して円滑に実施されてきており、その効率性は高い。プロジェクトのインパ

クトは現時点ではまだ中程度であり、プロジェクトの成果に基づく上位目標達成に向けた取り組

みの効果はまだ見られないものの、成果の全国展開に向けた活動は進行中であり、上位目標に向

けた BNPB のコミットメントも表明されている。プロジェクトの成果・効果の持続可能性の見込

みについては、BNBP と内務省は防災活動の地域レベルでの定着に努力しており、前提条件はあ

るが対象地域の州・県・市 BPBD レベルでは概して高いと判断される。 

４－２ 提言 

 ４－２－１ 全てのプロジェクト活動の完了 

プロジェクトは現行のとおり活動を進めつつ、次の事項に留意して予定どおり 2015 年 11 月

までにプロジェクト活動を完了する。 

 2015 年 9 月に西ヌサトゥンガラ州で予定されているラップアップ・ワークショップは、

西ヌサトゥンガラ州だけでなく北スラウェシ州も含む BNPB と州・県市 BPBD でプロジ

ェクトの経験・知識が共有されるよう効果的に計画されること。（例えば、噴火 200 周年

を迎えたスンバワ島タンボラ火山については、今年、記念行事やセミナーが開催され関

係機関やメディアの認知も得やすいことから、有効な広報・情報発信のため開催場所の

一つのオプションとして考慮されること。） 

 プロジェクトで作成した技術ガイドラインについては、対象地域外の県市 BPBD の能力

強化のための普及・活用に向けて、関連する国家防災庁長官令との関係を踏まえた正式

な承認が行われること。 

 2015 年 10 月の BNPB 年次総会は成果 5 に係る活動のための良い機会である。技術ガイ

ドラインの配布と合わせた研修セミナーの実施、対象県市 BPBD の優良事例の共有、内

務省令に基づく防災活動・予算に関する講義などの活動が検討されること。 

 ４－２－２ 県市の地方防災計画の普及・実行 

地方防災計画の実行については、幾つかの BPBD の優良事例を参考にして、例えば次の活動

を州・県市 BPBD において進めていくこと。 

 地方議会、市長・県知事、保健や公共事業に関する地方行政機関、インドネシア国軍、

警察、NGO 等の協力機関と、地方防災計画の実行に向けたコミュニケーションを向上さ
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せる。 

 関係する内務省令を踏まえて、関係機関と連絡をとりつつ地方防災計画の実行のための

予算の確保に努めること。 

 災害リスク評価を受けたハザード・リスクマップの作成・更新に向けて、GIS 技術を持

っている機関（地方開発企画庁、公共事業省、気象・気候・地球物理庁、大学など）と

の連携を図る。 

 ４－２－３ 上位目標の達成にむけた BNBP との協議 

上位目標に向けた今後の道筋については、成果 5 の活動に加えて BNPB との協議が求められ

る。BNPB カウンターパートは業務多忙のため、プロジェクトに対する関与は当初想定よりも

限定的であった。しかし、プロジェクトの残り期間で上位目標への道筋について BNPB と合意

しておくことは、プロジェクト成果の持続可能性の観点からも重要である。技術ガイドライン

やハザードマップ作成手法の活用は、BNPB や BPBD の防災能力強化のために必須であり、そ

れは長期的な視点と多面的なアプローチがなくては維持できないものである。 

 技術ガイドラインについては、Ina-DRTG における研修モジュールの一部での活用も検討

すること。 

 BNPB は、BPBD が地域防災計画を地方開発計画に反映させていくことを支援する。ま

た、BNPB は内務省と連絡をとり、BPBD が防災のための予算を措置することを支援す

る。 

 SOP 策定技術ガイドラン等についても、対象地域以外の活用が可能である。同様の事態

を想定しての防災訓練が、関係するステークホルダーを巻き込んで実施されること。 

 災害に強いコミュニティについては、弱者・女性の視点がコミュニティ防災と防災訓練

において一層取り入れられること（2015 年 4 月 18 日に西ヌサトゥンガラ州中部ロンボ

ク県クタ村でプロジェクトが実施した防災訓練には、多数の女性・子供の村民が参加し

た）。 

 コミュニティ開発関連組織と民間企業を含む全ての地方ステークホルダーの関与を進め

ること。 

 国家中期開発計画に示されているとおり、中期開発の期間において、災害リスクの大幅

削減のための評価ツールの一つとして、リスク削減インデックスが活用されるべきであ

る。 

４－３ 教訓 

(1) 本邦研修は極めて有用であったとの発言が広く参加者から聞かれた。参加者の中には日本

の取り組みに非常に触発されて、帰国後、州・県市で防災活動の推進にリーダーシップを

発揮するカウンターパートも少なくなかった。防災分野の技術協力においては、第 3 国研

修よりも本邦研修の比較優位が大きいと思われる。 

(2) 第 1 対象地域（北スラウェシ州）のカウンターパートが第 2 対象地域（西ヌサトゥンガラ

州）での活動に積極的に参加し、自らのプロジェクトでの経験を踏まえて西ヌサトゥンガ

ラ州で指導を実施し、自治体間での横の経験共有につながった。プロジェクト・デザイン
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の段階で、先行する対象地域のカウンターパートについては、その経験を踏まえてリソー

スとして検討しておく必要がある。 

(3) 本プロジェクトでは、BPBD カウンターパートの努力に特記すべきものが多かった。地方

におけるパイロット活動をプロジェクトに組み込む際に、地方のイニシアティブやオーナ

ーシップのサポート、また地方の優良事例を全国レベルで展開する仕組み等を、仮説とし

てでも事前に検討しておくことは有効となる。 

(4) 中央と地方で防災を担当する行政機関の関係が、インドネシアのように中央政府機関

（BNPB）と地方自治体（BPBD）、フィリピンのように中央政府機関（Office of Civil 

Defence：市民防衛局）とその地方出先機関の場合、の 2 とおりがある。防災行政機関の

能力強化においては、事前にこの点を確認し、中央と地方をどのようにつなげていくのか

プロジェクト・デザインに反映させることが望まれる。 

以上 
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ェ
ク
ト

報
告
書

 
  5-

1.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

報
告
書

 
5-

2.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

報
告
書

 

 

活
動

 
1-

1.
 開

発
調

査
の

教
訓
を
踏

ま
え
、
対

象
地
域

の
県
・
市

が
収

集
・

蓄
積

す
べ

き

災
害

デ
ー

タ
・

情
報

の
内
容

を
検
討
し

、
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト

等
を

確
立

す
る

。
 

1-
2.

 対
象

地
域

の
県

・
市
の

防
災
局
か

ら
州
防

災
局
、
州

防
災

局
か

ら
国

家
防

災

庁
へ

の
災

害
デ

ー
タ

・
情
報

の
共
有
に

必
要
な

デ
ー
タ
項

目
及

び
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

検
討

し
て

蓄
積

方
法
を

確
立
す
る

。
 

1-
3.

 県
・
市

災
害

デ
ー
タ
・
情
報

収
集
・
蓄

積
技
術

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
を

策
定

す
る

。

1-
4.

 開
発

さ
れ

た
デ

ー
タ
フ

ォ
ー
マ
ッ

ト
を
活

用
し
、
第

1
対
象

地
域

の
災

害
デ

ー
タ

・
情

報
の

収
集

・
蓄
積

を
行
う
。

 
1-

5.
 第

1
対

象
地

域
に
お
い

て
蓄
積
さ

れ
た
災

害
デ
ー
タ

を
災

害
年

鑑
に

載
せ

る
。

 2-
1.

 開
発

調
査

に
て

策
定
さ

れ
た
ハ
ザ

ー
ド
・

リ
ス
ク
マ

ッ
プ
策

定
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
有

効
性

を
検

証
・

確
認
す

る
。

 

投
入

 
 (1

) 
訓

練
を
受

け
た
職

員
が

B
N

P
B
及
び

B
P

B
D
で

継
続
的

に
勤
務
す

る
。

 
(2

) 
防

災
計
画

の
位
置

づ
け
が

変

わ
ら
な
い

。
 

(3
) 
関

連
機
関

の
関
係

が
維
持

さ

れ
る
。

 
(4

) 
十

分
な
情

報
共
有

が
行
わ

れ

る
。

 
 

(イ
ン

ド
ネ

シ
ア

側
) 

 
1.

 人
員

（
C

/P
）

の
配

置
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
責

任
者
（

P
/D
）：

国
家

防
災

庁
緊

急
準

備
予

防
局

次
官

（
D

ep
ut

y 
C

hi
ef

 f
or

 P
re

ve
nt

io
n 

an
d 

P
re

pr
ed

ne
ss

, B
N

P
B
）

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
者
（

P
/M

）：
国

家
防

災
庁

災
害

リ

ス
ク

軽
減

部
長

（
D

ir
ec

to
r 

fo
r 

D
is

as
te

r 
R

is
k 

R
ed

uc
ti

on
, B

N
P

B
）

 
- 
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（

総
務

）
：

国
家

防
災

庁
法

規
・

調
整

局
部

長
（

D
ir

ec
to

r 
fo

r 
B

ur
ea

u 
fo

r 
L

aw
s 

an
d 

C
oo

pe
ra

ti
on

, B
N

P
B
）

 
 

(日
本
側

) 
1.

 専
門

家
派
遣

 
- 
総

括
／
総

合
防
災

 
- 
地

域
防
災

計
画

 (
1)

 
- 
地

域
防
災

計
画

 (
2)

 
- 
防

災
体
制

・
組
織

・
制
度

 
- 
緊

急
対
応

計
画

 
- 
災

害
情
報

シ
ス
テ

ム
 

- 
災

害
対
策

（
洪
水

、
地
す

べ
り
、
干

ば
つ
、

強

風
、
森
林

火
災
）

 
- 
災

害
対
策

（
地
震

、
津
波

、
火
山
）

 
- 
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
／

G
IS

 

前
提
条
件

 
(1

) 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
実

施
中
に

、
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添付資料 1 

2-
2.

 県
・

市
ハ

ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
作
成
技

術
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

を
策
定

す
る

。
 

2-
3.

 ハ
ザ

ー
ド

・
リ

ス
ク
マ

ッ
プ
作
成

に
必
要

な
基
本
デ

ー
タ
（

統
計

デ
ー

タ
、

社
会

、
自

然
デ

ー
タ

等
）
を

収
集
・
整

理
す
る

。
 

2-
4.

 成
果

1
で

蓄
積

さ
れ
た

デ
ー
タ
及

び
活

動
2-

3
で
収

集
・
整
理

さ
れ

た
デ

ー
タ

を
基

に
ハ

ザ
ー

ド
・

リ
ス
ク

マ
ッ
プ
を

作
成
す

る
。

 
2-

5.
 活

動
2-

4
の

ハ
ザ
ー
ド
・
リ

ス
ク
マ

ッ
プ
の

結
果
並
び

に
開
発

調
査

時
の

地
域

防
災

計
画

策
定

を
通

じ
て
得

た
教
訓
を

基
に
災

害
軽
減
対

策
を
計

画
す

る
。

 
 3-

1.
 県

・
市

地
域

防
災

計
画

策
定
技
術

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を

策
定
す

る
。

 
3-

2.
 標

準
的

な
県

・
市

作
成

の
応
急
対

応
手
順

書
（

S
O

P
: S

ta
nd

ar
d 

O
pe

ra
rt

io
n 

P
ro

ce
du

re
）

改
訂

方
針
を
検

討
し
、

SO
P
策

定
技
術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

す

る
。

 
3-

3.
 対

象
地

域
に

お
け

る
地

域
防
災
計

画
策
定

の
た
め
の

基
本
デ

ー
タ

（
統

計
デ

ー
タ

、
社

会
・

自
然

デ
ー
タ

等
）
を
収

集
・
整

理
す
る
。

 
3-

4.
 対

象
地

域
の

災
害

リ
ス

ク
軽
減
を

目
的
と

し
た
地
域

防
災
計

画
及

び
行

動
計

画
（

A
ct

io
n 

P
la

n）
を
策
定

す
る
。

 
3-

5.
 応

急
対

応
手

順
書
（

S
O

P
）
を
策

定
又
は

改
訂
す
る

。
 

3-
6.

 活
動

3-
4
で

策
定

さ
れ

た
地
域
防

災
計
画

の
応
急
対

応
計
画

の
内

容
に

対
応

し
て
、

第
1
対

象
地

域
の
既

存
の
応
急

対
応
手

順
書
（

SO
P
）

を
改

訂
す

る
。

 
3-

7.
 活

動
3-

4
で

策
定
さ
れ

た
地
域
防

災
計
画

が
、
県
・
市

に
よ

り
公

的
に

認
定

さ

れ
る

よ
う

推
進

す
る

。
 

 4-
1.

 既
存

の
防

災
訓

練
実
施

に
係
る
文

献
調
査

を
行
う
。

 
4-

2.
 県

・
市

防
災

訓
練

実
施

技
術
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
を
策
定

す
る
。

 
4-

3.
 第

1
対

象
地

域
に
お
け

る
防
災
訓

練
（
国

家
合
同
）

を
実
施

す
る

。
 

4-
4.

 訓
練

結
果

を
基

に
、
防

災
訓
練
実

施
技
術

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
及

び
応

急
対

応
手

順
書
（

S
O

P
）

を
必

要
に
応

じ
て
修
正

す
る
。

 
4-

5.
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
活
用
し

、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

の
災
害

対
応

能
力

を
強

化
す

る
た

め
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

防
災
活
動

（
C

om
m

un
it

y 
B

as
ed

 D
is

as
te

r 
R

is
k 

M
an

ag
em

en
t:

 D
B

D
R

M
）

を
行
う
。

 
 5-

1.
 B

N
P

B
の

参
考

文
書
と

し
て
活
用

で
き
る

よ
う
地
域

防
災
計

画
策

定
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

改
良

す
る
。

 
5-

2.
 地

域
防

災
計

画
策

定
技

術
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

の
効
果
的

な
活
用

に
つ

い
て

説
明

す
る

た
め

の
国

家
防

災
庁
主

催
の
イ
ベ

ン
ト
に

参
加
す
る

。
 

5-
3.

 県
・

市
災

害
リ

ス
ク
評

価
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

策
定
の
た

め
の
イ

ン
プ

ッ
ト

を
行

う
。

 
5-

4.
 成

果
2
の

活
動

2-
2
で
開
発

さ
れ
た

地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ

ッ
プ

手
法

の
活

用
を

推

進
す

る
。

 

- 
成

果
1
担

当
要

員
：

 
・
チ

ー
ム
・
リ

ー
ダ

ー
：
国

家
防

災
庁

情
報

セ
ン

タ
ー

災

害
情

報
局

次
官

（
D

ep
ut

y 
C

hi
ef

 o
f 

D
is

as
te

r 
In

fo
rm

at
io

n,
 D

iv
is

io
n 

of
 I

nf
or

m
at

io
n 

C
en

te
r, 

B
N

P
B
）

 
・

国
家

防
災

庁
よ

り
必

要
数

 
・

パ
イ

ロ
ッ

ト
州

の
地

域
防

災
局

よ
り

必
要

数
 

 - 
成

果
2
担

当
要

員
：

  
・

チ
ー

ム
・

リ
ー

ダ
ー

：
国

家
防

災
庁

予
防

部
次

長

（
S

ub
-d

ir
ec

to
r 

of
 P

re
ve

nt
io

n,
 B

N
P

B
）

 
・

国
家

防
災

庁
よ

り
必

要
数

 
・

パ
イ

ロ
ッ

ト
州

の
地

域
防

災
局

よ
り

必
要

数
 

 
- 
成

果
3
担

当
要

員
：

 
・
チ

ー
ム
・
リ

ー
ダ

ー
：
国

家
防

災
庁

災
害

軽
減

部
次

長

（
S

ub
-d

ir
ec

to
r 

of
 M

it
ig

at
io

n,
 B

N
P

B
）
／

予
防

部
次

長
（

Su
b-

di
re

ct
or

 o
f 

P
re

ve
nt

io
n,

 B
N

P
B
）

 
・
副

チ
ー

ム
・
リ

ー
ダ

ー
：
国

家
防

災
庁

応
急

計
画

部
次

長
（

Su
b-

di
re

ct
or

 o
f 

R
es

po
ns

e 
P

la
nn

in
g,

 B
N

P
B
）

 
・

国
家

防
災

庁
よ

り
必

要
数

 
・

パ
イ

ロ
ッ

ト
州

の
地

域
防

災
局

よ
り

必
要

数
 

 
- 
成

果
4
担

当
要

員
：

 
・
チ

ー
ム
・
リ

ー
ダ

ー
：
国

家
防

災
庁

資
源
・
準

備
部

次

長
（

Su
b-

di
re

ct
or

 o
f 

R
es

po
ns

e 
P

re
pa

re
dn

es
s,

 
B

N
P

B
）

 
・
副

チ
ー

ム
・
リ

ー
ダ

ー
：
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
強

化
部

次
長

（
S

ub
-d

ir
ec

to
r 

of
 C

om
m

un
it

y 
E

m
po

w
er

m
en

t, 
B

N
P

B
）

 
・

国
家

防
災

庁
よ

り
必

要
数

 
・

パ
イ

ロ
ッ

ト
州

の
地

域
防

災
局

よ
り

必
要

数
 

 2.
 施

設
・

機
材

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

ス
ペ

ー
ス

 
- 
そ

の
他
必

要
経
費

 
 3.

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

予
算

 
- 
専

任
職

員
の

人
件

費
、

旅
費

交
通

費
 

- 
ジ

ャ
カ

ル
タ

に
お

け
る

JC
C

又
は

他
の

イ
ベ

ン
ト

開

催
費

 
- 
そ

の
他
必

要
経
費

 
  

- 
防

災
訓
練

（
1）

 
- 
防

災
訓
練

（
2）

 
- 
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防

災
 

- 
キ

ャ
パ
シ

テ
ィ
・

デ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン

ト
 

- 
業

務
調
整

／
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
防
災
支

援
 

 2.
 機

材
提
供

 
- 
研

修
ツ
ー

ル
・
資

料
 

- 
ハ

ザ
ー
ド
・
リ
ス

ク
マ
ッ

プ
作
成
用

P
C
、
プ
リ

ン
タ
ー
、

G
IS

ソ
フ

ト
、
プ

ロ
ッ
タ
ー

、
衛
星

画
像
、

IF
S

A
R
デ

ー
タ

 
 3.

 カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー

ト
研
修

 
- 
必

要
に
応

じ
て

1
年

次
に

1
回
（

B
N

P
B
お

よ

び
対
象
地

域
内
の
州
・
県
・
市
の

B
PB

D
よ

り

研
修
員
は

選
定
さ
れ

る
。
）

 
                  

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
円

滑
な
進

行
を
大
き

く
妨
げ
る

ほ
ど
の

甚
大
な
自

然
災
害
が

起
こ
ら

な
い
。

 
(2

) 
B

N
P

B
お

よ
び

B
P

B
D
の

正

規
職
員
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

実

施
前
に
正

規
の
行
政

命
令
に

よ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

に
配
属

さ
れ
る
。
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添
付

2:
 

活
動
計

画
 

V
er

.2
 

 
 

 
 

B
N

P
B
と
の
協
議

 
第

1
対

象
地

域
（

S
U

L
U

T
）

で
の

活
動

 
第

2
対

象
地

域
（

N
T

B
）

で
の

活
動

 
活

動
 

20
11

 
20

12
 

 
 

 
20

13
 

 
 

20
14

 
 

 
20

15
 

 
 

 
7-

9
10

-1
2

1-
3 

4-
6

7-
9

10
-1

2
1-

3
4-

6
7-

9
10

-1
2

1-
3

4-
6

7-
9

10
-1

2
1-

3
4-

6 
7-

9 
10

-1
2 

1-
1 

開
発
調
査
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
対
象

地
域
の

県
・
市

が
収

集
・
蓄

積
す
べ
き
災
害
デ
ー
タ
・
情
報
の
内
容
を
検
討
し
、
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
等
を
確
立
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1-
2 

 
対
象
地
域
の
県
・
市
の
防

災
局
か

ら
州
防
災

局
、
州
防

災
局
か
ら

国
家
防
災
庁
へ
の
災
害
デ
ー
タ
・
情
報
の
共
有
に
必
要
な
デ
ー

タ
項
目
及
び
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
検

討
し
て
蓄

積
方

法
を

確
立
す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1-
3 

県
・
市
災
害
デ
ー
タ
・
情

報
収
集

・
蓄
積
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン
を

策
定
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

1-
4 

開
発
さ
れ
た
デ
ー
タ
フ
ォ

ー
マ
ッ

ト
を
活
用

し
、

第
1
対

象
地
域

の
災

害
デ
ー
タ
・
情
報
の
収
集
・
蓄
積
を
行
う
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1-

5 
第

1
対
象
地
域
に
お
い

て
蓄

積
さ

れ
た
災
害

デ
ー

タ
を

災
害
年
鑑

に
載

せ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2-

1 
開
発
調
査
に
て
策
定
さ
れ

た
ハ
ザ

ー
ド
・
リ

ス
ク

マ
ッ

プ
策
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
有
効
性
を
検
証
・
確
認
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2-

2 
県
・
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
技

術
ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定
す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2-
3(

1)
 ハ

ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
マ
ッ

プ
作

成
に

必
要
な
基

本
デ

ー
タ
（

統
計

デ
ー

タ
、
社
会
、
自
然
デ
ー
タ
等
）
を
収
集
・
整
理
す
る
。

(S
U

L
U

T
)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2-
3(

2)
 ハ

ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
マ
ッ

プ
作

成
に

必
要
な
基

本
デ

ー
タ
（
統

計
デ
ー

タ
、
社
会
、
自
然
デ
ー
タ
等
）
を
収
集
・
整
理
す
る
。

(N
T

B
)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2-
4(

1)
 成

果
1
で
蓄
積
さ
れ
た

デ
ー

タ
及

び
活
動

2-
3
で

収
集
・
整

理
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
基
に
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

(S
U

L
U

T
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2-
4(

2)
 成

果
1
で
蓄
積
さ
れ
た
デ

ー
タ
及

び
活
動

2-
3
で

収
集
・
整

理
さ
れ

た
デ

ー
タ
を
基
に
ハ
ザ
ー
ド
・
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

(N
T

B
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2-
5(

1)
 活

動
2-

4
の
ハ
ザ
ー
ド

・
リ

ス
ク

マ
ッ
プ
の

結
果

並
び

に
開
発
調

査
時

の
地
域
防
災
計
画
策
定
を
通
じ
て
得
た
教
訓
を
基
に
災
害

軽
減
対
策
を
計
画
す
る
。

(S
U

L
U

T
)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2-
5(

2)
 活

動
2-

4
の
ハ
ザ
ー
ド

・
リ

ス
ク

マ
ッ
プ
の

結
果

並
び

に
開
発
調

査
時

の
地
域
防
災
計
画
策
定
を
通
じ
て
得
た
教
訓
を
基
に
災
害

軽
減
対
策
を
計
画
す
る
。

(N
T

B
)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
1 

県
・
市
地
域
防
災
計
画
策

定
技
術

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

を
策

定
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
3-

2 
標
準
的
な
県
・
市
作
成
の
応
急
対
応
手
順
書
（

S
O

P:
 S

ta
nd

ar
d 

O
pe

ra
rt

io
n 

P
ro

ce
du

re
）
改
訂
方
針
を
検
討
し
、

S
O

P
策
定
技
術

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
3(

1)
 対

象
地
域
に
お
け
る
地
域

防
災
計

画
策
定
の

た
め

の
基

本
デ
ー
タ
（

統
計
デ
ー
タ
、
社
会
・
自
然
デ
ー
タ
等
）
を
収
集
・
整
理
す

る
。

(S
U

L
U

T
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
3(

2)
 対

象
地
域
に
お
け
る
地
域

防
災
計

画
策
定
の

た
め

の
基

本
デ
ー
タ
（

統
計
デ
ー
タ
、
社
会
・
自
然
デ
ー
タ
等
）
を
収
集
・
整
理
す

る
。

(N
T

B
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
4(

1)
 対

象
地
域
の
災
害
リ
ス
ク

軽
減
を

目
的
と
し

た
地

域
防

災
計
画
及

び
行

動
計
画
（

A
ct

io
n 

Pl
an
）
を
策
定
す
る
。

(S
U

L
U

T
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
4(

2)
 対

象
地
域
の
災
害
リ
ス
ク

軽
減
を

目
的
と
し

た
地

域
防

災
計
画
及

び
行

動
計
画
（

A
ct

io
n 

Pl
an
）
を
策
定
す
る
。

(N
T

B
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
5 

応
急
対
応
手
順
書
（

SO
P
）

を
策

定
又

は
改
訂

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
6 

活
動

3-
4
で
策
定
さ
れ

た
地

域
防

災
計
画
の

応
急

対
応

計
画
の
内

容
に
対
応
し
て
、
第

1
対
象
地
域
の
既
存
の
応
急
対
応
手
順
書

（
S

O
P）

を
改
訂
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
7(

1)
 活

動
3-

4
で
策
定
さ
れ

た
地

域
防

災
計
画
が

、
県

・
市

に
よ
り
公

的
に
認
定
さ
れ
る
よ
う
推
進
す
る
。

(S
U

L
U

T
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3-
7(

2)
 活

動
3-

4
で
策
定
さ
れ

た
地

域
防

災
計
画
が

、
県

・
市

に
よ
り
公

的
に
認
定
さ
れ
る
よ
う
推
進
す
る
。

(N
T

B
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4-
1 

既
存
の
防
災
訓
練
実
施
に

係
る
文

献
調
査
を

行
う

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4-
2 

県
・
市
防
災
訓
練
実
施
技

術
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

を
策

定
す

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4-

3 
第

1
対
象
地
域
に
お
け

る
防

災
訓

練
（
国
家

合
同

）
を

実
施
す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4-
4 

訓
練
結
果
を
基
に
、
防
災

訓
練
実

施
技
術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
及
び
応

急
対
応
手
順
書
（

SO
P
）
を
必
要
に
応
じ
て
修
正
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
4-

5(
1)

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を

活
用
し

、
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

の
災

害
対
応
能

力
を
強
化
す
る
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
（

C
om

m
un

it
y 

B
as

ed
 D

is
as

te
r 

R
is

k 
M

an
ag

em
en

t:
 D

B
D

R
M
）

を
行

う
。

(S
U

L
U

T
)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

4-
5(

2)
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を

活
用
し

、
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

の
災

害
対
応
能

力
を
強
化
す
る
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
（

C
om

m
un

it
y 

B
as

ed
 D

is
as

te
r 

R
is

k 
M

an
ag

em
en

t:
 D

B
D

R
M
）

を
行

う
。

(N
T

B
)

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

5-
1 

B
N

P
B
の
参
考
文
書
と
し

て
活
用

で
き
る
よ

う
地

域
防

災
計
画
策

定
技
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
良
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
5-

2 
地
域
防
災
計
画
策
定
技
術

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の

効
果

的
な

活
用
に
つ

い
て

説
明
す
る
た
め
の
国
家
防
災
庁
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

5-
3 

県
・
市
災
害
リ
ス
ク
評
価

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策

定
の

た
め

の
イ
ン
プ

ッ
ト
を
行
う
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
5-

4 
成
果

2
の
活
動

2-
2
で
開

発
さ
れ

た
地
震
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ
手
法

の
活

用
を
推
進
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

- 
R

/D
署

名
（

20
11

年
7
月

11
日

）、
JC

C
（

20
12

年
1
月

18
日
。

20
12

年
7
月

11
日
ほ
か
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
中

間
レ

ビ
ュ

ー
 

終
了

時
評
価

 





  

A3-1 

添付資料 3 

添
付

3:
 

調
査
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル

  
 

N
o 

 日
付

 
総

括
 /

 調
査
企
画

 /
 コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
防

災
 /

 防
災

政
策

 
評

価
分

析
 

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
側
評

価
委
員

 
1st

 
4
月

 
5
日

 
日

 
 

 15
:5

5 
ジ

ャ
カ

ル
タ

着
 (

N
H

 8
55

) 
 

2nd
 

6
日

 
月

 
 

10
:0

0 
B

N
P

B
及

び
合

同
評

価
委

員
打

ち
合

わ
せ

 
15

:3
0 
対

処
方

針
T

V
会

議
（

JI
C

A
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
事
務
所

）
 

10
:0

0 
10

:0
0 

B
N

PB
及

び
合

同
評
価
委

員
打
ち

合
わ
せ

 
 

3rd
 

7
日

 
火

 
 

08
:0

0 
内

務
省

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

15
:0

0 
マ

ナ
ド

へ
移

動
 (

G
A

60
6 

 1
8:

30
-2

2:
50

) 

 

4th
 

8
日

 
水

 
 

10
:0

0 
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

及
び

マ
ナ

ド
市

B
P

B
D
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

 
13

:4
0 
ビ

ト
ゥ

ン
市

B
P

B
D
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 

5th
 

9
日

 
木

 
 

10
:0

0 
ト

モ
ホ

ン
市

B
P

B
D
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

13
:0

0 
ジ

ャ
カ

ル
タ

へ
移

動
 (

G
A

60
1 

 1
6:

15
-1

8:
25

) 

 

6th
 

10
日

 
金

 
 

08
:0

0 
ロ

ン
ボ

ク
へ

移
動

 (
G

A
43

0 
 1

0:
50

-1
3:

55
) 

15
:3

0 
JI

C
A
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

 

7th
 

11
日

 
土

 
 

評
価

報
告

書
作

成
 

13
:0

0 
JI

C
A
専

門
家

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

 

8th
 

12
日

 
日

 
 

評
価

報
告

書
作

成
 

 
9th

 
13

日
 

月
 

 
09

:0
0 
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

B
P

B
D
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 
10

th
 

14
日

 
火

 
 

06
:3

0 
西

ス
ン

バ
ワ

に
移

動
  

12
:0

0 
西

ス
ン

バ
ワ

県
B

P
B

D
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 

11
th
 

15
日

 
水

 
 

10
:1

0 
中

央
ロ

ン
ボ

ク
県

B
P

B
D
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
  

 
 

12
th
 

16
日

 
木

 
ロ

ン
ボ
ク

着
 

N
H

85
5 

(1
0:

10
 –

 1
5:

55
) 
及

び
G

A
43

2 
(1

8:
10

 –
 2

1:
55

) 
09

:3
0 
成

果
3（

R
D

M
P
）
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

オ
ブ
サ
ー
バ

ー
参
加

 
 

13
th
 

17
日

 
金

 
10

:0
0 
東
ロ
ン

ボ
ク

県
B

P
B

D
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

ロ
ン
ボ
ク

着
 

N
H

85
5 

(1
0:

10
 –

 1
5:

55
) 
及

び
G

A
43

2 
(1

8:
10

 –
 2

1:
55

) 
 

14
th
 

18
日

 
土

 
09

:0
0 
成
果

4（
C

B
D

R
M
）

避
難

訓
練

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

参
加

 
 

15
th
 

19
日

 
日

 
09

:0
0 
北
ロ
ン

ボ
ク

県
サ
イ

ト
訪
問

 
評

価
報
告

書
作
成

 

 

16
th
 

20
日

 
月

 
09

:0
0 
西
ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ
ラ

州
B

P
B

D
表

敬
訪
問

 
11

:1
5 
マ
タ
ラ

ム
市

B
P

B
D
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

13
:0

0 
ジ
ャ
カ

ル
タ

へ
移
動

 (
G

A
43

3 
 1

4:
40

-1
5:

40
) 

 

17
th
 

21
日

 
火

 
08

:3
0 

B
N

P
B
長
官
表

敬
訪
問

 
09

:1
5 

B
N

P
B
カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト

評
価

報
告

書
協

議
 

 09
:1

5 
B

N
P

B
カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
評
価

報
告
書

協
議

 

18
th
 

22
日

 
水

 
10

:0
0 
合
同
評

価
委

員
協
議

 
14

:0
0 
評
価
報

告
書

修
正

 
10

:0
0 
合
同
評

価
委

員
協
議

 
14

:0
0 
評
価
報

告
書

修
正

 
19

th
 

23
日

 
木

 
09

:0
0 
第

5
回

JC
C
、

M
/M

署
名

 
09

:0
0 
第

5
回

JC
C
、

M
/M

署
名

 
20

th
 

24
日

 
金

 
13

:0
0 
日
本
大

使
館

報
告

 
18

:3
0 
空
港
に

移
動

 (
N

H
85

6 
 2

1:
35

) 

 

21
th
 

25
日

 
土

 
07

:0
0 
羽
田
着

 (
07

:0
0)
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添付 4: 面談者リスト 

 

1  インドネシア側 

1) カウンターパート機関・関係機関 

1 Mr. D. Wisnu Widjaja Deputy Chief for Prevention and Preparedness, BNPB  4/6,21 

2 Mr. Lilik Kurniawan Director of Disaster Risk Reduction, BNPB 4/6,21 

3 Ms. Anny Isgiati Director of Community Empowerment, BNPB 4/6,21 

4 Mr. Medi Herliano Director of Preparedness, BNPB  4/6,21 

5 Mr. Mohammad Masduki 
Director, Directorate of Prevention and Disaster Management, Directorate General 

of Public Government, MoHA 
4/7 

6 Mr. Hartono, SH 

Head of Sub Directorate Identification Disaster Potential, Directorate of 

Prevention and Disaster Management, Directorate General of Public Government, 

MoHA 

4/7 

7 Mr. Yoga Wiratama MoHA 4/7 

8 Mr. Joko Sadono MoHA 4/7 

9 Mr. Afif MoHA 4/7 

10 Mr. Evan MoHA 4/7 

11 Mr. Noldy W.D. Liow Head of BPBD North Sulawesi  4/8 

12 Mr. Lahida Division Head for Rehabilitation & Reconstruction, BPBD North Sulawesi 4/8 

13 Mr. Christian Laotongan Sub-Division Head for Emergency Response, BPBD North Sulawesi (GIS) 4/8 

14 Mr. Jimmy Mokolensang Head of Division I (Prevention & Preparedness) , BPBD North Sulawesi  4/8 

15 Mr. Tenny Tompodoung BPBD North Sulawesi 4/8 

16 Mr. Jantya Lakoy BPBD North Sulawesi 4/8 

17 Ms. Evie Palandeng Sub Division of community empowerment (GIS), BPBD North Sulawesi 4/8 

18 Mr. Priyanka Permadi (GIS engineer on contract basis) 4/8 

19 Ms. Jeane J. Bangonang BPBD Manado 4/8 

20 Mr. Jeffry Wowiling Head of Environmental Agency, Bitung (Former Head of BPBD Bitung)  4/8 

21 Mr. Alfindo Mongkol Head of Sub Division (Finance), BPBD Bitung 4/8 

22 Mr. Herman L. Makalew Secretary of BPBD Bitung 4/8 

23 Mr. J.R. Kalangi Head of BPBD Tomohon  4/9 

24 Mr. Franny M. Tulung Head of Division (Emergency Response & Logistic), BPBD Tomohon 4/9 

25 Mr. Willem Runtukahu Head of Division (Rehabilitation & Reconstruction) BPBD Tomohon  4/9 

26 Mr.Wedha Magma Ardhi Head of BPBD West Nusa Tenggara 4/13,20 

27 Mr. Tholib Abdullah Head of BPBD West Sumbawa 4/14 

28 Mr. Lalu Nurpuri Head of BPBD Central Lombok 4/15 

29 Mr. Sahabudin Secretary of BPBD Central Lombok 4/15 

30 Mr. Lalu Zamzuri Head of Prevention & Preparedness, BPBD Central Lombok 4/15 

31 Mr. I Gusti Ngurah Pariawan BPBD Mataram 4/20 

32 Mr. Husni Imam Sanusi BPBD Mataram 4/20 

33 Mr. Iqbal BPBD Mataram 4/20 
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34 Mr. Dody Ruswandi Secretary General, BNPB 4/21 

35 Ms.Tri Utami H Risk Management Analyst – DRR BNPB 4/22 

36 Ms.Lilis Siti Mutmainnah Non Structural Mitigation Analyst – DRR BNPB 4/22 

37 Mr. Aminudin Hamzah Structural Mitigation Analyst – BNPB 4/22 

    

2  日本側 

 1)  プロジェクト 

1 Mr. Ichiro KOBAYASHI Chief Advisor 4/6-23 

2 Ms. Ryoji TAKAHASHI Deputy Chief Advisor, Output 1, Output 3-1, 3-2, Output 4-1, Output 5  4/6-23 

3 Mr. Tandiono Chen Local Consultant 4/6-23 

4 Ms. Marisa Mei Ling Local Consultant 4/6-23 

5  Ms. Miki KODAMA Output 4-2 4/10-23 

6 Mr. Akihiro FURUTA Output 2 4/10-23 

7 Mr. Kenji MORITA Output 2 4/10-23 

8 Ms. Azusa MATSUI Capacity Development  4/10-18 

9 Mr. Katsu KATO Output 3-1 4/10-23 

10 Ms. Yoko OTA Project Coordination 4/10-23 

11 Mr. Andre Jaya Local Consultant 4/10-20 

12 Mr. Mujiburrahman Local Consultant 4//18-20 

    

 2)  JICA 事務所 

1) Mr. Hideki Katayama Advisor (Disaster Management and Water Resources), JICA Indonesia Office 4/6 
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添
付

5:
 

専
門
家

の
派
遣

実
績

  
20

15
年

4
月
時

点
 

名
前

 

派
遣
期

間
（

滞
在
日

数
）

日
数
計

 
第

1
年

次
20

11
年

11
月

 
～

20
12

年
3
月

第
2
年

次
20

12
年

4
月

 
～

20
13

年
3
月

 

第
3
年

次
20

13
年

4
月

 
～

20
14

年
3
月

第
4
年
次

20
14

年
4
月

 
～

20
15

年
3
月

第
5
年
次

20
15

年
4
月

 -
 現

在
 

1 
小

林
 
一

郎
 

総
括
／
総

合
防
災

 
11

/2
8-

12
/2

1
(2

4)
5/

28
-6

/1
4

10
/8

-1
0/

25
 

(1
8)

 
(1

8)
 

4/
15

-4
/2

6
5/

13
-6

/1
4 

9/
9-

9/
12

(1
2)

(3
3) (5

)

6/
15

-2
4

(1
0)

4/
5-

4/
25

(2
1)

   

14
1 

2 
高

橋
 
亮

司
 

副
総
括
／

地
域
防
災

計
画

1 

11
/2

4-
12

/2
3

1/
11

-1
/3

1 
(3

0)
(2

1)
3/

14
-4

/1
2

6/
19

-7
/1

8 
9/

24
-1

0/
18

 
11

/2
6-

12
/2

0 
20

13
/1

/2
4-

2/
22

(3
0)

 
(3

0)
 

(2
5)

 
(2

5)
 

(3
0)

 

5/
13

-6
/6

8/
25

-9
/2

6 
12

/9
-1

2/
24

 
3/

10
-4

/1
2 

(2
5)

(3
3)

(1
6)

(3
0)

6/
11

-6
/2

5
10

/9
-1

1/
7 

1/
7-

1/
30

 

(1
5)

(3
0)

(2
4)

4/
1-

4/
30

(3
0)

 
39

4 

3 
池

西
 
登

 
防

災
体
制

・
組
織
・

制
度

 
11

/2
8-

12
/2

3
(2

6)
4/

16
-5

/4
6/

18
-7

/1
7

(1
9)

 
(3

0)
 

 
75

 

4 
磯

田
 
統

 
防

災
体
制

・
組
織
・

制
度

 
10

/2
2-

11
/6

1/
29

-2
/2

6
(1

6)
 

(2
9)

 
 

45
 

5 
大

和
田

 
清

隆
 

応
急
対
応

計
画

 

11
/2

8-
12

/2
3

2/
2-

3/
2 

(2
6)

(3
0)

4/
23

-5
/2

6
7/

4-
7/

18
 

10
/1

-1
0/

30
 

1/
6-

2/
5

(3
4)

 
(1

5)
 

 (
30

) 
(3

1)
 

5/
6-

5/
25

8/
18

-8
/3

0 
3/

26
-4

/1
2 

 

(2
0)

(1
2)

(1
8)

 
21

6 

6 
池

田
 
誠

 
災

害
情
報

シ
ス
テ
ム

 
12

/1
-1

2/
23

3/
26

 -
4/

24
 

(2
3)

(3
0)

6/
27

 -
7/

18
10

/2
 -

10
/2

5 
2/

3 
-2

/2
8

(2
2)

 
(2

4)
 

(2
6)

 

8/
21

-9
/1

4
3/

23
-4

/1
2 

(2
5)

(2
1)

17
1 

7 
加

藤
 
健

一
郎

 
災

害
対
策
（
洪
水
、
地
す
べ

り
、
干

ば
つ

、
強
風

、
森
林
火

災
）

 

11
/2

8-
12

/2
3

1/
17

-2
/1

5 
(2

6)
(3

0)
4/

9-
4/

27
6/

27
-7

/1
1 

10
/8

-1
1/

6

(1
9)

 
(1

5)
 

(3
0)

 

 
12

0 

8 
御

国
 
功

 
災

害
対
策
（
洪
水
、
地
す
べ

り
、
干

ば
つ

、
強
風

、
森
林
火

災
）

20
13

/1
/2

4-
2/

27
(3

5)
 

4/
15

-5
/1

7
(3

3)
68

 

9 
森

田
 
健

治
 

災
害
対
策
（
洪
水
、
地
す
べ

り
、
干

ば
つ

、
強
風

、
森
林
火

災
）

 

 
12

/1
6-

12
/2

4
3/

10
-4

/5
 

(9
)

(2
7)

6/
11

-6
/2

5
9/

2-
10

/2
 

1/
12

-1
/2

8

(1
5)

(3
1)

(1
7)

4/
7-

4/
24

(1
7)

 
11

6 

10
 

今
村
 
杉

夫
 

災
害
対
策

（
地
震
、

津
波
、

火
山

）
 

12
/6

-1
2/

23
2/

20
-3

/2
0 

(1
8)

(3
0)

6/
3-

7/
17

10
/8

-1
1/

3 
1/

13
-2

/2

(4
5)

 
(2

7)
 

(2
1)

 

4/
15

-5
/3

0
3/

23
-4

/1
2 

 

(4
6)

(2
1)

6/
15

-6
/2

6
11

/1
2-

11
/2

6 
1/

11
-1

/2
7

(1
2)

(1
5)

(1
7)

25
2 

11
 

古
田
 
明

広
 

デ
ー
タ
ベ

ー
ス
／

G
IS

1 

12
/6

-1
2/

23
3/

26
-4

/2
1 

(1
8)

(2
7)

7/
3-

7/
17

10
/8

-1
1/

5 
1/

13
-2

/5
 

3/
11

-3
/2

4

(1
5)

 
(2

9)
 

(2
4)

 
(1

4)
 

5/
6-

6/
6

12
/9

-1
2/

24
 

3/
24

-4
/1

9 

(3
2)

(1
6)

(2
7)

6/
11

-6
/2

7
9/

2-
10

/2
 

11
/1

6-
12

/1
0 

1/
12

-1
/1

8

(1
7)

(3
1)

(2
5) (7

)

4/
7-

4/
24

(1
7)

 
29

9 

12
 

A
ng

el
it

o 
A

rj
on

a 
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
／

G
IS

2 
20

13
/3

/1
8-

7/
1

(t
ot

al
60

) 
 

60
 

13
 

中
村
 
裕

一
 

防
災
訓

練
1 

12
/1

-1
2/

23
(2

3)
 

4/
9-

5/
5

6/
10

-7
/1

4 
10

/1
-1

0/
30

(2
7)

 
(3

5)
 

(3
0)

 

5/
17

-6
/1

5
8/

26
-9

/2
9 

(3
0)

(3
5)

4/
8-

4/
19

 
(1

2)
 

19
2 

14
 

加
藤
 
勝

 
地

域
防
災

計
画

2／
防
災
訓

練
2 

1/
11

-2
/9

3/
14

-4
/1

2 
(3

0)
(3

0)
6/

19
-7

/1
8

9/
19

-1
0/

18
 

2/
4-

3/
2 

(3
0)

 
(3

0)
 

(2
7)

 

5/
22

-6
/1

8/
28

-9
/2

1 
12

/9
-1

2/
24

 
3/

19
-4

/1
2 

(1
1)

(2
2)

(1
6)

(2
5)

6/
16

-6
/2

6
8/

11
-8

/2
2 

10
/2

0-
11

/7
 

1/
7-

1/
30

 
3/

30
-4

/2
8

(1
1)

(1
2)

(1
9)

(2
4)

(3
0)

 
31

7 

15
 

児
玉
 
美

樹
  

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災

  
12

/1
-1

2/
23

(2
3)

4/
1-

4/
15

5/
28

-7
/1

1 
9/

30
-1

0/
28

(1
5)

 
(4

5)
 

(2
9)

 

4/
7-

5/
11

8/
26

-9
/2

7 
3/

23
-4

/1
2

(3
5)

(3
3)

(2
1)

6/
14

-6
/2

6
10

/1
3-

11
/1

5 
(1

0)
(3

5)
4/

5-
5/

4
(3

0)
 

27
6 

16
 

松
井
 
梓

 
キ

ャ
パ
シ

テ
ィ
・
デ

ベ
ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

11
/2

8-
12

/2
3

(2
6)

10
/1

5-
11

/6
(2

3)
 

 
6/

16
-6

/2
7

(1
2)

4/
7-

4/
18

(1
2)

 
73

 

17
 

奥
野
 
あ

ず
さ

 
業

務
調
整

／
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

防
災

支
援

11
/2

4-
12

/2
3

(3
0)

4/
2-

5/
16

(4
5)

 
 

75
 

18
 

太
田
 
陽

子
 

業
務
調
整

／
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

防
災

支
援

6/
26

-7
/1

8
9/

19
-1

1/
6 

2/
6-

3/
2

(2
3)

 
(4

9)
 

(2
5)

 

5/
13

-6
/6

8/
25

-9
/2

5 
3/

20
-4

/1
2

(2
5)

(3
2)

(2
4)

6/
12

-6
/2

7
1/

13
-1

/3
0 

(1
6)

(1
2)

3/
30

-4
/2

8
(3

0)
 

23
6 

計
 

 
31

26
 



  

A5-2 

添付資料 5 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
現
地

雇
用
契
約

 
名

前
 

担
当

 
期

間
 

1 
M

r. 
A

nd
re

 J
ay

a 
ロ

ー
カ
ル

コ
ン
サ
ル

タ
ン

ト
（

成
果

1）
 

20
12

年
1
月

 -
  

2 
M

s.
 M

ar
is

a 
M

ei
 L

in
g 

ロ
ー
カ
ル

コ
ン
サ
ル

タ
ン

ト
（

成
果

2）
 

20
12

年
1
月

 -
  

3 
M

r. 
Ta

nd
io

no
 C

he
n 

ロ
ー
カ
ル

コ
ン
サ
ル

タ
ン

ト
（

成
果

3）
 

20
11

年
12

月
 -

  

4 
M

r. 
M

uj
ib

ur
ra

hm
an

 
ロ

ー
カ
ル

コ
ン
サ
ル

タ
ン

ト
（

成
果

4）
 

20
12

年
4
月

 -
  

5 
M

r. 
B

en
ha

rd
 A

ld
ri

n 
E

m
or

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
 

20
12

年
5
月

 -
 2

01
4
年

3
月

 

6 
M

s.
 L

yd
ia

 R
et

or
 

秘
書

 
20

12
年

10
月

 -
 2

01
4
年

3
月

 

7 
M

r. 
F

ra
nk

y 
R

. N
aj

oa
n 

翻
訳
／
通

訳
 

20
13

年
5
月

 -
  

8 
M

s.
 A

rl
is

th
a 

B
an

ti
ka

 
翻

訳
／
通

訳
 

20
12

年
9
月

 -
 2

01
4
年

3
月

 

9 
M

s.
 S

ar
ti

ny
 T

e’
da

ng
 

通
訳

 
20

13
年

3
月

 -
 2

01
4
年

3
月

 

10
 

M
r. 

Y
oh

ak
im

 B
 S

am
po

nu
 

G
IS

作
業

者
 

20
12

年
11

月
 -

 

11
 

M
r. 

R
ac

hm
at

 S
. D

ie
m

ya
ti

 
G

IS
作

業
者

 
20

13
年

2
月

 -
 2

01
4
年

3
月

 

12
 

M
r. 

R
ol

ly
 

運
転
手

 
20

12
年

9
月

 -
 2

01
4
年

3
月

 

13
 

M
r. 

A
lf

on
s 

運
転
手

 
20

13
年

5
月

 -
 2

01
4
年

3
月

 

14
 

M
s.

 W
en

ny
 T

ri
sh

an
ty

 
秘

書
 

20
12

年
1
月

 -
 2

01
2
年

10
月

 

15
 

M
s.

 N
ov

iy
an

ti
 E

rf
ie

n 
K

ap
ar

an
g 

ロ
ー
カ
ル

コ
ン
サ

ル
タ

ン
ト

（
成

果
3）

 
20

14
年

6
月

 -
 2

01
4
年

11
月

 

16
 

M
s.

 F
in

a 
F

it
ri

an
y 

 
秘

書
 

20
14

年
4
月

 -
 2

01
4
年

12
月

 

17
 

M
r. 

O
yo

ng
 S

af
ru

ly
  

秘
書

 
20

14
年

4
月

 -
 

18
 

M
s.

 V
iv

in
 N

il
a 

R
ak

hm
at

ul
la

h 
 

翻
訳
／
通

訳
 

20
14

年
6
月

 -
 

 



  

添付資料 6 

A6-1 

添
付

6:
 

供
与
機

材
 

20
15

年
4
月
時

点
 

1)
 供

与
機
材

 
N

o 
機

材
名

 
メ

ー
カ

ー
・

ス
ペ

ッ
ク

 
数

量
 

金
額

 
配

達
日

 
使

用
場
所

 
使

用
状
況

 

1 
P

ri
nt

er
  

C
an

on
 L

B
P

 9
10

0 
C

 
1 

ID
R

 2
0,

50
0,

00
0 

20
11

/1
2/

14
 

B
N

P
B

 
供

与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

2 
C

om
pu

te
r 

fo
r 

H
az

ar
d 

M
ap

 
D

el
l 2

32
0 

2 
ID

R
 3

3,
00

0,
00

0 
20

11
/1

2/
14

 
B

N
P

B
 

供
与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

3 
G

IS
 S

of
tw

ar
e 

 
A

rc
V

ie
w

10
.1

 
1 

U
S

D
 5

,0
90

 
20

12
/3

/2
6 

B
N

P
B

, B
P

B
D

 
供

与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

4 
C

om
pu

te
r 

fo
r 

H
az

ar
d 

M
ap

 
H

P
 O

M
N

I 
22

0-
10

10
D

 A
IO

 P
C

 
2 

ID
R

 1
3,

54
6,

00
0 

ID
R

 1
3,

14
0,

00
0 

20
12

/1
0/

1 
20

12
/1

2/
6 

B
P

B
D

 N
or

th
 S

ul
aw

es
i 

供
与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

5 
P

ri
nt

er
  

C
an

on
 L

B
P

 9
10

0 
C

 
1 

ID
R

 2
1,

65
4,

00
0 

 
20

12
/1

0/
2 

B
P

B
D

 N
or

th
 S

ul
aw

es
i 

供
与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

6 
S

at
el

li
te

 I
m

ag
e 

 
A

L
O

S
(A

V
N

IR
2)

 
1 

JP
Y

 6
3,

00
0 

20
12

/1
0/

16
 

B
P

B
D

 N
or

th
 S

ul
aw

es
i 

供
与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

7 
E

le
va

ti
on

 D
at

a 
 

IF
S

A
R

  
1 

U
S

D
 2

3,
91

8.
4 

20
12

/1
0/

29
 

B
P

B
D

 N
or

th
 S

ul
aw

es
i 

供
与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

8 
G

IS
 S

of
tw

ar
e 

 
A

rc
V

ie
w

10
.1

, S
pa

ti
al

 A
na

ly
st

 
2 

U
S

D
 9

67
6.

6 
20

12
/1

2/
3 

B
P

B
D

 N
or

th
 S

ul
aw

es
i 

供
与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

9 
S

at
el

li
te

 I
m

ag
e 

 
A

L
O

S
(A

V
N

IR
2)

 
1 

JP
Y

 8
25

,7
50

 
20

13
/1

/7
 

B
P

B
D

 N
or

th
 S

ul
aw

es
i 

供
与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

10
 

P
lo

tt
er

  
H

P
 D

es
ig

n 
Je

t 7
90

 A
4 

in
 P

os
tS

cr
ip

t e
 p

ri
nt

er
 (

 A
0 

+
 )

 
1 

ID
R

 5
2,

65
0,

00
0 

20
13

/4
/3

0 
B

P
B

D
 N

or
th

 S
ul

aw
es

i 
供

与
済
（

20
14

年
3
月

28
日
付
）

 

11
 

C
om

pu
te

r 
fo

r 
H

az
ar

d 
M

ap
 

A
S

U
S

 E
ee

T
op

 4
43

0s
 A

L
L

 I
N

 O
N

E
 

2 
ID

R
 3

3,
02

8,
00

0 
20

14
/6

/1
0 

B
P

B
D

 W
es

t N
us

a 
T

en
gg

ar
a 

使
用
中

 

12
 

P
ri

nt
er

  
H

P
 L

A
S

E
R

JE
T

 C
P

 5
22

5 
1 

ID
R

22
,0

00
,0

00
 

20
14

/5
/1

4 
B

P
B

D
 W

es
t N

us
a 

T
en

gg
ar

a 
使

用
中

 

13
 

E
le

va
ti

on
 D

at
a 

 
IF

S
A

R
  

1 
U

S
D

 7
29

7.
3 

20
14

/8
/1

1 
B

P
B

D
 W

es
t N

us
a 

T
en

gg
ar

a 
使

用
中

 

14
 

E
le

va
ti

on
 D

at
a 

 
IF

S
A

R
  

1 
U

S
D

 1
2,

57
4.

4 
20

14
/8

/1
1 

B
P

B
D

 W
es

t N
us

a 
T

en
gg

ar
a 

使
用
中

 

15
 

E
le

va
ti

on
 D

at
a 

 
IF

S
A

R
  

1 
U

S
D

 7
,9

56
.4

 
20

14
/8

/1
8 

B
P

B
D

 W
es

t N
us

a 
T

en
gg

ar
a 

使
用
中

 

16
 

P
lo

tt
er

  
H

P
 D

es
ig

n 
Je

t 7
90

 A
4 

in
 P

os
tS

cr
ip

t e
 p

ri
nt

er
 (

 A
0 

+
 )

 
1 

ID
R

49
,0

00
,0

00
 

20
14

/4
/2

2 
B

P
B

D
 W

es
t N

us
a 

T
en

gg
ar

a 
使

用
中

 

  2)
 携

行
機
材

 

N
o 

機
材
名

 
メ

ー
カ

ー
・

ス
ペ

ッ
ク

 
数

量
 

金
額

 
配

達
日

 
使

用
場
所

 
使

用
状
況

 

 
な

し
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本
邦
研

修
 

20
15

年
4
月

 
期

間
 

氏
名

 
所

属
 

訪
問
先

 

20
12

年
 

8
月

25
日

～

9
月

8
日

 

1 
D

r. 
Te

dd
y 

S
ud

in
da

 
B

N
P

B
 

1.
 国

土
交
通
省

東
北

地
方
整

備
局

 
2.

 七
ケ

浜
町

 
3.

 石
巻

市
 

4.
 女

川
町

 
5.

 気
象

庁
 

6.
 東

京
臨
海
広

域
防

災
公
園

 
7.

 目
黒

区
  

8.
 横

浜
市

 
9.

 墨
田

区
役
所

 
10

. 
墨

田
区

市
民
防

災
グ
ル

ー
プ

 
11

. 
高

知
県

庁
 

12
. 
高

知
市

役
所

 

2 
M

r.A
na

s 
L

ut
hf

i 
B

N
P

B
 

3 
M

r.H
oy

ke
 M

ak
ar

aw
un

g 
H

ea
d,

 B
P

B
D

 P
ro

vi
nc

e 
of

 N
or

th
 S

ul
aw

es
i 

4 
M

r. 
Ji

m
m

y 
E

. M
ok

ol
en

sa
ng

 
B

P
B

D
 P

ro
vi

nc
e 

of
 N

or
th

 S
ul

aw
es

i 

5 
M

r. 
F

id
el

w
an

 B
uu

lo
lo

 
B

P
B

D
 K

ot
a 

M
an

ad
o 

 

6 
M

r. 
Je

ff
ry

 W
ow

il
in

g 
H

ea
d,

 B
P

B
D

 K
ot

a 
B

it
un

g 

7 
M

r. 
W

il
le

n 
P

ol
ii

 R
un

tu
ka

hu
 

B
P

B
D

 K
ot

a 
To

m
oh

on
 

8 
M

s.
 E

nn
a 

M
ok

og
in

ta
 

H
ea

d,
 B

P
B

D
 K

ot
a 

K
ot

am
ob

ag
u 

9 
M

r. 
D

ju
ha

rd
i D

am
op

ol
ii 

H
ea

d,
 B

P
B

D
 K

ab
up

at
en

 B
ol

aa
ng

 M
on

go
nd

ow
 

10
 

M
r. 

H
. E

ri
ks

on
 T

eg
il

a 
H

ea
d,

 B
PB

D
 K

ab
up

at
en

 B
ol

aa
ng

 M
on

go
nd

ow
 U

ta
ra

 

11
 

M
r. 

M
as

pa
n 

M
us

 P
uw

a 
H

ea
d,

 B
P

B
D

 K
ab

up
at

en
 B

ol
aa

ng
 M

on
go

nd
ow

 S
el

at
an

 

12
 

M
r. 

H
ar

io
no

 S
ug

eh
a 

H
ea

d,
 B

P
B

D
 K

ab
up

at
en

 B
ol

aa
ng

 M
on

go
nd

ow
 T

im
ur

 

13
 

M
r. 

V
ec

ky
 K

al
oh

 
H

ea
d,

 B
P

B
D

 K
ab

up
at

en
 M

in
ah

as
a 

14
 

M
s.

 L
il

ly
 L

en
gk

on
g 

H
ea

d,
 B

P
B

D
 K

ab
up

at
en

 M
in

ah
as

a 
U

ta
ra

 

15
 

M
r. 

H
an

dr
ie

 M
.J

. K
om

al
in

g 
H

ea
d,

 B
P

B
D

 K
ab

up
at

en
 M

in
ah

as
a 

S
el

at
an

 

16
 

M
r. 

W
el

ly
 M

un
ai

se
ch

e 
H

ea
d,

 B
P

B
D

 K
ab

up
at

en
 M

in
ah

as
a 

Te
ng

ga
ra

 

17
 

M
r. 

E
. P

os
um

ah
 

H
ea

d,
 B

P
B

D
 K

ab
up

at
en

 K
ep

ul
au

an
 S

it
ar

o 

18
 

M
r. 

R
ei

nt
je

 T
am

bo
to

 
H

ea
d,

 B
PB

D
 K

ab
up

at
en

 K
ep

ul
au

an
 S

an
gi

he
 

19
 

M
r. 

H
. S

al
om

be
 

H
ea

d,
 B

P
B

D
 K

ab
up

at
en

 K
ep

ul
au

an
 T

al
au

d 

20
14

年
 

8
月

16
日

～

8
月

30
日

 

1 
M

r. 
W

ed
ha

 M
ag

m
a 

A
rd

hi
 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 -
 N

T
B

 P
ro

vi
nc

e 

1.
 桜

島
火
山
活

動
研

究
セ
ン

タ
ー

 
2.

 桜
島

ビ
ジ
タ

ー
セ

ン
タ
ー

 
3.

 鹿
児

島
県
庁

（
砂

防
課
、

危
機
管
理

防
災
課

）
 

4.
 鹿

児
島
市
役

所
（

市
に
お

け
る
防
災

対
策
）

 
5.

 桜
島

市
民
防

災
グ

ル
ー
プ

 
6.

 国
土

交
通
省

九
州

地
方
整

備
局

 
7.

 東
京

臨
海
広

域
防

災
公
園

 
8.

 東
京

都
庁
（

災
害

応
急
対

応
、
防
災

）
 

9.
 東

北
大
学
講

義
「

東
日
本

大
震
災
の

復
興
に

お
け
る
研

究
機
関

の
役
割
」

  
10

. 
本

所
都

民
防
災

教
育
セ

ン
タ
ー
本

所
防
災

館
 

11
. 
気

象
庁

 
12

. 
国

土
交

通
省

  
13

. 
東

松
島

市
役
所

  
14

. 
宮

城
県

東
松
島

市
と
ア

チ
ェ
市
に

お
け
る

相
互
復
興

推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム

 
15

. 
野

蒜
地

区
移
転

先
地
、

奥
松
島
ソ

ー
ラ
ー

パ
ー
ク
、

防
災
用

備
蓄

  
16

. 
石

巻
市

で
の
東

日
本
大

震
災
講
談

 
17

. 
石

巻
ニ

ュ
ー
ゼ

 
18

. 
石

巻
市

参
加
型

復
興
活

動
 

19
. 
防

災
訓

練
視
察

（
銀
座

）
 

2 
M

r. 
H

ar
dy

 W
ij

ay
a 

H
ea

d 
of

 P
re

ve
nt

io
n 

an
d 

P
re

pa
re

dn
es

s 
D

iv
is

io
n 

– 
B

P
B

D
 N

T
B

 P
ro

vi
nc

e 

3 
M

r. 
A

hy
ar

 J
un

ai
di

 A
bd

ul
 A

zi
s 

H
ea

d 
of

 R
eh

ab
il

it
at

io
n 

an
d 

R
ec

on
st

ru
ct

io
n 

D
iv

is
io

n 
- 

B
P

B
D

 N
T

B
 P

ro
vi

nc
e 

4 
M

r. 
S

up
ar

di
 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 -
 K

ot
a 

M
at

ar
am

 

5 
M

r. 
H

al
aw

i M
us

ta
fa

 K
ho

li
di

 
H

ea
d 

of
 B

P
B

D
 -

 K
ab

. L
om

bo
k 

B
ar

at
 

6 
N

ur
pu

ri
 S

in
ar

ep
 R

um
an

gi
n 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 -
 K

ab
. L

om
bo

k 
Te

ng
ah

 

7 
M

r. 
A

bd
ul

 H
ak

im
 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 -
 K

ab
. L

om
bo

k 
T

im
ur

 

8 
M

r. 
M

oh
. I

w
an

 M
ar

et
 A

sm
ar

a 
H

ea
d 

of
 B

P
B

D
 -

 K
ab

. L
om

bo
k 

U
ta

ra
 

9 
M

r. 
T

ho
li

b 
A

bd
ul

la
h 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 -
 K

ab
. S

um
ba

w
a 

B
ar

at
 

10
 

M
r. 

M
uk

m
in

 
H

ea
d 

of
 B

P
B

D
 -

 K
ab

. S
um

ba
w

a 

11
 

M
r. 

Im
ra

n 
H

ea
d 

of
 B

P
B

D
 -

 K
ab

. D
om

pu
 

12
 

M
r. 

M
uh

am
m

ad
 F

ak
hr

un
ra

ji
 B

in
 H

am
id

 
H

ea
d 

of
 B

P
B

D
 -

 K
ot

a 
B

im
a 

13
 

M
r. 

A
bd

ul
 W

ah
ab

 
H

ea
d 

of
 B

P
B

D
 -

 K
ab

. B
im

a 

14
 

M
r. 

N
ol

dy
 W

ol
te

r 
D

av
id

 L
io

w
 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 N
or

th
 S

ul
aw

es
i P

ro
vi

nc
e 

15
 

M
r. 

Je
ff

ry
 W

ow
il

in
g 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 K
ot

a 
B

it
un

g 

16
 

M
s.

E
li

n 
L

in
aw

at
y 

B
N

P
B

 

17
 

M
r. 

Y
ul

ia
nt

o 
S

uk
at

m
o 

W
iy

on
o 

B
N

P
B

 

18
 

M
r. 

P
ra

to
m

o 
C

ah
yo

 N
ug

ro
ho

 
B

N
P

B
 

19
 

M
s.

 G
it

a 
Y

ul
ia

nt
i S

uw
an

di
 

B
N

P
B

 

20
 

M
s.

D
ia

n 
A

nd
ry

 P
us

pi
ta

 S
ar

i 
B

N
P

B
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カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
の

配
置
 

 
20

15
年

4
月

 
1)

 B
N

P
B
カ

ウ
ン
タ

ー
パ
ー

ト
  

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お

け
る
役

割
 

氏
名

 
B

N
P

B
で

の
職
位

 
期

間
 

1 
P

ro
je

ct
 D

ir
ec

to
r 

M
r. 

B
er

na
rd

us
 W

is
nu

 W
ij

ay
a 

D
ep

ut
y 

C
hi

ef
 f

or
 P

re
ve

nt
io

n 
an

d 
P

re
pa

re
dn

es
s 

 
 2

01
4
年

10
月

 -
 

2 
M

r. 
D

od
y 

R
us

w
an

di
 

D
ep

ut
y 

C
hi

ef
 f

or
 P

re
ve

nt
io

n 
an

d 
P

re
pa

re
dn

es
s 

 
 2

01
3
年

8
月

 -
 2

01
4
年

10
月

 
3 

M
r. 

S
ug

en
g 

T
ri

ut
om

o 
D

ep
ut

y 
C

hi
ef

 f
or

 P
re

ve
nt

io
n 

an
d 

P
re

pa
re

dn
es

s 
 

 -
 2

01
3
年

8
月

  
4 

P
ro

je
ct

 M
an

ag
er

 1
 f

or
 O

ut
pu

t 2
 a

nd
 3

-1
 

M
r. 

L
il

ik
 K

ur
ni

aw
an

, S
.T

., 
M

.S
i. 

D
ir

ec
to

r 
fo

r 
D

is
as

te
r 

R
is

k 
R

ed
uc

ti
on

  
 

20
13

年
3
月

 -
  

 
5 

Te
dd

y 
W

. S
ud

in
da

  
D

ir
ec

to
r 

fo
r 

D
is

as
te

r 
R

is
k 

R
ed

uc
ti

on
  

 
 -

 2
01

3
年

3
月

 
6 

P
ro

je
ct

 M
an

ag
er

 2
 f

or
 O

ut
pu

t 3
-2

 a
nd

 4
-1

 
M

r. 
M

ed
i H

er
li

ya
nt

o,
 C

E
S

,M
M

 
D

ir
ec

to
r 

fo
r 

P
re

pa
re

dn
es

s 
 

7 
P

ro
je

ct
 M

an
ag

er
 3

 f
or

 O
ut

pu
t 1

 a
nd

 2
 

D
r. 

S
ut

op
o 

P
ur

w
o 

N
ug

ro
ho

 
H

ea
d 

of
 D

at
a,

 I
nf

or
m

at
io

n 
an

d 
P

ub
li

c 
R

el
at

io
n 

C
en

te
r 

 
8 

P
ro

je
ct

 M
an

ag
er

 4
 f

or
 O

ut
pu

t 4
-2

 
M

s.
 A

nn
y 

Is
gi

at
i 

D
ir

ec
to

r 
fo

r 
C

om
m

un
it

y 
E

m
po

w
er

m
en

t 
 

 2
01

3
年

10
月

 -
 

9 
D

rs
. M

uh
ta

ru
dd

in
, M

.S
i. 

D
ir

ec
to

r 
fo

r 
C

om
m

un
it

y 
E

m
po

w
er

m
en

t 
 

 -
 2

01
3
年

10
月

 
10

 
P

ro
je

ct
 C

oo
rd

in
at

or
 

M
r. 

R
. S

ug
ih

ar
to

 
D

ir
ec

to
r 

fo
r 

B
ur

ea
u 

of
 L

aw
s 

an
d 

C
oo

pe
ra

ti
on

 
 

11
 

O
ut

pu
t 1

 
D

is
as

te
r 

D
at

a 
an

d 
In

fo
rm

at
io

n 
Te

am
 L

ea
de

r 
fo

r 
O

ut
pu

t 1
 

N
eu

li
s 

Z
ul

ia
st

ri
 

H
ea

d 
of

 D
iv

is
io

n:
 I

nf
or

m
at

io
n 

 
 

12
 

M
em

be
r 

1-
1 

L
in

da
 L

es
ta

ri
 

S
ta

ff
  

 
13

 
M

em
be

r 
1-

2 
D

r. 
A

gu
s 

W
ib

ow
o 

H
ea

d 
of

 D
iv

is
io

n:
 D

at
a 

 
14

 
O

ut
pu

t 2
 

H
az

ar
d 

an
d 

R
is

k 
M

ap
s 

Te
am

 L
ea

de
r 

fo
r 

O
ut

pu
t 2

 
L

il
ik

 K
ur

ni
aw

an
, S

.T
., 

M
.S

i. 
D

ir
ec

to
r 

fo
r 

D
is

as
te

r 
R

is
k 

R
ed

uc
ti

on
 

 
15

 
M

em
be

r 
2-

1 
A

ri
e 

A
st

ut
i W

ul
an

da
ri

, S
.S

i. 
S

ta
ff

 o
f 

D
ir

ec
to

ra
te

 f
or

 D
R

R
 

 
16

 
M

em
be

r 
2-

2 
P

ra
to

m
o 

C
ah

yo
 N

ug
ro

ho
, S

.T
. 

S
ta

ff
 o

f 
D

ir
ec

to
ra

te
 f

or
 D

R
R

 
 

17
 

O
ut

pu
t 3

 
R

eg
io

na
l D

is
as

te
r 

M
an

ag
em

en
t 

P
la

n,
 a

nd
 A

ct
io

n 
P

la
n 

t 
D

ep
ut

y 
Te

am
 L

ea
de

r 
1 

E
li

n 
L

in
aw

at
i, 

S
.K

.M
, M

.M
. 

H
ea

d 
of

 S
ub

 D
iv

is
io

n:
 M

it
ig

at
io

n 
 

 2
01

2
年

6
月

 -
 

18
 

Ir
. A

na
s 

L
ut

hf
i, 

M
.T

. 
H

ea
d 

of
 S

ub
 D

iv
is

io
n:

 M
it

ig
at

io
n 

 
- 

20
12

年
6
月

 
19

 
M

em
be

r 
3-

1-
1 

M
oh

d.
 R

ob
i A

m
ri

, S
.T

. 
H

ea
d 

of
 S

ec
ti

on
: D

is
as

te
r 

R
is

k 
A

ss
es

sm
en

t 
 

20
 

M
em

be
r 

3-
1-

2 
N

ov
i K

um
al

as
ar

i, 
S

.A
.P

 
S

ta
ff

 o
f 

D
ir

ec
to

ra
te

 f
or

 D
R

R
 

 
21

 
C

on
ti

ng
en

cy
 P

la
n 

an
d 

S
O

P
 

D
ep

ut
y 

Te
am

 L
ea

de
r 

2 
Ir

. A
fr

ia
l R

os
ya

, M
.A

. 
H

ea
d 

of
 S

ub
 D

ir
ec

to
ra

te
: R

es
po

ns
e 

P
la

nn
in

g 
 

22
 

M
em

be
r 

3-
2-

1 
dr

. R
uc

ky
 N

ur
ul

 W
ur

sa
nt

y 
D

ew
i 

H
ea

d 
of

 S
ec

ti
on

: N
ee

ds
 &

 P
ot

en
ti

al
 R

es
ou

rc
es

 
 

23
 

M
em

be
r 

3-
2-

2 
F

er
y 

Ir
aw

an
, S

.K
om

 
S

ta
ff

 o
f 

D
ir

ec
to

ra
te

 f
or

 P
re

pa
re

dn
es

s 
 

24
 

M
em

be
r 

3-
2-

3 
Y

us
 R

iz
al

 
H

ea
d 

of
 S

ub
 D

ir
ec

to
ra

te
: R

es
cu

e 
&

 E
va

cu
at

io
n 

 
25

 
O

ut
pu

t 4
 

D
is

as
te

r 
M

an
ag

em
en

t D
ri

ll
 a

nd
 

E
xe

rc
is

e 
Te

am
 L

ea
de

r 
fo

r 
O

ut
pu

t 4
-1

 
E

dy
 P

ur
ba

 
H

ea
d 

of
 S

ub
 D

ir
ec

to
ra

te
: P

re
pa

ra
ti

on
 o

f 
R

es
ou

rc
es

  
 2

01
2
年

6
月

 -
 

26
 

E
li

n 
L

in
aw

at
i, 

S
.K

.M
, M

.M
. 

H
ea

d 
of

 S
ub

 D
ir

ec
to

ra
te

: P
re

pa
ra

ti
on

 o
f 

R
es

ou
rc

es
  

 -
 2

01
2
年

6
月

 
27

 
M

em
be

r 
4-

1-
1 

H
ar

ap
an

 A
li

 B
er

na
du

s 
H

ea
d 

of
 S

ec
ti

on
: C

on
tr

ol
li

ng
 

 
28

 
M

em
be

r 
4-

1-
2 

M
ei

li
na

 W
ul

an
da

ri
, S

.S
os

 
S

ta
ff

 o
f 

D
ir

ec
to

ra
te

 f
or

 P
re

pa
re

dn
es

s 
 

29
 

C
om

m
un

it
y-

ba
se

d 
D

is
as

te
r 

R
is

k 
M

an
ag

em
en

t 
Te

am
 L

ea
de

r 
fo

r 
O

ut
pu

t 4
-2

 
D

ra
. E

nn
y 

S
up

ar
ti

ni
, M

.M
. 

H
ea
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re

ve
nt

io
n 

S
ec

ti
on

 
K

en
ji

 M
O

R
IT

A
 

5 
M

em
be

r 
2 

A
ri

f 
R

us
m

an
 E

fe
nd

i, 
S

T,
 M

.E
ng

 
H

ea
d 

of
 D

at
a 

an
d 

S
ta

ti
st

ic
 S

ub
-D

iv
is

io
n,

 B
ap

pe
da

 
S

ug
io

 I
m

am
ur

a 
6 

M
em

be
r 

3 
A

di
 A

kh
w

an
, S

T,
 M

.E
ng

, M
.S

c 
H

ea
d 

of
 R

eg
io

n 
F

ac
il

it
y,

 B
ap

pe
da

 
A

ki
hi

ro
 F

ur
ut

a 
7 

O
ut

pu
t 3

 
R

eg
io

na
l D

is
as

te
r 

M
an

ag
em

en
t P

la
n,

 
an

d 
A

ct
io

n 
P

la
n 

 
M

em
be

r 
1 

D
rs

. H
. M

uh
ta

r Y
as

in
, M

A
P

 
H

ea
d 

of
 C

om
m

is
si

on
 A

, K
ot

a 
B

im
a 

P
ar

li
am

en
t 

R
yo

ji
 T

A
K

A
H

A
S

H
I 

8 
M

em
be

r 
2 

Ir
. T

af
si

r 
H

ea
d 

of
 S

oc
ia

l a
nd

 C
ul

tu
re

, B
ap

pe
da

 
K

at
su

 K
A

T
O

 
9 

M
em

be
r 

3 
A

bd
ur

ah
m

an
, S

T
 

Te
m

p.
 H

ea
d 

of
 R

eh
ab

il
it

at
io

n 
an

d 
R

ec
on

st
ru

ct
io

n 
D

iv
is

io
n

 
10

 
M

em
be

r 
4 

S
ur

ya
ni

, S
E

 
H

ea
d 

of
 P

ro
gr

am
 S

ub
-D

iv
is

io
n 

 
11

 
O

ut
pu

t 4
 

D
is

as
te

r 
M

an
ag

em
en

t D
ri

ll
 a

nd
 

E
xe

rc
is

e 
M

em
be

r 
1 

H
id

ay
at

, S
m

H
k 

Te
m

p.
 H

ea
d 

of
 L

og
is

ti
c 

an
d 

E
m

er
ge

nc
y 

D
iv

is
io

n 
M

ik
i K

O
D

A
M

A
 

12
 

M
em

be
r 

2 
M

as
ri

n,
 S

.P
t 

H
ea

d 
of

 P
re

pa
re

dn
es

s 
S

ec
ti

on
 

Y
ok

o 
O

TA
 

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お

け
る
役

割
 

氏
名

 
B

P
B

D
で

の
職
位

 
日

本
側

 
1 

K
ab

up
at

en
 

B
im

a 

Te
am

 D
ir

ec
to

r 
D

rs
. H

. S
um

ar
so

no
, S

H
 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 (
Ja

nu
ar

y 
20

15
 –

 n
ow

) 
 

2 
A

bd
ul

 W
ah

ab
, S

H
 

H
ea

d 
of

 B
P

B
D

 (
...

 –
 J

an
ua

ry
 2

01
5)

 
 

3 
C

oo
rd

in
at

or
 

In
dr

a 
N

ur
ja

ya
, S

H
 

S
ec

re
ta

ry
 o

f 
B

P
B

D
 

 
4 

O
ut

pu
t 2

 
H

az
ar

d 
an

d 
R

is
k 

M
ap

s 
M

em
be

r 
1 

A
ri

es
 M

un
an

da
r, 

S
T.

 M
T.

 
H

ea
d 

of
 P

re
ve

nt
io

n 
an

d 
P

re
pa

re
dn

es
s 

D
iv

is
io

n 
K

en
ji

 M
O

R
IT

A
 

5 
M

em
be

r 
2 

S
ha

la
hu

dd
in

, S
T

 
H

ea
d 

of
 R

eh
ab

il
it

at
io

n 
S

ec
ti

on
 

S
ug

io
 I

m
am

ur
a 

6 
M

em
be

r 
3 

A
ji

 S
up

ra
yo

gi
 

S
ta

ff
 

A
ki

hi
ro

 F
ur

ut
a 

7 
O

ut
pu

t 3
 

R
eg

io
na

l D
is

as
te

r 
M

an
ag

em
en

t P
la

n,
 

an
d 

A
ct

io
n 

P
la

n 
 

M
em

be
r 

1 
A

. R
if

ai
, S

T
 

H
ea

d 
of

 R
eh

ab
il

it
at

io
n 

an
d 

R
ec

on
st

ru
ct

io
n 

D
iv

is
io

n 
R

yo
ji

 T
A

K
A

H
A

S
H

I 
8 

M
em

be
r 

2 
M

. G
un

aw
an

, S
.S

i 
H

ea
d 

of
 P

ro
gr

am
 a

nd
 R

ep
or

ti
ng

 S
ub

-D
iv

is
io

n 
K

at
su

 K
A

T
O

 
9 

M
em

be
r 

3 
R

ud
i H

ar
to

no
, S

.S
os

 
H

ea
d 

of
 e

m
er

ge
nc

y 
R

es
po

ns
e 

S
ec

ti
on

 
 

10
 

O
ut

pu
t 4

 
D

is
as

te
r 

M
an

ag
em

en
t D

ri
ll

 a
nd

 
E

xe
rc

is
e 

M
em

be
r 

1 
Z

ul
ki

fl
i H

. A
bi

di
n,

 S
.S

os
 

H
ea

d 
of

 P
re

ve
nt

io
n 

S
ec

ti
on

 
M

ik
i K

O
D

A
M

A
 

11
 

M
em

be
r 

2 
D

ad
an

 K
us

da
na

 
H

ea
d 

of
 P

re
pa

re
dn

es
s 

S
ec

ti
on

 
Y

ok
o 

O
TA

 

 



  

添付資料 9 

A9-1 

添
付

9:
 

現
地
活

動
費

 
 日

本
側

 
（

日
本
円

）
 

項
目

 
20

11
年

度
 

20
11

年
7
月

 -
 2

01
2
年

3
月

20
12

年
度

 

20
12

年
4
月

 -
 2

01
3
年

3
月

20
13

年
度

 

20
13

年
4
月

 -
 2

01
4
年

3
月

20
14

年
度

 

20
14

年
4
月

- 
20

15
年

3
月

20
15

年
度

 

20
15

年
4
月

 -
 現

在
 

合
計

 

一
般

業
務

費
 

（
ロ

ー
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
、
車

輛
借
り
上

げ
等
）

 
3,

42
2,

24
0 

12
,4

54
,5

38
 

16
,7

18
,0

08
20

,9
99

,6
80

N
.A

53
,5

94
,4

66
 

資
機

材
等

購
入

費
  

（
プ

リ
ン

タ
ー

、
プ

ロ
ッ
タ

ー
、
パ
ソ

コ
ン
等

）
 

86
9,

00
1 

3,
93

9,
95

7 
51

1,
75

8
3,

04
4,

45
9

N
.A

8,
36

5,
17

5 

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

研
修
費

  

（
交

通
費

、
教

材
費

、
入
場

料
等
）

 
0 

1,
11

3,
77

7 
0

1,
22

3,
96

2
N

.A
2,

33
7,

73
9 

合
計

 
4,

29
1,

24
1 

17
,5

08
,2

72
 

17
,2

29
,7

66
23

,8
84

,4
47

 
64

,2
97

,3
80

 

  イ
ン

ド
ネ

シ
ア

側
 

（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
ル

ピ
ア
）

 

項
目

 
20

11
年

度
 

20
11

年
7
月

 -
 2

01
2
年

3
月

20
12

年
度

 

20
12

年
4
月

 -
 2

01
3
年

3
月

20
13

年
度

 

20
13

年
4
月

 -
 2

01
4
年

3
月

20
14

年
度

 

20
14

年
4
月

- 
20

15
年

3
月

20
15

年
度

 

20
15

年
4
月

 -
 現

在
 

合
計

 

N
/A

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

 
 

  





  

添付資料 10 

A10-1

添
付

10
: 

成
果
グ

リ
ッ
ド

（
指
標

の
達
成

度
）

 
 

要
 
約

 
指

標
 

現
在

の
状

況
 

ア
セ
ス
メ

ン
ト

 
上

位
目

標
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
対

象
地

域
以
外

の

州
お

よ
び

県
・

市
に

防
災
局

（
B

P
B

D
）

が
設

置
さ

れ
、
本

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

作
成

さ
れ
た

資

料
と

手
法

を
用

い
て

災
害
対

応

能
力

が
強

化
さ

れ
る

。
 

本
件
を
通

じ
て
確
立

さ
れ
た

災
害

デ
ー
タ
の

蓄
積
手
法

、
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ
・

リ
ス
ク
マ

ッ
プ
の

作
成

手
法
、
地

域
防
災
計

画
策
定

手
法

、

防
災
訓
練

の
実
施
手

法
を
適

用
し

た
州
、
県

・
市
の
数

 

 ・
 成

果
5（

地
域

防
災

計
画

策
定

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
全

国
展

開
活
動
）
は

、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

目
標
と

上
位
目
標

と
の
間

の
ギ
ャ
ッ

プ
を

埋
め

る
た

め
に

中
間

レ
ビ

ュ
ー

の
提

言
を

踏
ま

え
て

20
14

年
4
月

の
JC

C
で

P
D

M
に

追
加
さ
れ

た
。
し
か
し

現
時

点
で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

で
作

成
さ

れ
た

資
料

と
手

法
の

利
用

は
ま

だ
対

象
地

域
（

パ
イ

ロ
ッ
ト

州
）

内
B

P
B

D
に

限
ら
れ

て
い
る
。

成
果

5
の
活
動
（

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
最

終
化

と
B

N
P

B
に

よ
る

承
認

、
防

災
月

間
で

の
全
県
市

B
P

B
D
へ

の
配
布

な
ど
）

の
実
施
に

よ
り
、

上
位
目
標

達
成

に
向

け
た

 進
展

も
出

て
く

る
も

の
と

想
定

さ
れ

る
。

 
・

 全
国

展
開

活
動

に
つ

い
て

は
、
防

災
月

間
で

の
配

布
の

ほ
か

、
In

a-
D

R
T

G
で

実
施
さ

れ
る
研
修

で
同
技

術
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

を
使
用
す

る
等

の
案

が
考

え
ら

れ
る

。
  

 未
達
成

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
国

家
防

災
庁
（

B
N

P
B
）
、
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

州
防

災
局
（

B
P

B
D
）、

同
対
象
地

域
内

の
県

・
市

防
災

局
（

B
P

B
D
）

の

災
害

対
応

能
力

が
向

上
す
る

。
 

 

1.
 本

件
策
定
の

地
域

防
災

計
画

を

承
認

手
続

き
し

た
県
・
市

の
数

・

承
認
事
例

 

・
 北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

で
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
作

成
し

た
全

14
県

市
の

R
D

M
P（

地
域
防

災
計
画
）
が

B
P

B
D
長

に
よ
り

承
認
さ

れ
た

。（
20

15
年

4
月

時
点

で
は

、
こ

の
う

ち
9
県

市
の

R
D

M
P
は

市
長

・
町

長
に
も
承
認

さ
れ
て

い
る
）

  
  

対
象

地
域

 
策

定
さ

れ
た

D
R

M
P
の

数
 

承
認
さ
れ

た
地

R
D

M
P
の

数
 

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
（

S
U

L
U

T
）

 
14

 （
済
）

 
14

（
B

P
B

D
長
が
承

認
）

 
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

（
N

T
B
）

 
10

 （
現

在
作

成
中

）
  

  
- 

・
 現

在
作

成
が

進
ん

で
い

る
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

の
10

県
市
の

R
D

M
P
に

つ
い
て
も

、
こ
の
ま

ま
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

活
動
が

進
む
こ
と

に

よ
り

、
最

終
化

の
後

は
承

認
さ

れ
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
  

  
 

 部
分
的
に

達

成
 

（
西
ヌ
サ

ト

ゥ
ン
ガ
ラ

州

で
活
動
が

継

続
中
）

 
 

2.
 対

象
地
域
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

で
自
主
的

に
実
施
さ

れ
た

防
災

訓
練
の
数

 

・
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

で
は

、
20

14
年

3
月

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
終

了
後
、

少
な
く

と
も
次
の

6
件
の

防
災
活
動

が
実
施

さ
れ
た
。

 
レ

ベ
ル

 
 

自
主
的
な

防
災
活
動

 
州

 
1)

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
B

P
B

D
は

、
20

13
年

10
月

4
日

に
知
事

フ
ィ
ー

ル
ド
オ
フ

ィ
ス
に

て
、
マ
ナ

ド
市

B
P

B
D
、
ト

モ
ホ

ン
市

B
P

B
D
、
軍

、
州

保
健
担

当
部
署
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
赤

十
字
そ

の
他
関
連

組
織
か

ら
約

30
0
名

の
参

加
を

得
て

防
災

訓
練

を
実
施

。
翌
日
は

、
そ
れ

ぞ
れ
の
防

災
関
連

組
織
が
機

材
や
設

備
の

使
用

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行
っ
た

。
  

  
県

市
 

2)
ビ

ト
ゥ

ン
市

B
P

B
D
は

、
20

14
年

5
月

に
、
市
の
防

災
関

係
部
局
（
保

健
、
福
祉

、
公
共
事
業

）
や

コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
組

織
（

TA
G

A
N

A
, S

IB
A

T
）
、

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
赤
十

字
と
共
に

防
災
訓

練
を
実
施

。
 

3)
マ

ナ
ド

市
B

P
B

D
は

、
20

15
年

1
月
に

、
こ

れ
ま
で

の
2
回

の
C

P
X
（

20
13

年
9
月
及

び
20

13
年

10
月

）
の

経
験

を
も

と
に

、
防

災
訓

練
を

実
施
。

 
4)

シ
タ

ロ
県

B
P

B
D
は

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

よ
る
パ

イ
ロ
ッ
ト

村
落
で

C
B

D
R

M
活

動
の
成

果
を
踏

ま
え

、

20
14

年
は

Ta
ta

ha
de

ng
村

を
対

象
に

ID
R

 2
0 

m
il

li
on

、
20

15
年
は

D
om

pa
so

村
、

R
an

ot
an

a
村
を

対

象
に

ID
R

 4
0 

m
il

li
on

を
、

C
B

D
R

M
活

動
推
進

の
た
め
に

措
置
。

 
5)

シ
タ
ロ

県
B

P
B

D
は

、
R

D
M

P
の

改
訂

に
向
け

て
、
村
代

表
者
も

メ
ン
バ
ー

に
含
む
「
防

災
フ

ォ
ー
ラ

ム
」

を
立

ち
上

げ
。

 
6)

 
シ

タ
ロ

県
B

P
B

D
は

、
イ

ン
ド

ネ
シ
ア

赤
十
字

現
地
事
務

所
が
実

施
し

た
20

14
年

10
月
の
防

災
訓
練

に
も

積
極

的
に

参
加

（
シ

タ
ロ

県
B

PB
D
と

イ
ン
ド
ネ

シ
ア

赤
十
字

現
地
事
務

所
と
の

関
係
は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

し
て

強
化

）
 

村
  

-
C

B
D

R
M

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
落

で
あ

っ
た
シ
タ

ロ
県

K
el

ur
ah

an
 B

eb
al

iで
は

、
避

難
経
路

等
の

サ
イ
ン

ボ
ー

ド
設

置
の

た
め

の
火

山
ハ

ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

の
見
直
し

の
検
討

が
進
行
中

。
 

  
  

注
）

以
上

の
例

は
、

終
了

時
評

価
調

査
中

に
、

州
B

P
B

D
及

び
幾

つ
か

の
県

市
B

P
B

D
へ

の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

に
よ
っ

て
聞
き
取

っ
た
も

の
。

全
て

の
県

市
B

P
B

D
に

対
し

て
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

行
っ

た
わ

け
で
は
な

い
。

 
 

部
分
的
に

達

成
 

（
西
ヌ
サ

ト

ゥ
ン
ガ
ラ

州

で
活
動
が

継

続
中
）

 
 

成
果

 
1.

 対
象

地
域

の
県
・
市
地

方
防
災

局
の

災
害

リ
ス

ク
管

理
の

基
礎

と
な

る
災

害
に

関
す

る
デ

ー

 1-
1.

 対
象

地
域
の
災

害
に

関
す

る

デ
ー
タ
の

蓄
積
量
（
現

在
は

無
い

デ
ー
タ
の

た
め
新
た

に
蓄

積
さ

れ
る
）

 

 （
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

）
 

・
次

の
法

令
等

に
基

づ
き

、
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

で
の

活
動

を
踏

ま
え

つ
つ
、

県
・
市

災
害
デ
ー

タ
・
情

報
収
集
・

蓄
積
技

術
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

（
ve

r1
.0
）（

20
13

年
9
月

ド
ラ

フ
ト

）
が

作
成

さ
れ

た
。
本

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

は
、
州
・
県
・
市

の
B

P
B

D
職
員
を

対
象
と

し
、
災
害

情
報

収
集

に
関

す
る

具
体

的
な

手
順

、
伝

達
、

蓄
積

方
法

を
記

載
。

 

達
成
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タ
・
情

報
の

収
集

能
力
・
蓄
積
精

度
が

向
上

す
る

。
 

 

  
 1

) 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

11
年

第
8
号

（
災

害
デ

ー
タ

の
標

準
化
）

 
  

 2
) 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

12
年

第
7
号

（
デ

ー
タ

管
理

及
び

災
害

情
報

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）

 
・

P
er

ka
 N

o.
8/

20
11
（

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
11

年
第

8
号

）
は

、
災
害
情
報

の
フ
ェ

ー
ズ
（
平

常
時
、

危
機
管
理

時
、
災

害
後
）
ご

と
に

デ
ー

タ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

提
供

し
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
こ

れ
を
更

に
5
フ

ェ
ー
ズ
に

細
分
化

し
、

5
つ

の
デ
ー

タ
フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
を

作
成

し
た

。
 

災
害

対
応

フ
ェ

ー
ズ

P
er

ka
 N

o.
8/

20
11

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
作
成

の
デ
ー

タ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト

 
平

常
時

 
P

re
 D

is
as

te
r 

・
地

域
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
フ

ォ

ー
ム

及
び

利
用

可
能

な

リ
ソ

ー
ス

フ
ォ

ー
ム

 

・
 K

ab
up

at
en

 a
nd

 K
ot

a 
P

ro
fi

le
 R

ep
or

t（
県
・
市
で

一
定
期
間

に
発
生

し
た

災
害

を
リ
ス
ト

化
し
て

報
告
）

 
・

 R
es

ou
rc

e 
A

va
il

ab
il

it
y 

R
ep

or
t（

地
理
情

報
な
ど

基
礎
情
報

を
収
集

）

・
 D

ai
ly

 R
ep

or
t（

日
常

的
に
監

視
し
必
要

に
応
じ

て
情
報
を

更
新
）

 
危

機
管

理
時

 
E

m
er

ge
nc

y 
R

es
po

ns
e

・
災

害
発

生
フ

ォ
ー

ム
 

・
S

ur
ve

y 
R

ep
or

t（
災
害
直

後
に
収
集

す
べ
き

必
要
最
低

限
の
項

目
）

・
D

is
as

te
r 

In
ci

de
nt

 R
ep

or
t（

災
害

沈
静

化
後
に

上
位
機
関

へ
報
告

）

災
害
後

 
P

os
t D

is
as

te
r 

・
復

旧
復

興
フ

ォ
ー

ム
 

 -
 

・
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

に
関

す
る

活
動

は
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

を
も
っ

て
終
了

。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
後
半
で

は
、
西

ヌ
サ
ト
ゥ

ン
ガ
ラ

州
の

活
動

を
踏

ま
え

て
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
改

訂
は

行
わ

れ
な

い
。

 
 

1-
2.

 対
象

地
域
の
災

害
に
関

す
る

デ
ー
タ
内

容
の
充
実

度
（
定

型
フ

ォ
ー
マ
ッ

ト
に
沿
い

、
不
足

無
く

蓄
積
さ
れ

る
。
）

 

・
 2

01
3
年

2
月

に
マ

ナ
ド

で
発

生
し

た
洪

水
時

に
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で
作
成

し
た
フ

ォ
ー
マ
ッ

ト
を
ロ

ー
カ
ル
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト
が

試
験

的
に

使
用

し
、

そ
の

結
果

が
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

改
善

に
反

映
さ

れ
た

。
20

14
年

1
月
の

洪
水
時

に
も
フ

ィ
ー
マ
ッ

ト
が
活

用
さ
れ
た

。
 

・
 北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

B
P

B
D
か

ら
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

品
の

中
で
も
特

に
成

果
1（

デ
ー

タ
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト

と
技
術

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

）

が
有

用
で

あ
っ

た
、

と
の

発
言

が
あ

っ
た

。
 

・
 B

N
P

B
は

、
防

災
マ

ガ
ジ

ン
「

G
E

M
A
」

を
年

3
回

発
行

し
て

い
る

。
こ
れ

ら
防
災

マ
ガ
ジ
ン

掲
載
記

事
の
た
め

の
情
報

収
集
に
デ

ー
タ

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

は
利

用
可

能
。

 

達
成

 

2.
 対

象
地

域
の

県
・
市
の

ハ
ザ
ー

ド
・
リ

ス
ク

マ
ッ

プ
作

成
能

力
が

向
上

す
る

 

2-
1.

 対
象

地
域
で
、
ハ
ザ

ー
ド
・
リ

ス
ク
マ
ッ

プ
が
策
定

さ
れ

た

県
・
市
の

数
 

（
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

）
 

・
 2

01
3
年

12
月

17
日

（
成

果
2
の

第
5
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
）

ま
で
に
、
北

ス
ラ
ウ

ェ
シ
州
の

15
県
・
市

の
9
災

害
（
洪

水
、
鉄
砲

水
、

地
す

べ
り

、
強

風
、

干
ば

つ
、

森
林

火
災

、
地

震
、

津
波

、
火

山
）

に
関
す

る
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ

プ
が
作

成
さ
れ
た

。
ま
た

、
脆
弱
性

マ
ッ

プ
、

リ
ス

ク
マ

ッ
プ

も
作

成
さ

れ
た

。
 

・
 各

県
・

市
B

P
B

D
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
、

過
去

の
災

害
実

績
情

報
の
収

集
と
地

形
図
へ
の

災
害
履

歴
の
書
き

込
み
（

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ

プ
）
、
基

礎
統

計
デ

ー
タ

の
収

集
・

蓄
積
（

脆
弱

性
マ

ッ
プ

）
等

を
担

当
し
た

。
一

方
G

IS
プ
ロ

セ
ス
に

つ
い
て
は

、
州

B
P

B
D
に
「

G
IS

コ
ー

ナ
ー

」
を

設
け

、
主

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

各
県

・
市

か
ら

収
集
さ
れ
た

デ
ー
タ

・
情
報
を

一
元
的

に
集
約
し

て
デ
ジ

タ
ル
化
、

マ
ッ

プ
化

の
作

業
を

行
っ

た
。

 
 

・
 キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

は
、
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

た
め

の
F

G
D

 を
1
県
で

の
み
実
施
（

20
14

年
2
月

11
日
に

南
ボ

ラ
ン
・
モ

ン
ゴ

ン
ド

ウ
県

）
。
そ

の
他

の
県
・
市

に
つ

い
て

は
、
県
・
市

の
予
算

制
約
の
た

め
実
施

さ
れ
な
か

っ
た
こ

と
か
ら
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
簡

易
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
っ

た
。

  
・

 国
家

防
災

庁
長

官
令

20
12

年
第

2
号
（

防
災

計
画

づ
く

り
の

た
め

の
災
害
リ

ス
ク
評

価
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

）
に
沿
っ

て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

が
準

備
し

た
実

務
的

な
手

続
き

に
そ

っ
て

、
各

県
・

市
の

災
害

リ
ス

ク
評

価
マ
ト

リ
ッ
ク

ス
（
ハ
ザ

ー
ド
と

脆
弱
性
に

つ
い
て

村
レ
ベ
ル

で
分

析
）
が

20
14

年
1
月

～
2
月

に
作

成
さ

れ
た

。
 マ

ト
リ

ッ
ク

ス
は

R
D

M
P
に

添
付
。

 
 ・

 G
IS

コ
ー

ナ
ー

の
G

IS
資

機
材
（

A
rc

 G
IS

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

、
パ
ソ

コ
ン
、

A
0-

si
ze

 プ
ロ

ッ
タ
ー

）
は
、

20
14

年
3
月

28
日
付
で

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
B

P
B

D
に

贈
与

さ
れ

た
。

 
・

G
IS

コ
ー

ナ
ー

担
当

者
（

州
B

P
B

D
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
）
の

能
力

強
化

を
目
的

に
、

G
IS

テ
ク

ニ
カ

ル
研

修
が

開
催

さ
れ

た
。
地

形
図

・

G
IS

に
関

す
る

基
礎

、
災

害
実

績
図

の
作

成
を

題
材

に
し

た
G

IS
操

作
に
関

す
る
講

習
等
を
通

し
、

G
IS

活
用
の

技
術
移

転
が
行
わ

れ
た

。

こ
の

ほ
か

、
O

JT
で

も
技

術
指

導
が

実
施

さ
れ

た
。

 
活

動
 

日
付

 
参

加
者

 
1st

 W
/S

 
20

13
年

5
月

27
日

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
B

P
B

D
よ

り
3
名
、
北
ミ

ナ
ハ
サ

県
B

P
B

D
よ

り
2
名
、
南
ミ

ナ
ハ

サ
県

B
P

B
D
よ

り
1
名

、
ミ
ナ

ハ
サ
県

B
P

B
D
よ

り
1
名

 
2nd

 W
/S

 
20

13
年

6
月

16
日

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
B

P
B

D
よ

り
5
名

 

部
分
的
に

達

成
 

（
西
ヌ
サ

ト

ゥ
ン
ガ
ラ

州

で
活
動
が

継

続
中
）
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（
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

）
 

・
10

県
市

で
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

リ
ス

ク
マ

ッ
プ

作
成

に
向

け
て

、
活
動

が
進
ん

で
い
る
。

  
活

動
 

日
付

 
内

容
 

キ
ッ

ク
オ

フ
W

/S
 

20
14

年
6
月

19
日

（
午

前
）

マ
タ

ラ
ム

市
B

N
P

B
よ

り
2
名
の

C
/P

が
参
加

 
各

県
市

B
P

B
D
キ
ャ

パ
シ
テ

ィ
評
価
の

た
め
の

質
問
票
を

配

布
  

第
1
回

W
/S

 
20

14
年

6
月

19
日

（
午

後
）

及
び

20
14

年
6
月

20
日

（
終

日
）

 マ
タ

ラ
ム

市
 

災
害
履
歴

図
（

5
災
害

）
の
作

成
、
災
害

リ
ス
ク

と
村
レ

ベ
ル
で
の

災
害
キ
ャ

パ
シ
テ

ィ
評
価
の

た
め

の
F

G
D

（
議
論
）

の
実
施
（

協
力
）

の
依
頼

 
第

2
回

W
/S

 
20

14
年

9
月

11
日

 マ
タ

ラ
ム

市
 

(9
月

12
-1

6
日

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
W

/S
実

施
) 

 
20

14
年

9
月

18
日

 ビ
マ
市

  
(9

月
19

-2
0
日

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
W

/S
実

施
) 

 

各
県
市

B
P

B
D
に
よ

る
災
害

履
歴
図
の

進
捗
説

明
 

デ
ー
タ
の

デ
ジ
タ
ル

化
の
た

め
の

G
IS

基
礎
研

修
 

各
県
・
市

の
災
害
リ

ス
ク
と

キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
評

価
の
た
め

の
F

G
D

 

追
加

W
/S

 
20

14
年

10
月

2
日

 
基

礎
的

な
G

IS
技
術

の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

を
県

市
B

P
B

D
カ

ウ

ン
タ
ー
パ

ー
ト
に
対

し
て
実

施
 

第
3
回

W
/S

 
20

14
年

11
月

18
日

 マ
タ

ラ
ム

市
 

20
14

年
11

月
20

日
 ビ

マ
県

 
G

IS
コ

ー
ナ
ー

で
準

備
さ
れ

た
各
県
市

の
地
震

・
津
波
・

火
山

災
害
の
ハ

ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を

参
加
者
で

確
認
し

議
論

 
第

4
回

W
/S

 
20

15
年

1
月

14
日

 マ
タ

ラ
ム

市
 

20
15

年
1
月

21
日

 ビ
マ
県

 
各

県
市
の

実
際
の
リ

ス
ク
指

標
を
用
い

て
評
価

マ
ト
リ
ッ

ク

ス
を
作
成

す
る
実
習

な
ど

 
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

 
20

15
年

4
月

7-
24

日
に

各
県

市
を

訪
問

 
災

害
リ
ス

ク
評
価
マ

ト
リ
ッ

ク
ス
と
地

図
（
ハ

ザ
ー
ド
、

脆

弱
性
、
リ

ス
ク
）
の

最
終
化

  
(第

5
回

W
/S

) 
(2

01
5
年

6
月

に
予

定
) 

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の

改
善
（

避
難
路
や

避
難
場

所
の
記
入

等
）

・
 各

県
市

B
P

B
D
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

参
画

を
得

て
、

ハ
ザ

ー
ド

・
リ
ス
ク

マ
ッ
プ

作
成
の
基

礎
デ
ー

タ
と
な
る

各
種

G
IS

デ
ー
タ

や
統

計
デ

ー
タ

の
収

集
・

整
理

が
進

み
、

災
害

履
歴

図
の

作
成

と
G

IS
デ

ー
タ
化

は
20

14
年

12
月

ま
で
に

終
了
。

 
・

 F
D

G
に

よ
る

県
市

レ
ベ

ル
の

災
害

管
理

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

評
価

は
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が

再
委
託
し

た
ロ
ー

カ
ル

N
G

O
に

よ
り

20
14

年
10

月
ま

で
に

全
10

県
市

で
終

了
し

、
結

果
（

各
県

市
ご

と
に

1
つ

の
ス
コ
ア
が

与
え
ら

れ
る
）
は

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

報
告
さ

れ
た
。
一

方
、

村
レ

ベ
ル

の
災

害
管

理
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
評

価
は

、
質

問
票

を
用

い
て

各
県
市

B
P

B
D
カ

ウ
ン
タ

ー
パ
ー

ト
が
適
宜

実
施
中

。
 

・
 こ

れ
ら

の
結

果
に

よ
り

、
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

B
P

B
D
に

設
置

さ
れ

た
「

G
IS

コ
ー

ナ
ー
」
で
、
ハ

ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
、
脆
弱
性
マ

ッ
プ

、

リ
ス

ク
マ

ッ
プ

等
の

作
成

が
ほ

ぼ
終

了
。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
作
成
す
る

災
害
リ

ス
ク
評
価

マ
ト
リ

ッ
ク
ス
は

、
地
域

防
災
計
画

に
添

付
さ

れ
る

予
定

。
 

（
成

果
品

）
 

1)
 県

・
市

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 (

V
er

. 2
) 

20
13

年
9
月

  
2)

 北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
全

15
県

・
市

お
よ

び
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

全
10

県
・

市
の
ハ

ザ
ー
ド
・

リ
ス
ク

マ
ッ
プ

  
 ・

 県
市

の
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

は
、

対
象

地
域

で
は

最
初

の
正

式
な

ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で

あ
り
、
州

B
P

B
D
か

ら
大
変

有
用
で

あ
る
旨
確

認
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

各
種

マ
ッ

プ
は

、
P

U
等

の
関

係
組

織
と

共
有

さ
れ

た
。

  
 

・
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

12
年

第
2
号
（

防
災

計
画

づ
く

り
の

た
め
の
災
害

リ
ス
ク

評
価
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
）
見
直

し
へ
の

イ
ン
プ
ッ

ト
が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
 

 
3.

 対
象

地
域

の
県
・
市

の
地
域

防

災
計

画
策

定
能

力
が

向
上
す

る
。

3-
1.

 対
象

地
域
で
地

域
防

災
計

画

が
策
定
さ

れ
た
県
・

市
の

数
 

（
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

）
 

・
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

の
活

動
は

20
14

年
3
月

の
ラ

ッ
プ

ア
ッ

プ
W

/S
で

終
了

し
、
そ

の
後
は
全

県
・
市

で
の
策
定

と
法
制

化
に
向
け

た
ロ

ー
カ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
中

心
と

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

。
20

15
年

4
月
時

点
で
、

対
象
と

な
る

全
14

県
市

で
R

D
M

P
（

地

域
防

災
計

画
）

が
策

定
、

法
制

化
（

B
P

B
D
長

に
よ

る
署

名
）

さ
れ

た
が
、
県

知
事
、

市
長
が
署

名
し
た

の
は
ま
だ

9
県
市

で
あ
る
。

 
  

部
分
的
に

達

成
 

（
西
ヌ
サ

ト

ゥ
ン
ガ
ラ

州

で
活
動
が

継

続
中
）
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県
・
市

 
策

定
状

況
 

署
名
（
法

制
化
）

 
B

P
B

D
長

 
県

知
事
・

市
長

 
1 

M
an

ad
o
市

 
済

 (
R

D
M

P
の

雛
形

と
し
て

作
成

) 
 

20
14

年
8
月

 
○

 
2 

To
m

oh
on

市
 

済
 

20
14

年
10

月
 

 
3 

B
it

un
g
市

 
済

 
20

14
年

2
月

 
○

 
4 

K
ot

am
ob

ag
u
市

 
済

 
20

14
年

3
月

 
 

5 
M

in
ah

as
a
県

 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

08
年

第
4
号
に

基
づ

く
B

N
P

B
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
作

成
 

6 
北

M
in

ah
as

a
県

 
済

 
20

14
年

3
月

 
○

 
7 

南
M

in
ah

as
a
県

 
済

 
20

14
年

10
月

 
 

8 
南

東
M

in
ah

as
a
県

 
済

 
20

14
年

8
月

 
○

 
9 

B
ol

aa
ng

 M
on

go
nd

ow
県

 
済

20
14

年
10

月
 

 
10

北
B

ol
 M

on
県

 
済

20
14

年
10

月
 

○
 

11
 

南
B

ol
 M

on
県

 
済

20
14

年
11

月
 

○
 

12
東

B
ol

 M
on

県
 

済
20

14
年

10
月

 
○

 
13

Ta
la

ud
県

（
島

嶼
県

）
 

済
20

14
年

3
月

 
 

14
S

an
gi

he
県

（
島

嶼
県

）
 

済
20

14
年

11
月

 
○

 
15

S
it

ar
o
県

（
島

嶼
県

）
 

済
 

20
14

年
3
月

 
○

 
 ・
こ
れ

ら
14

県
市

の
R

D
M

P
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

一
連

の
W

/S
を

行
い
、

カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー

ト
で
あ

る
県
・
市

B
P

B
D
職

員
が
段

階
的

に
作

成
し

た
。
分

割
し

た
W

/S
計

画
の

内
容

に
そ

っ
て

、
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
案

、
R

D
M

P
雛

形
案
を

作
成
し
、
内
容

に
そ
っ

て
説

明
を

し
な

が
ら

、
次

回
ま

で
の

課
題

と
し

て
各

県
市

で
策

定
を

進
め

る
方

法
で
実

施
さ
れ

た
。
そ
の

過
程
で

、
次
の
文

書
が
作

成
さ
れ
た

。
 

1)
 県

・
市

地
域

防
災

計
画

策
定

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
（

V
er

.1
.5
）

20
14

年
8
月
。
現
在
以

下
の
文

書
が
改

訂
中
で
あ

り
、
そ
の

改
訂
を

踏

ま
え

て
同

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

も
最

終
化

さ
れ

る
予

定
。

 
・

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
08

年
第

4
号

（
防

災
計

画
作

成
の

た
め

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

）
 

・
国

家
防

災
計

画
（

20
10

-2
01

4）
は

、
現

在
次

の
5
ヵ

年
（

20
15

-2
01

9）
に

向
け
て

改
訂
中
。

 
2)

 地
域

防
災

計
画

策
定

支
援

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

（
V

er
.1

.7
）

E
xc

el
 

3)
 R

D
M

P
雛

形
 -

 マ
ナ

ド
市

地
域

防
災

計
画

 (
V

er
.0

.5
) 

20
13

年
9
月

 
 

活
動

 
日

付
 

内
容

 
キ

ッ
ク

オ
フ

W
/S

 
20

12
年

10
月

10
日

 
R

D
M

P
の

概
要
、
策

定
方
針
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
デ
ー
タ

収
集
、
お

よ
び
総

則

部
分

の
策

定
に
つ
い

て
。

B
N

P
B
カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー
ト
も

参
加
。

 
第

2
回

W
/S

 
20

12
年

12
月

14
日

 
R

D
M

P
総

則
部

分
の

レ
ビ

ュ
ー

、
防

災
対

策
活

動
部

分
の

策
定

に
つ

い
て

 
第

3
回

W
/S

 
20

13
年

2
月

14
日

 
防

災
対

策
活
動
部
分

の
レ
ビ

ュ
ー
、
役

割
分
担

部
分
に
つ

い
て

 
第

4
回

W
/S

 
20

13
年

5
月

30
日

 
役

割
分

担
部
分
の
レ

ビ
ュ
ー
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
評
価
・
報

告
部
分

に
つ
い

て

第
5
回

W
/S

 
20

13
年

9
月

5
日

 
ア

ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン

部
分
の

策
定
に
つ

い
て
、
第
１
次

ド
ラ

フ
ト
の

レ
ビ
ュ
ー

第
6
回

W
/S

 
20

13
年

12
月

18
日

 
ア

ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン

部
分
、

第
2
次
ド

ラ
フ
ト

の
レ
ビ
ュ

ー
 

ラ
ッ

プ
ア

ッ
プ

W
/S

20
14

年
3
月

27
日

 
B

N
P

B
、

 州
・
県
・

市
B

P
B

D
、
警
察

、
軍
、

大
学
、

N
G

O
等

の
関

係
機
関

か
ら
約

20
0
名
が
参

加
を
得

て
、
最
終

成
果
の

発
表

 
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

 
20

14
年

5
月

10
-2

4
日

2 
名

の
ロ

ー
カ
ル
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト
が

、
M

an
ad

o
市
、

To
m

oh
on

市
、

S
it

ar
o

県
、

S
an

gi
he

県
、
南

M
in

ah
as

a
県

、
南

東
M

in
ah

as
a
県
を

訪
問

 
20

14
年

9
月

28
日

  
- 

10
月

4
日

 
2 

名
の

ロ
ー
カ
ル
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
、

B
ol

aa
ng

 M
on

go
nd

ow
県
、
北

B
M

県
、
南

B
M

県
、
東

B
M

県
を
訪

問
。

 
5
月

と
10

月
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

計
10

県
市

を
訪

問
し

た
。（

訪
問
し
な
か

っ
た

4
県
市
に
つ

い
て
は

、そ
の
時
ま

で
に
す

で
に

R
D

M
P

の
策

定
が

終
了

し
て

い
た

た
め

）
 

  （
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

）
 

・
10

県
市

で
、

以
下

の
活

動
に

よ
り

R
D

M
P
の

作
成

が
進

ん
で
い

る
。
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活
動

 
日

付
 

内
容

 

準
備

打
合

せ
 

20
14

年
4
月

7
日

 
R

D
M

P
の

イ
ン

ト
ロ

ダ
ク
シ

ョ
ン

 

キ
ッ

ク
オ

フ
W

/S
 

20
14

年
6
月

19
日

（
午

前
）

 
B

N
P

B
よ

り
2
名
の

C
/P

が
参
加

 

第
1
回

W
/S

 
20

14
年

6
月

19
日

（
午

後
）

 
R

D
M

P
の

必
要

性
お

よ
び

総
則

部
分

（
第

1
章

）
 

ビ
ト
ゥ

ン
B

P
B

D
カ

ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
（

A
lf

in
do

氏
）

に
よ
る
経

験
共
有

 

第
2
回

W
/S

 
20

14
年

10
月

23
日

 州
B

P
B

D
 

20
14

年
10

月
27

日
 西

ス
ン

バ
ワ

県
B

P
B

D
 

第
2
章
（
関

係
組
織

の
活
動

と
役
割
）
の

説
明
と

演
習

 

第
3
回

W
/S

 
20

15
年

1
月

14
日

 州
B

P
B

D
 

20
15

年
1
月

22
日

 ビ
マ
県

B
P

B
D

 
ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン

の
説
明

と
演
習
。
地
域

防
災
計

画
策

定
支
援

ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ

ン
の
使
用

。
 

第
4
回

W
/S

 
20

15
年

4
月

16
日

 州
B

P
B

D
 

8
県

市
の

B
P

B
D
が

参
加
し

、
州

B
PB

D
で

実
施
。

 

(ラ
ッ
プ

ア
ッ

プ
W

/S
）

（
20

15
年

9
月

に
予

定
）

 
（

最
終
化

）
 

 ・
各

県
市

に
お

け
る

R
D

M
P
作

成
の
進

捗
状
況

  

県
・
市

 
既

存
の

R
D

M
P
の

有
無

 
20

15
年

2
月
の

状
況

 

1 
ロ

ン
ボ

ク
島

 
M

at
ar

am
市

 
○

 B
N

P
B
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 
ア

プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン

（
第

2
章
）
入
力

済
 

2 
北

L
om

bo
k
県

 
○

 ロ
ー
カ

ル
N

G
O

 
ア

プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン

（
第

2
章
）
入
力

済
 

3 
西

L
om

bo
k
県

 
○

 B
N

P
B
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 
ア

プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン

（
第

2
章
）
入
力

中
 

4 
中

部
L

om
bo

k
県

 
- 

第
1
章
作

成
済
。
ア

プ
リ
（

第
2
章
）

入
力
中

 

5 
東

L
om

bo
k
県

 
○

 ロ
ー
カ

ル
N

G
O

 
ア

プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン

（
第

2
章
）
入
力

済
 

6 
ス

ン
バ

ワ
島

 
B

im
a
市

 
○

 ロ
ー
カ

ル
N

G
O

 
ア

プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン

（
第

2
章
）
入
力

済
。
各

機
関

と
調
整

中
 

7 
B

im
a
県

 
○

 B
N

P
B
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 
済

 

8 
D

om
pu

県
 

- 
第

1
章
作

成
中

 

9 
S

um
ba

w
a
県

 
- 

ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン

（
第

2
章
）
入
力

済
 

10
西

S
um

ba
w

a
県

 
- 

ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン

（
第

2
章
）
入
力

済
 

 （
県

市
応

急
対

応
手

順
書

（
S

O
P
）

に
関

す
る

活
動

）
 

・
S

O
P
策

定
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

20
14

年
3
月

）
作

成
の

た
め

の
活
動
は

、
20

14
年

3
月
に

北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州

を
も
っ

て
終
了
。
プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
の

後
半

で
は

、
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

の
活

動
を

踏
ま

え
て
の
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
の
改
訂

は
行
わ

れ
な
い
。

  
・

カ
ラ

ン
ゲ

タ
ン

火
山

の
噴

火
を

対
象

に
し

た
シ

タ
ロ

県
S

O
P
が

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

中
で
作
成

さ
れ
た

。
 

・
ト

モ
ホ

ン
市

に
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

前
に

既
に

S
O

P
が

存
在

し
て

い
た
が
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

中
で
そ

れ
を

20
14

年
9
月
に
改

訂
し

た
。

ビ
ト

ゥ
ン

市
の

洪
水

を
対

象
と

す
る

S
O

P
も

20
14

年
9
月

に
最

終
化
さ
れ
た

。
  

 
4.

 対
象

地
域

の
県
・
市
に

お
い
て

防
災

訓
練

実
施

能
力

が
向

上
す

る
。

 

4-
1.

 対
象

地
域
で
実

施
さ

れ
た

防

災
訓
練
の

実
施
回
数

 
（

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
）

 
・

計
15

の
防

災
訓

練
（

1 
D

IG
、

13
 T

T
X
、

1 
C

P
X
）

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で
実

施
さ
れ

た
。

 
 

活
動

 
日

付
 

内
容

 
1)

D
IG

 
20

12
年

10
月

10
日

、
マ

ナ
ド

 
成

果
3
も

合
わ
せ
た

キ
ッ
ク

オ
フ

W
/S

で
D

IG
を

実
施
。

 
2)

T
T

X
 

20
12

年
10

月
18

日
 -

12
月

6
日

 
13

県
・

市
 

13
県
・

市
を
訪

問
し

て
T

T
X
を

実
施
。

 

-  
S

O
P
作

成
W

/S
  

（
20

13
年

6
月

11
-1

2
日

、マ
ナ

ド
）

（
9
月
に
実

施
予
定

の
C

P
X
に
向

け
た

準
備
）

 

- 
C

P
X
準

備
W

/S
 

（
20

13
年

9
月

4
日

、
ビ

ト
ゥ

ン
)

（
20

13
年

9
月

の
C

P
X
に

向
け
た
プ
レ

ー
ヤ
ー

の
役
割
説

明
）

3)
C

P
X

 
20

13
 年

9
月

18
日

、マ
ナ

ド
市
（

シ

タ
ロ

県
で

も
並

行
し

て
実

施
）

 
B

N
P

B
、
州

B
P

B
D
、
マ

ナ
ド
市
、
ビ
ト

ゥ
ン
市
、
シ
タ
ロ

県
の

B
P

B
D
が

参
加
し
防

災
訓
練

（
C

P
X
）

を
実
施

。
 

 

達
成
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・
県
・
市

防
災

訓
練

実
施

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
（

20
14

年
3
月

）
作

成
の
た

め
の
活

動
は
、

20
14

年
3
月

に
北
ス

ラ
ウ
ェ

シ
州
を
も

っ
て

終

了
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
後

半
で

は
、

西
ヌ

サ
ト

ゥ
ン

ガ
ラ

州
の

活
動
を
踏
ま

え
て
の

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の

改
訂
は
行

わ
れ
な

い
。

  
 

（
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

）
 

・
防

災
訓

練
は

、
第

2
パ

イ
ロ

ッ
ト

州
で

は
C

B
D

R
M

に
か

か
る

活
動

の
中

で
実
施

。
 

4-
2.

 対
象

地
域
で
実

施
さ
れ

た
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
防
災
活

動

（
C

B
D

R
M
）

の
実
施

回
数

 

（
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

）
 

・
 

2
つ

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
落

で
、
計

10
回

の
C

B
D

R
M

活
動
（

各
村
落

で
、

1 
リ

ー
ダ
ー
研

修
、

3
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

W
/S
、

1 
防

災
訓
練

）

が
実

施
さ

れ
た

。
 

1)
 D

es
a 

M
oy

ag
 

（
コ

タ
モ

バ
ク

県
）

 
2)

 K
el

ur
ah

an
 B

eb
al

i 
（

シ
タ

ロ
県

）
 

 
活

動
 

日
付

 
内

容
 

コ
タ

モ
バ

ク
県

 
シ

タ
ロ

県
-

キ
ッ

ク
オ

フ
W

/S
 

20
12

年
10

月
10

日
マ

ナ
ド
市

に
お
け
る

C
B

D
R

M
の

説
明

と
紹
介

- 
第

1
回

W
/S

 
20

12
年

10
月

11
日

-1
2
日

 
訓

練
概
要

と
簡
単
な

図
上
訓

練
の
実
施

な
ど
。

B
N

P
B

も
参
加

1)
 

C
B

D
R

M
リ

ー
ダ
ー

研
修

20
13

年
 

2
月

21
-2

2
日

 
20

13
年

 
2
月

26
-2

7
日

災
害
に
強

い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

な
か

の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
リ

ー
ダ
ー

向
け
研
修

2)
 

第
1
回

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

W
/S

20
13

年
 

4
月

24
-2

5
日

 
20

13
年

 
4
月

17
-1

8
日

啓
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
、

H
V

C
（

ハ
ザ

ー
ド

、
脆

弱
性

、
キ

ャ
パ
シ
テ

ィ
）
分
析

、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ

プ
作
成

3)
 

第
2
回

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

W
/S
（

関
係

者
間

協
議

）
20

13
年

 
7
月

22
日

 
20

13
年

 
7
月

16
日

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災

計
画
策

定
 

4)
 

第
3
回

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

W
/S

20
13

年
 

8
月

29
日

 
20

13
年

 9
月

5
日

防
災
計
画

で
と
り
ま

と
め
た

内
容
に
基

づ
く
防

災
訓

練
実
施
の

た
め
の
協

議
5)

 
防

災
訓

練
 

20
13

年
 

9
月

10
日

 
20

13
年

 
9
月

18
日

パ
イ
ロ
ッ

ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

で
の
実
働

防
災
訓

練
の

実
施

-
（

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
）

20
13

年
10

～
11

月
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災

計
画
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

最
終
化

・
 北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

で
の

C
B

D
R

M
活

動
は

、
キ

ッ
ク

オ
フ

W
/S

を
踏

ま
え
た
「

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

防
災
活

動
報
告
書
（

20
12

年
10

月
10

-1
2

日
）

に
整

理
  

・
 2
つ

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
落

の
村

落
防

災
計

画
お

よ
び

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
を
含
む

「
災
害

に
強
い
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
実

践
例

の
と

り
ま

と
め

～
優

良
事

例
と

し
て

～
（

V
er

.1
.0
）
（

20
14

年
3
月
）

 作
成
。

 
（

西
ヌ

サ
ト

ゥ
ン

ガ
ラ

州
）

 
・

1
つ

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
落

で
、
計

6
回

の
 C

B
D

R
M

活
動
（

1
リ

ー
ダ

ー
研
修
、

4
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

W
/S
、

1
防
災

訓
練
）
が
実
施

さ
れ
た
。

1)
 D

es
a 

K
ut

a 
（

中
央

ロ
ン

ボ
ク

県
）

 
活

動
日

付
 

内
容

-
キ

ッ
ク

オ
フ

W
/S

20
14

年
6
月

19
日

 （
午

前
）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
全

体
的
な

紹
介

- 
導

入
研

修
 

20
14

 年
6
月

19
日
（

午
後

）
及

び
6
月

20
日

（
終

日
）

  
県

市
B

P
B

D
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
防
災
担

当
者
に

対
す
る
研

修
（
「
災

害
に
強

い
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
」
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
、
津
波

、
リ

ス
ク
評
価

、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
、
早
期

警
報
シ

ス
テ
ム
、

村
レ

ベ
ル
の
防

災
計
画
・

活
動
計

画
）

 
1)

 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
リ

ー
ダ
ー

W
/S

 
20

14
年

10
月

29
-3

0
日

、
中

央
ロ

ン
ボ

ク
県

 
沿

岸
地
域

の
12

村
落

か
ら
代

表
者
が
参

加
し
、

B
N

P
B
カ

ウ
ン

タ
ー
パ
ー

ト
が
「
災

害
に
強

い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

」
ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
に
関
し

て
講
義
。
津
波
リ

ス
ク
に
つ

い
て
の

認
識
を
深

め
た

。
2)

 
第

1
回

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

W
/S

 
20

14
年

11
月

10
-1

1
日

ク
タ

村
ク

タ
村
の

宗
教
リ
ー

ダ
ー
、

女
性
グ
ル

ー
プ
リ

ー
ダ
ー
、

青
年

グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー

等
を
招

へ
い
し
、

防
災
に

関
す
る
講

義
と

説
明
。
全

体
の
司
会

や
講
義

の
一
部
は

県
B

P
B

D
が
担
当

。
3)

 
C

B
D

R
M

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

研
修

 
20

14
年

12
月

11
日

マ
タ

ラ
ム

市
20

14
年

12
月

23
日

ス
ン

バ
ワ

県
20

14
年

12
月

24
日

ビ
マ

市

22
名
の

県
市

B
P

B
D
カ

ウ
ン
タ
ー

パ
ー

ト
職
員

を
対
象
と

し
て
、
村
レ
ベ
ル
の

C
B

D
R

M
の

フ
ァ

シ
リ
テ

ー
タ
ー
と

し
て

の
能
力

強
化
。

4)
 

第
2
回

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

W
/S

 
20

15
年

1
月

19
日

ク
タ

村
 

20
15

年
1
月

21
日

ス
ン

バ
ワ

 
ク

タ
村
に

お
け
る
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災

計
画
お

よ
び
ア
ク

シ
ョ

ン
プ
ラ
ン

策
定
。

9
県

市
B

P
B

D
職
員

が
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー

と
し

て
、
ま

た
B

N
P

B
カ

ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト

が
参
加

。
5)

 
第

3
回

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

W
/S

20
15

年
4
月

13
日

ク
タ

村
  

防
災
訓
練

の
役
割
確

認
な
ど

の
準
備

 

6)
防

災
訓

練
20

15
年

4
月

18
日

 

部
分
的
に

達

成
 

（
西
ヌ
サ

ト

ゥ
ン
ガ
ラ

州

で
活
動
が

継

続
中
）
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・
 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

12
年

第
1
号

に
基

づ
く
「

災
害

に
強

い
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く

り
」
活
動

が
、
北
ロ
ン

ボ
ク

県
、
西
ロ
ン

ボ
ク

県

等
で

N
G

O
を

連
携

し
て

実
施

さ
れ

た
。

20
15

年
に

つ
い

て
は

、
毎

年
発
出
さ

れ
る
「

災
害
に
強

い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り

」
実
施
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

5
月

に
出

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

た
め

、
活

動
は

ま
だ
始
ま
っ

て
い
な

い
。

 
・

 
20

15
年

4
月

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
防

災
訓

練
に

向
け

て
、

津
波

の
危

険
お
よ
び

避
難
場

所
を
知
ら

せ
る
サ

イ
ン
ボ
ー

ド
を
設

置
（
ク
タ

村

は
観

光
地

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

英
語

と
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
語

の
2
言

語
表
記
の

ボ
ー
ド

を
設
置
）

 
  （

そ
の
他

の
C

B
D

R
M

に
関

す
る

活
動

）
 

・
20

14
年

7
月

14
-1

8
日

：
B

N
P

B
の

「
災

害
に

強
い

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
」
で
の

研
修
で

情
報
共
有

  
・

20
14

年
10

月
9-

11
日

：
リ

ソ
ー

ス
パ

ー
ソ

ン
と

し
て

国
レ

ベ
ル

の
C

B
D

R
M

会
議

に
参
加

 
・

20
14

年
9
月

18
-2

7
日

：
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

を
訪

問
し

た
日

本
の

N
G

O
（

京
都
大
学

防
災

ス
ク
ー

ル
）
を
支

援
 

5.
  

全
国

展
開

活
動

が
実

施
さ

れ

る
。

 

 

5-
1.

 国
家

防
災
庁
の

参
考

文
書

と

し
て
地
域

防
災
計
画

策
定

技
術

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
活

用
さ

れ
る

 

・
 県

・
市

地
域

防
災

計
画

策
定

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
V

er
.1

.5
）

20
14

年
8
月
。

同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

に
つ
い

て
は
、
今

後
の
以

下
の
文
書

の

改
訂

結
果

を
反

映
し

最
終

化
さ

れ
る

予
定

。
 

1)
 国

家
防

災
庁

長
官

令
20

08
年

第
4
号

（
防

災
計

画
作

成
の

た
め

の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

）
の
改
訂

 
2)

 国
家

防
災

計
画

の
改

訂
（

20
15

-2
01

9）
 

・
地

域
防

災
計

画
策

定
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

、
最

終
化

の
後

は
B

N
P

B
の

承
認
が

得
ら
れ
る

予
定
。

そ
の
後
に

全
県
市

に
配
布
・

説
明
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
が

、
一

案
と

し
て

今
年

10
月

の
B

N
P

B
年

次
総

会
（
防
災

月
間
）

が
そ
の
機

会
と
し

て
検
討
さ

れ
て
い

る
。
 

 
 

今
後
達
成

の

見
込
み

 
（

ガ
イ
ド

ラ

イ
ン
の
最

終

化
と
承
認

が

必
要
）

 

5-
2.

 地
域

防
災
計
画

策
定

の
全

国

展
開
活
動

イ
ベ
ン
ト

の
参

加
回

数
 

・
地

域
防

災
計

画
の

全
国

展
開

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

3
活

動
を

実
施
。

 
 

活
動

 
日

付
 

内
容

 
1)

防
災

訓
練

の
サ

イ
ド

イ
ベ

ン

ト
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ

ン
 

20
14

年
 

3
月

19
日

 
・

 西
ス
マ
ト

ラ
州
パ
ダ

ン
で
実

施
さ
れ
た

大
規
模

防
災
訓
練

に
お
け

る
サ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト

で
の
プ

レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ

ン
 

2)
B

N
P

B
年

次
総

会
（

3
日

間
）

で
の

発
表

 
20

14
年

 
10

月
14

日
 

・
B

A
P

P
E

N
A

S
及

び
B

N
P

B
と

共
同
で

、
地

域
防
災

計
画

技
術
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン
に

関
す
る
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ

ン
 

・
北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州

で
の
好

事
例
と
な

っ
た
ビ

ト
ゥ
ン
市

の
副
市

町
も

別
途
訪
問

 
3)

R
D

M
P
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に
関

す
る

技
術

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

 
20

15
年

 
1
月

8-
9
日

  
・

In
a-

D
R

T
G
で

約
30

 名
の

B
N

P
B
職
員

に
対
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

で

作
成
し

た
R

D
M

P
策

定
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

に
関
す

る
研
修

 
- 

（
20

15
年

の
B

N
P

B
年

次
総

会
で

の
発

表
）

 
（

20
15

年
10

月
) 

（
地
域
防

災
計
画
策

定
技
術

ガ
イ
ド
ラ

ン
が
承

認
さ
れ
れ

ば
、
そ

の
年

次
総
会
で

の
配
布
を

検
討
中

）
 

 ・
R

D
M

P
の

ほ
か

に
、

地
震

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

全
国

展
開

に
向

け
た

活
動

  
 

 
活

動
 

日
付

 
内

容
 

1)
第

1
回

F
G

D
 

20
14

年
6
月

16
日

 
バ

ン
ド

ン
  

B
N

P
B
、

B
IT
、

B
M

K
G
お

よ
び

そ
の
他

の
機
関

と
地
震
ハ

ザ
ー
ド

に
関
す
る

技

術
討
論

 
2)

B
N

P
B
と

の
準

備
会
議

 
20

14
年

11
月

24
日

  
B

N
P

B
と

JI
C

A
専

門
家
チ
ー

ム
で
、
県

市
レ
ベ

ル
の
全
国

を
対
象

と
し
た
地

震

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
手
法

の
詳
細
説

明
と
今

後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル
協
議
、

 
3)

第
2
回

F
G

D
  

20
15

年
1
月

13
日

 
B

N
P

B
主

催
で
関
係

機
関
（

B
G
、

B
M

K
G
、

U
G

M
、

B
P

P
T
、

P
U
、

IT
B
）
を

招

い
て
、

JI
C

A
専
門
家

チ
ー
ム

の
提
案
手

法
の
説

明
と
実
施

を
含
む

テ
ク
ニ
カ

ル
W

/S
 

 (国
連

防
災

世
界

会
議

パ
ブ

リ
ッ

ク
フ

ォ
ー

ラ
ム

イ
ベ

ン
ト

) 
・

ID
 5

30
: M

ai
ns

tr
ea

m
in

g 
D

R
R

 in
to

 D
ev

el
op

m
en

t t
hr

ou
gh

 p
ra

ct
ic

al
 D

M
 P

la
nn

in
g 

at
 th

e 
L

oc
al

 L
ev

el
: L

es
so

ns
 L

ea
rn

ed
 f

ro
m

 B
N

P
B

 
an

d 
JI

C
A

 in
it

ia
ti

ve
s 

in
 I

nd
on

es
ia

 
・

ID
 2

51
: B

ui
ld

in
g 

R
es

il
ie

nc
e 

at
 th

e 
L

oc
al

 L
ev

el
: E

xp
er

ie
nc

es
 f

ro
m

 I
nd

on
es

ia
 a

nd
 J

ap
an

 (
JI

C
A

, B
N

P
B

, A
D

R
C

) 
 

今
後
達
成

の

見
込
み

 
（

ガ
イ
ド

ラ

イ
ン
の
最

終

化
と
承
認

が

必
要
）
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添
付

11
: 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
作
成

文
書

 
 

成
果

 
文

書
タ
イ

ト
ル

 
関

連
す

る
法

令
、

既
存

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

 
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
作

成
す
る

文
書
と
の

関
係

 
成

果
1 

1)
 県

・
市
災
害

デ
ー

タ
・
情

報
収
集
・

蓄
積
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン
（

ve
r1

.0
）

20
13

年
9
月

 
・
平
常

時
お
よ

び
危
機

管
理
時

の
デ
ー
タ

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
 

1)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
11

年
第

8
号

（
災

害
デ

ー
タ

の
標

準
化

）
 

2)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
12

年
第

7
号
（

デ
ー

タ
管

理
及

び
災

害
情

報
ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
3)

 
国

家
防

災
庁

20
10

年
第

13
号

（
捜

索
・

救
援

・
避

難
に

か
か

る
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
）

 
4)

 
管

理
者

向
け

の
D

IB
I
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

5)
 

利
用

者
向

け
の

D
IB

I
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

（
D

IB
I
は

、
国

家
開

発
企

画
庁

、
国

家
防

災
庁

、
内

務
省

、
U

N
D

P
、

D
F

ID
が

共
同

で
整

備
し

た
災

害
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
）

 

・
 国

家
防
災

庁
長
官
令

20
11

年
第

8
号
は

、
災

害
情
報

の
フ
ェ

ー
ズ
（
平

常
時
、
危
機

管
理
時
、
災
害
後

）
ご
と

に
デ
ー

タ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト

を
提

供
。
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

は
、
国
家
防

災
庁

長
官

令
20

10
年
第

13
号
も
踏

ま
え
て
、
こ
れ

を
更

に
細
分

化
し

て
5
つ

の
デ
ー

タ
フ
ォ

ー
マ
ッ

ト
を

作
成
。

 
・
 「

災
害
デ

ー
タ
・
情

報
収
集
・
蓄
積
技

術
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

」
は

、
県
市

B
P

B
D
職

員
が
情
報

収
集
を

行
う
視
点

か
ら
、

国
家
防
災

庁
長
官

令

20
11

年
第

8
号

を
補

う
参
考

文
書
と
な

る
こ
と

を
想
定
。

 

成
果

2 
2)

 県
・

市
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ

作
成
技
術

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
 

(V
er

. 2
) 

20
13

年
9
月

 
・

北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州

15
県
・
市

お
よ
び

西
ヌ
サ

ト
ゥ

ン

ガ
ラ
州

10
県

・
市
の

ハ
ザ
ー

ド
・
リ
ス

ク
マ

ッ
プ

 

1)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
12

年
第

2
号
（

防
災

計
画

づ
く

り
の

た
め

の
災
害
リ

ス
ク

評
価

ガ
イ

ド
ラ

ン
）

→
 現

在
改

訂
中

 
2)

 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

12
年

第
3
号

 （
防

災
に

お
け

る
地

域
キ

ャ
パ
シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
係

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

  

・
国
家
防

災
庁
長
官

令
20

12
年

第
2
号

に
記
さ

れ
た
災
害

リ
ス
ク

評
価

の
ア
プ
ロ

ー
チ
（
ハ

ザ
ー
ド

、
脆
弱
性

、
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ

）
を
踏

ま
え

て
作
成
さ

れ
た
「
地

域
防
災

計
画
の
た

め
の
ハ

ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作

成
技

術
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
は
、
同
長
官

令
の

参
考
添

付
文
書
と

な
る
こ

と
を

想
定
。

 
成

果
3 

3)
 県

・
市
地
域

防
災

計
画
策

定
技
術
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

（
V

er
.1

.5
）

20
14

年
8
月

 
・
地

域
防

災
計
画

策
定

支
援
ア

プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（

V
er

.1
.7
）

E
xc

el
 

・
地

域
防

災
計
画
の

雛
形

 -
 マ

ナ
ド
市

防
災
計

画
 

(V
er

.0
.5

) 
20

13
年

9
月

 
・

北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州

14
県
・
市

お
よ
び

西
ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

10
県
・

市
の
地

域
防
災

計
画

 

1)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
08

年
第

4
号
（

防
災

計
画

作
成

の
た

め
の

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

）
→

 現
在

改
訂

中
 

2)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
12

年
第

3
号

 （
防

災
に

お
け

る
地

域
キ

ャ
パ
シ
テ

ィ
・

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
係

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
3)

 
ス

ラ
ウ

ェ
シ

島
の

県
市

に
お

け
る

地
域

防
災

計
画

策
定

T
O

R
（

F
Y

20
12
）

 
4)

 
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

防
災

計
画

（
20

12
-2

01
6）

 
5)

 
ミ

ナ
ハ

サ
県

防
災

計
画

（
20

13
-2

01
7）

 
6)

 
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

防
災

計
画

（
20

12
-2

01
6）

  
7)

 
マ

タ
ラ

ム
市

防
災

計
画

（
20

14
-2

01
8）

 
8)

 
国

家
防

災
計

画
（

20
15

-2
01

9）
→

 現
在

策
定

中
 

・
 「

地
域
防

災
計
画
策

定
技
術

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

」
は

、
B

N
P

B
の

正
式

な

承
認
（
署

名
な
ど
）

を
も
っ

て
国
家
防

災
庁
長

官
令

20
08

年
第

4
号

の
添
付
文

献
と
な
る

こ
と
を

想
定
。

 
・
 同

技
術
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
は
、
県
市

向
け

に
関
係

組
織
間
の

役
割
分

担
や

ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン

に
関
す

る
記
述
を

充
実
さ

せ
て
い
る

。
 

・
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実

施
し
て

い
る
北
ス

ラ
ウ
ェ

シ
州
お
よ

び
西
ヌ

サ

ト
ゥ
ン
ガ

ラ
州
の
全

県
市
の

地
域
防
災

計
画
の

策
定
は
、
現
在

B
N

P
B

が
進
め
て

い
る
イ
ン

ド
ネ
シ

ア
全
県
市

に
お
け

る
地
域
防

災
計
画

の

作
成
を
補

完
す
る
も

の
。

 

4)
 S

O
P
策

定
技

術
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

20
14

年
3
月

）
 

・
カ

ラ
ン
ゲ
タ

ン
火
山

噴
火
を

対
象
に
し

た
シ
タ

ロ
県

S
O

P
 

1)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
08

年
第

9
号

（
緊

急
対

応
チ

ー
ム

S
O

P
）

 
2)

 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

08
年

第
10

号
（

応
急

対
応

指
示

ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）

 
3)

 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

10
年

第
12

号
（

緊
急

援
助

支
援

メ
カ

ニ
ズ
ム
ガ

イ

ド
ラ

イ
ン

）
 

4)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
10

年
第

13
号

 （
捜

索
・
救

援
・
避

難
に
か

か
る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
5)

 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

10
年

第
14

号
 (
防

災
応

急
対

応
本

部
の

設
置
）

 
6)

 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

10
年

第
18

号
 (
物

資
の

輸
送

と
配

布
）

 
7)

 
国

家
防

災
庁

長
官

令
20

10
年

第
24

号
 （

応
急

対
応

オ
ペ

レ
ー
シ

ョ
ン
計

画

の
作

成
）

 

・
 現

状
の
関

連
す
る
国

家
防
災

庁
長
官
令

は
、
各
活
動

に
分

か
れ
て

作
成

さ
れ
て
お

り
、
全

部
を

合
わ
せ

た
形
で
作

成
す
る

こ
と
は
困

難
。
ま

た
、

国
・
地
方

の
内
容
が

混
在
し

て
い
る
。

  
 

・
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は

、
こ

れ
ら
の

内
容

を
整
理

し
、
県
市

レ
ベ
ル

と
し

て
の

S
O

P
に

焦
点
を

当
て
て

「
S

O
P
策

定
技
術

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」

を

作
成
。

  
 

成
果

4 
5)

 県
・

市
防
災

訓
練

実
施
技

術
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

（
20

14
年

3
月

）
 

 

1)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

（
防

災
訓

練
実

施
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

→
 依

然
作

成
中

 
・
当
該

の
国
家

防
災

庁
長
官

令
は
依
然

と
し
て

作
成
中
で

あ
り
、
発
行

さ

れ
て
い
な

い
。

 

6)
 「

災
害
に
強

い
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
」

実
践

例
の

と
り

ま
と
め
～

優
良
事

例
と
し
て

～
（

V
er

.1
.0
）

20
14

年
3
月

 
・

D
es

a 
M

oy
ag

村
落

防
災
計

画
 

・
K

el
ur

ah
an

 B
eb

al
i村

落
防

災
計
画

  
・

D
es

a 
K

ut
a
村

落
防

災
計
画

  
 

1)
 

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
12

年
第

1
号
（

災
害

に
強

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ
く
り

活
動

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
 

2)
 

災
害

に
強

い
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
プ

ロ
グ

ラ
ム

20
12

実
施

技
術

ガ
イ

ド
ラ
イ
ン

 
3)

 
災

害
に

強
い

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

プ
ロ

グ
ラ

ム
20

13
実

施
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

 
4)

 
災

害
に

強
い

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

プ
ロ

グ
ラ

ム
20

14
実

施
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

 
5)

 
村

レ
ベ

ル
の

災
害

リ
ス

ク
評

価
の

準
備

の
た

め
の

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
B

N
P

B
、

20
13

）
  

・
 防

災
基
礎

研
修
モ
ジ

ュ
ー
ル
（
フ

ァ
シ

リ
テ
ー

タ
ー
の
た

め
の
モ

ジ
ュ

ー
ル
）
が

B
N

P
B
と

A
IF

D
R
に

よ
り

20
12

年
に

作
成
さ

れ
た
。
そ

の

後
の
個
別

の
モ
ジ
ュ

ー
ル
（

C
B

D
R

M
研

修
の
た

め
の
モ

ジ
ュ
ー

ル
な

ど
）
の
作

成
に
つ
い

て
は
進

ん
で
い
な

い
。

  
・
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
優

良
事
例

集
は
、
災

害
に
強

い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

プ
ロ

グ
ラ
ム
実

施
技
術
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

や
B

N
P

B
研

修
モ
ジ
ュ

ー
ル
の

改

善
の
た
め

の
参
考
文

献
と
し

て
利
用
さ

れ
る
こ

と
を
想
定

。
  

 注
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

作
成
文

書
の
中
で

下
線
付

き
の
も
の

は
、

第
2
パ

イ
ロ

ッ
ト

州
で

あ
る

西
ヌ

サ
ト

ゥ
ン

ガ
ラ

州
で

の
活

動
の

終
了

・
成

果
を

踏
ま

え
て
改

訂
・
最
終

化
さ
れ

る
予
定
。



 



  

添付資料 12 

A12-1

添
付

12
：
評
価
グ
リ
ッ
ド

 
20

15
年

4
月

1
日

 

評
価

項
目

 
評

価
設
問

 
小

項
目

・
判

断
基

準
 

情
報
入
手

先
 ・

入
手

手
段

 
1.

 妥
当

性
 

1.
1 

国
家
・
地
方
レ
ベ

ル
で
、
防
災
に
か

か
る

新
た
な
政

策
／
戦
略

の
動
き

・
変

化
は

あ

る
か
。

 

・
次

の
文

書
の

改
訂

作
業

の
進

行
状

況
 

  
1)

 国
家

防
災

計
画

（
20

15
～

20
19
）（

ド
ラ

フ
ト

）
 

  
2)

 国
家

防
災

庁
長

官
令

20
08

年
第

4
号

（
防

災
計

画
策

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
（
ド
ラ

フ
ト
）

 
  

3)
 国

家
防
災

庁
長

官
令

20
12

年
第

2
号
（

防
災

計
画

づ
く

り
の

た
め
の

災
害
リ

ス
ク
評
価

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
）

 
・

そ
の

他
新

規
の

防
災

関
連

政
策

の
策

定
状

況
 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

 
・

B
A

P
P

E
N

A
S
、
内

務
省
、
及

び
関
係

機
関
ヒ

ア
リ
ン
グ

 

1.
2 

実
施
機

関
の
ニ

ー
ズ
・
期
待
と

の
整

合
性

に
変
化
は

な
い
か
。

 
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
B

N
P

B
、

B
P

B
D
の

マ
ン

デ
ー

ト
達

成
に

貢
献

し
て
き

た
か
。

 
・

特
に

ど
の

H
FA

（
兵

庫
行

動
枠

組
）

優
先

行
動

の
実

施
に

貢
献

し
た

か
。

 
  

1)
 H

FA
国

家
進

捗
レ

ポ
ー

ト
（

20
13

-2
01

5）
 

 
2)

 H
FA

地
方

進
捗

レ
ポ

ー
ト

、
ビ

ト
ゥ

ン
市

（
20

13
-2

01
4）

 
  

3)
 H

FA
地

方
進

捗
レ

ポ
ー

ト
、

北
ロ

ン
ボ

ク
県

（
20

13
-2

01
4）

 
・

B
N

P
B
、

B
P

B
D
ス

タ
ッ

フ
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
を

日
常

業
務

の
一
環

と
捉
え

て
い
る
か

。
 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

B
P

B
D

s（
特
に
ビ

ト
ゥ
ン

市
、
北
ロ

ン
ボ
ク

県
）
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

政
策
関

連
文
書
、

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

 

1.
3 

パ
イ
ロ

ッ
ト
地

域
の
選

択
は
適
切

だ
っ

た
か
。

  
・

第
1
パ

イ
ロ

ッ
ト

州
の

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
（

4
市

11
県

）
 

  
  

 4
市

（
マ

ナ
ド

市
、

ト
モ

ホ
ン

市
、

ビ
ト

ゥ
ン

市
、

コ
タ

モ
バ

グ
市

）
 

 
  

11
県
（

ボ
ラ

ン
・
モ

ン
ゴ

ン
ド

ゥ
県

、
北

ボ
ラ

ン
・
モ

ン
ゴ

ン
ド

ゥ
県
、
南
ボ
ラ

ン
・
モ

 ン
ゴ

ン
ド

ゥ
県

、
東

ボ
ラ

ン
・

モ
ン

ゴ
ン

ド
ウ

県
、

ミ
ナ

ハ
サ

県
、
北

ミ
ナ
ハ
サ

県
、
南

ミ

ナ
ハ

サ
県

、
南

東
ミ

ナ
ハ

サ
県

、
シ

タ
ロ

島
嶼

県
、

サ
ン

ギ
ヘ
島

嶼
県
、
タ

ラ
ウ
ド

島

嶼
県
）

 
・

第
2
パ

イ
ロ

ッ
ト

州
の

西
ヌ

サ
ト

ゥ
ン

ガ
ラ

州
（

2
市

8
県

）
 

 
 
ロ

ン
ボ

ク
島
（

マ
タ

ラ
ム

市
、
北

ロ
ン

ボ
ク

県
、
西

ロ
ン

ボ
ク

県
、
中

部
ロ
ン

ボ
ク
県
、
東
ロ

ン

ボ
ク

県
）

 
 

 
ス

ン
バ

ワ
島

（
ビ

マ
市

、
ビ

マ
県

、
ド

ン
プ

県
、

ス
ン

バ
ワ

県
、

西
ス

ン
バ
ワ

県
）

 
 ・

パ
イ

ロ
ッ

ト
州

に
お

け
る

近
年

の
災

害
発

生
状

況
（

例
：

20
13

年
2
月

、
20

14
年

1
月

の
マ

ナ
ド

市
の

洪
水

被
害

）
 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州

B
P

B
D
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

西
ヌ
サ

ト
ゥ
ン
ガ

ラ
州

B
P

B
D
イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
/質

問

票
 

・
専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
及

び
事
業
進

捗
報
告

書
 

 1)
 
左

の
欄
で

下
線
の
あ

る
州
・

市
・

県
B

P
B

D
s
は

終

了
時
評
価

で
訪
問
予

定
 

2)
 
西

ヌ
サ
ト

ゥ
ン
ガ
ラ

州
の

B
P

B
D

s
は

4
月

14
日
、

16
日
の

W
/S

お
よ
び

18
日
の

避
難
訓
練

で
集
ま

る

予
定
。

 

1.
4 

実
施
機

関
の
組

織
体
制

に
変
化
は

あ
っ

た
か
。

 
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

実
施

体
制

の
有

無
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
（

B
N

P
B
被

害
抑

止
・
防

災
準

備
局

長
）
交

代
の
影

響
は
あ
っ

た
か

。

 
1)

 2
01

3
年

8
月

（
M

r. 
S

ug
en

g 
→

 M
r. 

D
od

y）
 

 
2)

 2
01

4
年

10
月

16
日

（
M

r. 
D

od
y 
→

 M
r. 

W
is

nu
）

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
及

び
事
業
進

捗
報
告

書
 

1.
5 

イ
ン
ド

ネ
シ
ア

へ
の
協

力
方
針
と

は
整

合
し
て
い

る
か
。

 
・
開

発
協

力
大

綱
（

20
15

年
2
月

閣
議

決
定

）
と

の
整

合
性

 –
 自

然
災

害
及

び
防
災

対
策
は
、
重
点

課
題

「
地

球
規

模
課

題
へ

の
取

組
を

通
じ

た
持

続
可

能
で

強
靭

な
国

際
社
会

の
構
築

」
に
位
置

づ

け
ら

れ
て

い
る

。
 

・
対

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
別

援
助

方
針

（
20

12
年

4
月

）、
事

業
展

開
計

画
の

更
新
の

有
無

 
・

仙
台

防
災

枠
組

（
20

15
-2

03
0）

と
の

整
合
性

 -
 特

に
期

待
さ

れ
る

成
果
と

目
標
、

4
つ
の
優

先
行

動
事
項

 

・
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か

ら
の
情

報
 

・
JI

C
A
担

当
部
署
打

ち
合
わ

せ
、
現
地

日
本
大

使
館

 

2.
 有

効
性
 

 
2.

1 
成

果
1 

– 
対
象

地
域
内

の
県
・
市

B
P

B
D

の
災
害
リ

ス
ク
管
理

の
基
礎

と
な
る

災
害

デ
ー
タ
・
情
報
の
収

集
能
力

と
、
デ
ー

タ
・

情
報
の
精

度
改
善
の

能
力
が

向
上
す

る
。

各
活

動
の

進
捗

度
を

別
途

、
成

果
グ

リ
ッ

ド
に

整
理

。
 

・
災

害
デ

ー
タ
・
情

報
収

集
・
蓄

積
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

V
er

 1
.0
）（

20
13

年
9
月
）
の

実
用
性
（

国

家
防

災
庁

長
官

令
20

11
年

第
8
号
（

災
害

デ
ー

タ
の

標
準

化
）
の

改
訂
と
い

う
位
置

づ
け
は
変

わ

っ
て

い
な

い
か

？
）

 
・

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
に

お
け

る
デ

ー
タ

・
情

報
の

質
の

実
際

の
向

上
の

程
度

 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ

ネ
ジ
ャ

ー
3：

デ
ー

タ
・
情

報
・

P
R
セ

ン
タ

ー
長
）

 
・

北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州

B
P

B
D
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
2.

2 
成

果
 2

 -
 対

象
地
域
内

の
県
・
市
レ

ベ
ル

の
ハ
ザ
ー

ド
・
リ
ス

ク
マ
ッ

プ
作

成
能

力

が
向
上
す

る
。

 

各
活

動
の

進
捗

度
を

別
途

、
成

果
グ

リ
ッ

ド
に

整
理

。
 

・
県
・
市

レ
ベ

ル
の

地
域

防
災

計
画

の
た

め
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

ピ
ン

グ
技
術

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（

V
er

 2
）

の
実

用
性
（

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
12

年
第

2
号
（

防
災

計
画

づ
く

り
の
た

め
の
災

害
リ
ス
ク

評

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・

マ
ネ
ジ

ャ
ー

1：
災

害
リ
ス

ク
削

減
部
長
）
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価
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）

に
沿

っ
て

作
成

さ
れ

た
か

？
）

 
・

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
B

P
B

D
の

ス
タ

ッ
フ

は
譲

渡
さ

れ
た

G
IS

機
材

を
利

用
（
そ
し

て
ハ
ザ
ー

ド
・

リ
ス

ク
マ

ッ
プ

の
更

新
が

）
出

来
て

い
る

か
。

 
 

（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ

ネ
ジ
ャ

ー
3：

デ
ー

タ
・
情

報
・

P
R
セ

ン
タ

ー
長
）

 
・

B
P

B
D
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
・

G
IS

サ
ポ
ー

ト
チ

ー
ム
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー
 

2.
3 

成
果

 3
 –

 対
象

地
域
内

の
県
・
市

の
地

域
防
災
計

画
の
策
定

能
力
が

向
上

す
る

。
 

各
活

動
の

進
捗

度
を

別
途

、
成

果
グ

リ
ッ

ド
に

整
理

。
 

・
県
・
市
地

域
防
災

計
画

策
定

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
（

V
er

 1
.5
）（

20
14

年
8
月

）
の

実
用
性
（

国
家

防
災

庁
長

官
令

20
08

年
第

4
号

の
付

属
資

料
と

な
る

と
の

位
置

づ
け

は
変
わ

っ
て
い

な
い
か
？

）

・
S

O
P
策

定
技

術
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

20
14

年
3
月

）
の

実
用

性
 

・
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

の
14

県
・

市
の

地
域

防
災

計
画

の
署

名
（

制
度

化
）
状

況
 

・
既

存
・

新
規

の
S

O
P
の

策
定

・
改

訂
状

況
（

シ
タ

ロ
県

、
ビ

ト
ゥ

ン
市

、
ト
モ
ホ

ン
市
、
コ

タ
モ

バ
グ

市
）

 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・

マ
ネ
ジ

ャ
ー

1：
災

害
リ
ス

ク
削

減
部
長
）

 
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー

2：
防

災
準
備

部
長

） 
・

B
P

B
D
（
成

果
3
の

主
要
カ

ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

）
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
・

ロ
ー
カ

ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン

ト
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

 
2.

4 
成

果
4 

- 
対

象
地

域
の
県
・
市

に
お

い
て

防
災
訓
練

の
実
施
能

力
が
向

上
す

る
。

 
各

活
動

の
進

捗
度

を
別

途
、

成
果

グ
リ

ッ
ド

に
整

理
。

 
・

図
上

訓
練

（
T

T
X
）
、

指
揮

所
訓

練
（

C
P

X
）

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

含
む

防
災
訓

練
実
施

技
術
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
（

20
14

年
3
月

）
の

実
用

性
。

 
・

州
お

よ
び

ビ
ト

ゥ
ン

市
B

P
B

D
に

よ
る

自
主

的
な

避
難

訓
練
（

C
P

X
）
は

い
つ
実

施
さ
れ
た

の
か

、

ま
た

そ
の

結
果

は
ど

う
だ

っ
た

の
か

。
 

・
マ

ナ
ド

市
B

P
B

D
は

、
20

13
年

2
月

お
よ

び
20

14
年

1
月

の
洪

水
の

際
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
経
験

に
基

づ
き

対
応

の
向

上
が

見
ら

れ
た

か
。

 
・

現
在

の
C

B
D

R
M

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

落
の

活
動

状
況

。
 

 
 
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

 
1)

 モ
ヤ

グ
村

（
コ

タ
モ

バ
グ

市
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2)

 ベ
バ

リ
村

（
シ

タ
ロ

県
）

 
 

 
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

 1
) 
ク

タ
村

（
中

央
ロ

ン
ボ

ク
県

）
 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー

2：
防

災
準
備

部
長

） 
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・

マ
ネ
ジ

ャ
ー

4：
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
部

長
）

 
・
北

ス
ラ
ウ
ェ

シ
州
及

び
ビ
ト

ゥ
ン

市
B

P
B

D
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問

票
 

・
マ
ナ
ド

市
B

P
B

D
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー
/質

問
票

 
・

県
・

市
B

P
B

D
s
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問

票
 

・
専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
・

ロ
ー
カ

ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン

ト
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

 

2.
5 

成
果

5 
– 

国
レ

ベ
ル
で

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

成
果
普
及

が
実
施
さ

れ
る
。

 
各

活
動

の
進

捗
度

を
別

途
、

成
果

グ
リ

ッ
ド

に
整

理
。

 
・

B
N

P
B
に

お
け

る
成

果
5
の

責
任

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
決

ま
っ

て
い
る

か
。

 
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
は

、
B

N
P

B
が

独
自

に
進

め
る

県
・
市

地
域

防
災

計
画

策
定
の

た
め
の
活

動
と

、

具
体

的
に

ど
う

異
な

っ
て

い
る

か
。

 
 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
 

2.
6 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

目
標
「

国
家
防
災

庁
、
対

象
地
域
内

の
州
・
県

・
市
防

災
局

の
災

害

対
応
能
力

が
向
上
す

る
。」

の
達
成

見
込

み

は
あ
る
か

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
・

成
果

レ
ベ

ル
の

各
指

標
に

照
ら

し
た

達
成

度
の

評
価
。

 
・
実

際
の

災
害

発
生

時
に

お
い

て
、

B
N

P
B
、

B
P

B
D

s
の

能
力

向
上

が
示
さ
れ

た
事
例

は
あ
る
か
（
例

え
ば
、

20
13

年
2
月

17
日

、
お

よ
び

20
14

年
1
月

の
マ

ナ
ド

市
の

洪
水
発

生
時

）。
 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
、

質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
 

2.
7 

中
間
レ

ビ
ュ
ー

で
の
提

言
に
対
す

る
対

応
。

 
1)

 北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
で

の
残

り
の

活
動

 
・

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
県

市
B

P
B

D
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
へ

の
出

席
、

地
域
防

災
計
画

の
地
方
政

府
に

よ
る

承
認

、
地

域
防

災
計

画
に

基
づ

く
取

組
み

の
実

施
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ

プ
 

2)
 第

2
パ

イ
ロ

ッ
ト

州
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

 
・

B
N

P
B
（

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
と

B
N

PB
内

に
設

置
さ

れ
た

ア
シ

ス
タ

ン
ト
・
チ
ー
ム

を
含
む
）
の

能

力
強
化

 
3)

 P
D

M
の

修
正

（
成

果
5
と

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
の

全
国

的
な
普
及

支
援
を

追
加
）

 
4)

 関
係

省
庁

・
部

局
（

公
共

事
業

省
、

気
象

・
気

候
・

地
球

物
理

庁
、

科
学

技
術

担
当

大
臣

府
、

評

価
技

術
応

用
庁

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
科

学
院

、
火

山
地

質
災

害
軽

減
セ

ン
タ
ー

な
ど
）

と
の
連
携

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
及

び
事
業
進

捗
報
告

書
 

3.
 効

率
性
 

 
3.

1 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
計
画

（
P

D
M
）

は
明

瞭
で
関
係

者
の
間
で

共
有
さ

れ
て

い
た

か
。

 

・
R

/D
締

結
20

11
年

7
月

11
日

 
・

第
4
回

JC
C
（

20
14

年
3
月

）
で

PD
M

の
改

訂
 

1)
 第

2
パ

イ
ロ

ッ
ト

州
の

変
更

（
バ

リ
州

 →
 西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州
）

 
2)

 西
ヌ

サ
ト

ゥ
ン

ガ
ラ

州
の

活
動

（
成

果
2、

成
果

3-
1、

成
果

4-
2
に
集
中

）
 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票
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3)
 成

果
5
の

追
加

（
県

・
市

地
域

防
災

計
画

策
定

技
術

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
や
地

震
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ

プ
の

全
国

的
な

普
及

）
 

・
成

果
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
対

す
る

達
成

度
の

見
解

は
関

係
者

間
で
一

致
し
て

い
る
か
。

 
・

実
際

の
活

動
と

活
動

計
画

と
の

間
に

、
顕

著
な

差
異

は
あ

っ
た

か
。

 
3.

2 
専

門
家

の
投
入

は
適
切

だ
っ
た
か

。
 

・
20

11
年

11
月

22
日

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

（
4
年

間
）
。

 
・

派
遣

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
短

期
専

門
家

18
名

）
は

適
切

だ
っ

た
か

。
 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
 

3.
3 

機
材
は

適
切
に

投
入
さ

れ
た
か
。

 
・

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
B

P
B

D
へ

の
 G

IS
機

材
の

譲
渡

に
関

す
る

確
認

レ
タ
ー

は
あ
る

か
。

 
・

譲
渡

後
の

G
IS

機
材

の
、

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
B

P
B

D
に

よ
る

維
持

・
活
用

の
状
況

。
 

・
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

で
新

た
な

機
材

の
調

達
は

あ
っ

た
か

。
 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州

お
よ
び

西
ヌ
サ
ト

ゥ
ン
ガ

ラ
州

B
P

B
D
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー
 

・
専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
3.

4 
カ

ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
本

邦
研
修
は

適
切

に
実
施
さ

れ
た
か
。

 
・

本
邦

研
修

の
科

目
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

、
実

施
の

タ
イ

ミ
ン

グ
と

期
間

 
1)

 2
01

2
年

8
月

25
日

～
9
月

8
日

、
B

N
P

B
お

よ
び

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ
州

C
/P

が
参
加

 
2)

 2
01

4
年

8
月

16
日

～
30

日
、

B
N

P
B
、
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

C
/P
、
北
ス
ラ

ウ
ェ
シ

州
B

P
B

D
新

局
長

、
お

よ
び

経
験

共
有

の
た

め
ビ

ト
ゥ

ン
市

B
P

B
D
局

長
が

参
加

）
 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
 

3.
5 

カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
の

参
加
は
十

分
だ

っ
た
か
。

 
・

B
N

P
B
の

C
/P

の
業

務
多

忙
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

関
与

の
少

な
さ
は

如
何
に

解
消
さ
れ

た
か

（
B

N
P

B
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
州

で
の

行
事

参
加

は
増

加
し

て
お

り
、
北

ス
ラ
ウ
ェ

シ
州
で

の
活
動
成

果

に
よ
り

B
N

P
B
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

認
識

も
向

上
し

て
い

る
と

の
こ
と

）。
 

・
B

P
B

D
レ

ベ
ル

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

へ
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
意

識
は

向
上
し

た
か
（
西

ヌ
サ

ト

ゥ
ン

ガ
ラ

州
C

/P
は

北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

州
C

/P
よ

り
参

加
・

意
欲

が
高

い
と
の

こ
と

）。
 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

州
県

市
B

P
B

D
s
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
 

3.
6 

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

実
施
の

た
め
の
日

本
側

の
支
出
、

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
側

の
カ

ウ
ン

タ

ー
・
バ
ジ

ェ
ッ
ト
か

ら
の
支

出
は

適
切

だ

っ
た
か
。

 

・
西

ヌ
サ

ト
ゥ

ン
ガ

ラ
州

B
P

B
D
は

、
北

ス
ラ

ウ
ェ

シ
州

B
P

B
D
と

比
較

し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
活

動
の

た
め

の
予

算
の

確
保

状
況

は
ど

う
だ

っ
た

か
。

 
（

W
/S

参
加
の

た
め

の
費
用

を
B

P
B

D
s
が

自
己

負
担

し
て

い
る

こ
と

が
、中

間
レ
ビ
ュ

ー
に
お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

の
制

約
要

因
と

な
っ

て
い

る
と

の
指

摘
が

あ
っ

た
）。

 
・

B
N

P
B
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
関

す
る

支
出

項
目

・
金

額
。

 

・
B

N
P

B
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

/質
問
票

 
・

州
県

市
B

P
B

D
s
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
  

3.
7 

専
門
家

と
カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー
ト
と

の
定

期
的
・
日

常
的
な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

は
十
分
だ

っ
た
か
。

 

・
第

1
回

JC
C（

20
12

年
1
月

18
日

）
、
第

2
回

JC
C（

20
12

年
7
月

11
日

）、
第

3
回

JC
C（

20
13

年
9
月

12
日

）、
PD

M
の

改
訂
を

含
む

第
4
回

JC
C
（

20
14

年
4
月

3
日
）

 
・

JI
C

A
専

門
家

は
パ

イ
ロ

ッ
ト

州
に

入
る

前
後

で
B

N
PB

を
訪

問
し

、
円
滑

な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

維
持

。
 

・
専

門
家

が
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
に

不
在

中
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

十
分
で

あ
っ
た

か
。

 
・

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
の

発
行

（
第

1
号

20
12

年
2
月

、
第

2
号

20
12

年
7
月

、
第

3
号

20
13

年
3

月
、
第

4
号

20
14

年
1
月

、
 第

5
号

20
14

年
10

月
）。

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・
専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
 

3.
8 

カ
ウ
ン

タ
ー
パ

ー
ト
機

関
同
士
の

定
期

的
・
日
常

的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は

十
分
だ
っ

た
か
。

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D
間

の
レ

タ
ー

の
や

り
取

り
、

情
報

共
有

は
十

分
で

あ
っ
た

か
。

 
・
対

象
州

内
の

全
県

市
B

P
B

D
を

対
象

と
し

た
こ

と
の

効
果
（

B
P

B
D
間

の
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
の

向
上

、
情

報
共

有
と

相
互

学
習

、
良

い
意

味
で

の
競

争
意

識
の

醸
成

な
ど
が

見
ら
れ

た
と
の
こ

と

等
）。

 
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
期

間
中

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
は

見
ら

れ
た
か
（

B
P

B
D
と
、
気
象

、

公
共

事
業

、
農

業
、

土
地

利
用

等
に

関
す

る
諸

機
関

と
の

関
係

が
良

く
な
っ

た
と
の

こ
と
等

）。
 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
  

3.
9 

専
門
家

か
ら
カ

ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト

へ
の

技
術
移
転

の
内
容
・

手
法
は

適
切

だ
っ

た

か
。

 

・
O

JT
お

よ
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

過
程

を
通

し
た

技
術

移
転

は
有

効
に

行
わ
れ
た

か
。

 
・

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

に
お

け
る

独
自

の
技

術
研

修
な

ど
は

あ
る

か
。

 

・
日

本
の

技
術

の
優

位
性

は
変

わ
っ

て
い

な
い

か
。

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 

3.
10

 プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

目
標
達

成
に
む
け

た
促

進
要
因
・
阻
害
要
因

は
何
が

あ
っ
た

か
。

・
P

D
M

に
か

る
外

部
条

件
の

発
現

は
あ

っ
た

か
。

 
・

特
記

し
て

お
く

べ
き

促
進

要
因

・
阻

害
要

因
は

あ
っ

た
か

。
 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 

4.
 イ

ン
パ

ク
ト

 
4.

1 
上

位
目

標
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に
よ
る

成
果

品
と
手
法

の
活
用
、

そ
れ
に

よ
る
対

象
地

域
外
の

B
P

B
D

s
の
災

害
対
応

能
力

の
強

化
）
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

終
了

後
3－

5
年

で

・
現

時
点

で
も

上
位

目
標

の
設

定
は

適
切

か
。

 
・

次
の

2
文
書
へ
の
反
映
の
可
能
性
の
他
に
、
上
位
目
標
の
達
成
に
向
け
た
計
画
・
活
動
は
何
が
あ
る
か
。

 
  

1)
 国

家
防
災

計
画

（
20

15
～

20
19
）（

ド
ラ

フ
ト

）
 

  
2)

 国
家

防
災

庁
長

官
令

20
08

年
第

4
号

（
防

災
計

画
策

定
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
）
（
ド
ラ

フ
ト
）

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書
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注
）

下
線

部
の

あ
る

文
書
は

、
既
に
収

集
済
み

。
 

の
達
成
が

見
込
め
る

か
。

 
4.

2 
他

地
域

へ
の
普

及
の
手

法
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

は
、

B
N

P
B
が

独
自

に
進

め
て

い
る

次
の

活
動

に
、
ど
の
よ

う
に
活

用
・
統

合
さ

れ
る

の
か

。
 

1)
 県

・
市

地
域

防
災

計
画

策
定

に
関

す
る

活
動

 
2)

 「
災

害
に

強
い

村
づ

く
り

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 

4.
3 

他
機
関

と
の
協

力
、
ま

た
は
そ

の
予

定
は

あ
る
か
。

 
・

JI
C

A
の

他
の

支
援

ス
キ

ー
ム

（
政

策
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
、

協
力

隊
、

草
の
根

無
償
な

ど
）
と
の

相
乗

効
果

は
何

か
あ

る
か

。
 

・
国

連
・

ド
ナ

ー
機

関
に

よ
る

活
動

、
連

携
・

情
報

交
換

の
状

況
 

1)
 U

N
D

P
（

S
af

er
 C

om
m

un
it

y 
th

ro
ug

h 
D

is
as

te
r 

R
is

k 
R

ed
uc

ti
on
、

出
資
は

U
N

D
P 

A
us

A
ID

、

D
F

ID
）
、

 
2)

 A
us

A
ID

（
A

us
tr

al
ia

 I
nd

on
es

ia
 F

ac
il

it
y 

fo
r 

D
is

as
te

r 
R

ed
uc

ti
on

）、
 

3)
 世

銀
、

 
4)

 G
IZ
（

ド
イ

ツ
国

際
協

力
公

社
）、

 
5)

 フ
ラ

ン
ス

政
府

お
よ

び
フ

ラ
ン

ス
赤

十
字

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
・

B
A

P
P

E
N

A
S
、
内

務
省
、
及

び
関
係

機
関
（
公

共
事
業

省
、
気

象
・
気

候
・
地
球

物
理
庁

、
科

学
技
術

担
当
大

臣
府
、
評

価
技
術
応

用
庁
、

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
科

学
院
、

火
山
地
質

災
害
軽
減

セ
ン
タ

ー
、
国
際

機
関
等

?）
ヒ

ア
リ
ン
グ

 
 

4.
4
想

定
さ
れ

て
い
た
、
又

は
さ
れ

て
い

な
か

っ
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・

ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な

イ
ン

パ
ク
ト
は

何
か
あ
る

か
。

 

・
貧

困
削

減
、

環
境

保
全

、
ジ

ェ
ン

ダ
ー

、
そ

の
他

 
・

B
N

P
B
年

次
総

会
（

20
14

年
10

月
15

日
）

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

発
表
後

の
反
響

・
問
い
合

わ
せ

 
・

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

国
内

、
他

国
に

お
け

る
関

連
す

る
行

事
・

発
表

な
ど

 
  

1)
 合

同
火
山

セ
ミ

ナ
ー
（

20
13

年
5
月

24
日

）
 の

開
催

 
  

2)
 ア

ジ
ア
防

災
閣

僚
会
議

の
JI

C
A
サ

イ
ド

イ
ベ

ン
ト

(2
01

4
年

6
月

23
日

、
タ
イ

)で
の

発
表

  
3)
国

連
防

災
世

界
会

議
（

20
15

年
3
月

14
～

18
日

）
で

の
発

表
 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
・

B
A

P
P

E
N

A
S
、
内

務
省
、
及

び
関
係

機
関
（
公

共
事
業

省
、
気

象
・
気
候
・
地
球

物
理
庁

、
科

学
技
術

担
当
大

臣
府
、
評

価
技
術
応

用
庁
、

イ
ン
ド
ネ

シ
ア
科

学
院
、

火
山

地
質

災
害

軽
減

セ
ン

タ
ー

、
国

際
機

関
等

?）
ヒ

ア
リ
ン
グ

 
5.

 持
続

性
 

5.
1 

政
策
・
制
度
面
の

仕
組
み

は
と
と

の
っ

て

い
る
か
。

 
   

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
維

持
さ

ら
に

は
上

位
目

標
の

達
成

に
向

け
た

B
N

PB
の

意
思

・
コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

は
確

認
で

き
る

か
（

計
画

・
文

書
で

の
言

及
、

関
連

会
議

の
主

催
程
度

や
発
言

内
容
、
独

自

予
算

に
よ

る
活

動
の

有
無

な
ど

）
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

維
持

に
関

し
、
関

係
機

関
と

の
正

式
な

取
り

決
め

は
必
要

な
い
か
（
組

織
間

の
M

O
U
、

定
期

会
議

の
T

O
R
な

ど
）。

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 

5.
2 
技

術
的
な

観
点
か

ら
の
持

続
性
は
見

込

め
る
か
。

 
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

作
成

し
た

全
て

の
文

書
の

所
有

者
（

引
受

先
）

は
明

確
に
な
っ

て
い
る
か

。
 

（
管

理
部

署
、
原

稿
保

存
手

段
、
増

刷
が

必
要

な
場

合
の

予
算

、
内

容
更
新

に
関
係

す
る
部
署

の
合

意
な

ど
）

 
・
譲

渡
さ

れ
た

G
IS

機
器

は
継

続
的

に
活

用
さ

れ
る

か
（

外
部

エ
ン

ジ
ニ

ア
へ

の
委
託

や
、

B
A

PP
E

D
A

や
大

学
な

ど
他

機
関

へ
の

移
譲

な
ど

の
手

段
も

含
む

）。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
以

外
に

B
N

P
B
・

B
P

B
D
職

員
が

技
術
・
知

識
を

再
確
認
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す

る
た

め
の

研
修

機
会

は
あ

る
か

。
 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

北
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州

B
P

B
D
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 

5.
3 
活

動
を
持

続
し
て

い
く
た

め
の
人
材

は

十
分
か
。
 

 

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
で

あ
る

職
員

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
活

動
に
関
わ

れ
る

か
。

ま
た

増
員

の
可

能
性

は
あ

る
か

。
 

  
  

1)
  

B
N

P
B
の

職
員

数
、

業
務

量
の

増
加

、
新

事
務

所
移

転
の

計
画

 
 

 
2)

  
州

・
県
・

市
B

P
B

D
の

職
員

数
 

・
職

員
に

パ
ー

マ
ネ

ン
ト

、
テ

ン
ポ

ラ
リ

ー
の

別
は

あ
る

か
。

 
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
よ

る
人

材
育

成
（

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

）
は

認
識

さ
れ
て

い
る
か
。

 
・

他
機

関
と

の
協

働
や

業
務

分
担

は
可

能
か

。
 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 

5.
4 
活

動
へ
の

予
算
手

当
、
財
政
支

援
の

見
通

し
は
あ
る

か
。

 
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

期
間

中
の

、
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
の

予
算

確
保

の
実
績

 
・
内

務
省

が
準

備
し

て
い

る
地

方
政

府
の

予
算

の
1%

を
防

災
活

動
に

割
り
当

て
る
省

令
の
進
捗

状
況

（
B

P
B

D
は

地
方

政
府

の
下

に
あ

り
、

組
織

的
に

は
B

N
P

B
が

上
位

機
関
に
あ

た
る
わ

け
で
は
な

い
）

 
・

国
連

・
協

力
機

関
か

ら
の

支
援

の
可

能
性

 

・
B

N
P

B
、

B
P

B
D

s
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

/質
問
票

 
・

専
門
家

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
、

事
業
進
捗

報
告
書

 
・

B
A

P
P

E
N

A
S
、
内

務
省
、
及

び
関
係

機
関
ヒ

ア
リ
ン
グ

 



添付資料13

A13-1



添付資料13

A13-2



添付資料13

A13-3


	表紙
	現地調査写真
	略語表
	目次
	評価調査結果要約表
	第１章 合同終了時評価調査の概要
	１－１ 背景
	１－２ 調査の目的
	１－３ プロジェクトの概要
	１－４ 調査団の構成
	１－５ 調査日程
	１－６ 調査の手法

	第２章 プロジェクトの進捗
	２－１ 投入実績
	２－１－１ 専門家の派遣
	２－１－２ 資機材供与
	２－１－３ 本邦研修
	２－１－４ 現地活動費
	２－１－５ カウンターパートの配置
	２－１－６ カウンターパート予算
	２－１－７ プロジェクトのための設備・施設

	２－２ 各成果の達成状況
	２－２－１ 成果1：災害データ・情報（SULUT）
	２－２－２ 成果2：ハザード・リスクマップ（SULUT、NTB）
	２－２－３ 成果3-1：地域防災計画および活動計画（SULUT、NTB）
	２－２－４ 成果3-2：SOP（応急対応手順書）及び緊急時対応策（SULUT）
	２－２－５ 成果4-1：防災訓練の実施（SULUT）
	２－２－６ 成果4-2：コミュニティ防災活動（SULUT、NTB）
	２－２－７ 成果5：全国展開活動
	２－２－８ 成果レベルの指標の達成度

	２－３ プロジェクト目標の達成見込み
	２－３－１ プロジェクト目標の達成に向けた進捗
	２－３－２ プロジェクト目標レベルの指標の達成度

	２－４ 実施プロセス

	第３章 評価5 項目によるレビュー
	３－１ 妥当性
	３－２ 有効性
	３－３ 効率性
	３－４ インパクト
	３－５ 持続性

	第４章 提言
	４－１ 結論
	４－２ 提言
	４－２－１ 全てのプロジェクト活動の完了
	４－２－２ 県市の地方防災計画の普及・実行
	４－２－３ 上位目標の達成にむけたBNBP との協議

	４－３ 教訓

	付 属 資 料
	添付1: PDM Ver.2
	添付2: 活動計画 Ver.2
	添付3: 調査スケジュール
	添付4: 面談者リスト
	添付5: 専門家の派遣実績
	添付6: 供与機材
	添付7: 本邦研修
	添付8: カウンターパートの配置
	添付9: 現地活動費
	添付10: 成果グリッド（指標の達成度）
	添付11: プロジェクトの作成文書
	添付12：評価グリッド
	添付13: 署名済みミニッツ




